






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～』（著：沢村　治太郎）のお試し版が収録されています。
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　本ほん条じよう楓かえでことメイプルは、親友である白しろ峯みね理り沙さことサリーに誘われる形でＶＲＭＭＯゲーム『NewWorld Online』を始め、二人で色々な場所を探索してきた。

　新しい階層である六層はホラーゾーン。怖いものが大の苦手な相棒であるサリーは、一度探索に行ってひどい目にあったため、六層に近づけないでいた。

　そんな中、第七回イベントが開催され、塔を登るイベントならサリーと久しぶりに探索ができると考えたメイプルは、サリーに提案し、二人きりでの攻略を始めたのだった。

　目指すは最上階である十階までノーダメージでの攻略。

　最高難易度の塔をクリアすればイベントでしか手に入らない報酬と交換できるメダルが手に入るため、第四回イベントの際にもらったメダルと合わせれば新しいスキルも手に入る。そして、ノーダメージで戦いに勝つことは、初めて二人でパーティーを組んだ時からの目標である。そのため二人はやる気十分で塔に足を踏み入れた。




　一階の道中に出てきたモンスターは最高難易度というだけあって、どれもこれも一癖あるモンスター達で、度々足を止めさせられることにはなったが、それでも二人を倒すことはできなかった。

　ボスモンスターである砂を利用する竜も、強力なブレスや体格を活いかした攻撃を繰り出すものの、攻略用に配置された爆発する岩石を大量に抱えて口の中に飛び込んでくるメイプルにはなすすべもなかったのである。硬い外皮ではなく体内を攻撃するというのは想定されていたことだったが、その特殊な攻撃手段は想定を上回るダメージを叩たたき出したのである。




　一階を一発で突破し、勢いのままに二階の攻略に移った二人の両側には、一階の石壁に囲まれた通路とは違い、ぎっしりと本が詰まった天井まで届く本棚が続いていた。勿もち論ろん現れるモンスターも、本の形をしたものがほとんどで、そうでないモンスターも搦からめ手てを使って攻めてくるものばかりで一階とはまた違っていた。しかし、いかに動きを止めようともダメージが与えられなければどうしようもない。メイプルが【身捧ささぐ慈愛】でサリーを守っており、普通のモンスターでは太刀たち打うちできない。

　ただ、ボスは別だった。巨大な本型のモンスターは流石さすがボスというところか、スキルを奪う攻撃を繰り出すことによって、二人を一いつ旦たん撤退させたのだった。

　しかし、最後にはメイプルの持つピーキーなスキルをあえてボスに使わせることで、メイプル以外が使った時に生まれる弱点が顕著に出たところをサリーにつかれ、消滅していったのである。




　一階はメイプルが、二階はサリーが上手うまくボスの弱点をつき撃破していった。まだまだスキルも温存できている二人は、一階から二階へ移った時と同じように、その勢いのまま三階を攻略しに向かう。

　あわよくば気持ちよく一発突破しようと考えながら、二人は三階へと突入したのである。








一章　防御特化と塔三階。









　三階にたどり着いた二人の前に広がっていたのは、今までとは違い比較的広い空間とゴツゴツした岩の壁、そして赤く燃える溶岩だった。

「この階はまた全然違う感じだね、サリー」

「そうだね……通路タイプばかりじゃないみたい、道はいくつかあるけど」

「とりあえず一つずつ見てみる？」

　サリーが観察する中、そう言ってメイプルが歩き出す。

　すると足元からごぽっと噴き出た溶岩が、メイプルの足をじゅっと焦がした。

　ほんの僅わずかにメイプルのＨＰバーが減少する。

「「あっ……」」

　二人はそうしてぴたっと固まったのだった。

　事態を把握したメイプルは慌てて飛とび退のいて、サリーの方へと戻ってくる。

「えっ？　えっ？」

「そうだ！　メイプル、スキル確認！」
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　わたわたとしているメイプルにサリーが呼びかけて、メイプルは二階のボスにスキルを奪われていたことを思い出す。しかしメイプルが確認すると全すべてのスキルが戻ってきていた。

「え、あ、あるよ！　防御力も戻ってる！」

「え？　う、うーん？　駄目だ、一旦落ち着いて……」

　サリーは自分に言い聞かせて、一つ深呼吸をすると小さく頷うなずいて簡単なことだったと結論を述べる。

「防御を無視して固定ダメージを与える地形……かな。ダメージもそこまでだし。あー、火山マップの時点で考えておくべきだった……」

「ダメージは20みたい。サリーは……避けないと駄目っぽい？」

「そうだね……かなり痛いかな。でもほら、見てメイプル」

　サリーがそうして指差したのは、先程メイプルがダメージを受けた場所である。

　そこではひび割れた地面が、ほんの少し赤く輝いてから溶岩を噴出させていた。

　分かりやすい予兆である。

「なるほどー……あれならちゃんと見てたら避けられるかも！」

「狭い場所を通るような時は壁とかも警戒しておいた方がいいかもね。あとはどんなタイプのモンスターが出てくるかだね」

　メイプルはそれを聞いていたが、何かを思い出したかのように、唐突に悲しそうな表情を浮かべた。

　そう、二人の目標であるノーダメージクリアに失敗してしまったのである。

「ダメージ……受けちゃった……せっかくボスは何とかできたのに！」

「んー、じゃあ……地形や罠わなはノーカウントで？　ふふっ、ほら？　厳密には敵じゃないし」

　サリーが少し笑いながら妥協案を提示すると、メイプルは目を閉じてうーんうーんと葛かつ藤とうする。

「なら……ノーカウントで！　モンスターはノーダメージで頑張る！　あ、地面もちゃんと見るよ！」

　メイプルはそう言って黒の装備に変更し、やる気に満ちた表情を見せる。

「よし、じゃあ行こうか。とりあえず周りにはモンスターもいないみたいだし」

「見通しが良くていいよね！」

「警戒は任せて。見逃さないよ」

　そうして二人は改めて三階へ一歩を踏み出した。

　メイプルはいつも以上に地面を確認しているため、サリーはしっかりと周りを見渡すことにする。

　二人の前には三つの道があり、見通せる範囲ではどれも変わらず岩の壁が続いている。

「メイプル、どうする？」

「……真ん中の道ならどこかで左と右も確認できそうだから、真ん中で！」

「ん、ならそれでいこう」

　メイプルが盾を構え、サリーは【カバー】の範囲内で周りを確認する。

　そうして二人が足元からの溶岩を何度か避けつつ通路を進んでいくと、再び広い空間に出た。

「メイプル、ストップ。何かいる」

「うーん……あ、本当だ！　壁から溶岩が流れてるから見にくい……一階で見た燃える鳥とはちょっと違う感じ」

　メイプルが額に手を当てて目を細めて見る先には、溶岩をどろどろと滴らせながら飛ぶ一メートル程の鳥型モンスター達がいた。

　溶岩鳥は壁から流れる溶岩から湧わき出しているようで、出現を止めることは難しそうだった。

「鳥が落としてる溶岩も固定ダメージの可能性あるから当たらないようにして」

「分かった。その時はこうだね！」

　メイプルが盾を頭の上に掲げて傘のようにする。

　二人は話し合うと、一度戦闘をしてみることに決め、そしてタイミングを見て飛び出した。

「【氷柱】……んん!?」

　空を飛ぶ溶岩鳥のさらに上を取ろうと、いつものように氷の柱を生み出したサリーはその足を止めた。

　生み出した氷の柱は一瞬にして溶けていき、効果を失ったのである。

「氷は駄目か……なら水はどう!?」

　サリーは水魔法を溶岩鳥に的確に命中させる。すると、翼の溶岩がみるみるうちに黒く固まり、飛べなくなった鳥はメイプルの目の前に落ちていく。

「水に弱いんだね！　って言っても……水は使えないけど【全武装展開】【攻撃開始】！」

　地に落ちた鳥に突きつけられた銃口から次々に銃弾が放たれ、雑魚ざこモンスターでしかない溶岩鳥は耐えることができずに消えていった。

「そのまま、上もっ！」

　メイプルが上を向いて弾丸を撃ち出すが、それは空を飛ぶ鳥に当たってもそのまま貫通して飛んでいくだけだった。

「あ、あれ？　効いてない？」

「水系の攻撃が必要っぽい、落とすのは任せて！」

「うん、お願い！」

　二人の前で一度地面に落ちてしまえば、もう飛ぶことなどできはしない。

　二階とはまた違ったタイプのモンスターだったが、二人がその性質を理解するにはちょうどいいレベルの相手だったのである。




　二人は溶岩鳥の群れを簡単に殲せん滅めつすると、改めてフィールドを見渡した。

　壁から噴き出る溶岩はまるで滝のように流れ落ちており、壁や天井を煌こう々こうと照らしている。

　メイプルは溶岩溜だまりの前にしゃがみこみ、溶岩の海のようになったフィールドを眺める。

　流石に触ったりはしないものの、現実ではこれほど間近には見られないであろう、音を立てて弾ける溶岩に興味を惹ひかれたのだった。

「確かになかなか見られないよね……んー、まあちょっとくらいならいいかな？」

　そうしてサリーは周りを警戒しつつも、メイプルを真似るように、ゲームの外では見ることができない光景に目をやる。

　絶え間なく流れ込む、滝のような溶岩が溜まってできた、火山の火口のように赤い溶岩の海。塔の内部のダンジョンであるはずなのに天井は立ち込める煙と熱で曇り、歪ゆがんで、よく見えない。ありえない光景をありえない場所から見られる──それも、このＮＷＯの醍だい醐ご味みだということを、サリーは思い出す。

　すると次第に、ここから先もただの攻略対象というだけでなく楽しみになってくる。

「四階はどんな感じかな？」

「まだ情報出てないっぽいんだよね……でも、今までのことを考えると、通路だけの階層じゃないんじゃないかな。シロップもいい感じに飛ばせるといいね」

「そうだったらいいなあ。地形ダメージのことも気にしなくていいしね！」

　この広場はまだしも、この先の通路は巨大化したシロップでは通ることができないくらいの狭さのようだった。空を行けない以上、三階は地面を警戒しつつ進むほかなさそうである。




　そうして二人が次の階に思いを馳はせていると、ここが戦闘フィールドであることを思い出させるように、また溶岩鳥が滝から現れ始めた。

　それを見つけたメイプルが溶岩から目線を上げて鳥の方を指差す。

「あ、サリー！　また出てきちゃったよ？」

「無視して行こう……っメイプル！」

「えっ、わっ!?」

　サリーの声にメイプルが溶岩の方に目線を戻すと、今度はいつの間にか現れた、どろっと溶けた燃える鱗うろこを持つ魚型モンスターが、ちょうど口から溶岩塊をこちらに向けて放つところだった。

　メイプルは咄とつ嗟さに盾を振って【悪食】で溶岩塊を飲み込んで無効化する。

　そのままモンスターはバシャンと溶岩の海から飛び出してきて、一メートル程の大きな燃える体でメイプルに飛びかかり、そして盾の中へと飲み込まれていった。

「び、びっくりした……」

「私も。鳥に気を取られてて気づかなかった……ごめんね、危なかった」

「ううん、いいよ。それより、急ごう！　気づかれないうちにっ！」

　メイプルは溶岩の海の方から目を離さないようにして立ち上がり、そして後ずさると次の通路に向かって走り出す。

「……やっぱりその盾強いなあ」

　最近はメイプルも攻撃手段が増えたため、【悪食】に頼りきりではなくなったものの、メイプルと相性のいいスキルであることは変わらない。あらゆるものを飲み込むその力は攻撃に使えるだけでなく、今のような緊急時でもしっかりメイプルをノーダメージで守ってくれる。

　サリーはメイプルに走って追いつきながら、その強さを再確認したのである。

「そこ！　通路入ろう！」

「おっけー！」

　二人は新たに現れた溶岩鳥達に気づかれることなく通路へと飛び込むと一息ついた。

「ふぅ……なかなか落ち着いてられないね。どこからモンスターが出てくるか分からないもん！」

　後ろを振り返りながらメイプルがそんなことを言う。広場と比べれば、むしろ通路はモンスターの潜伏場所がないため安全とも言える。

「階層が上がっていく度に面倒なモンスターとか一癖あるのが増えるだろうし、貫通攻撃とか固定ダメージとかも気をつけないとね。後は回復封じとかもかな」

　回復などサポート手段を封じるのはよくあることだとサリーはメイプルに教える。

「確かに、ただ攻撃してくるだけより大変だよね」

「そういうモンスターとはできる限り戦わないでいきたいけど……戦う時は気をつけてみて」

「うん、そうする！」

　二人はそんな話をしながら通路を進み、慎重に次の広場を確認する。

　そこには短い間隔で溶岩があらゆる場所から噴き出す危険地帯が広がっていた。

　赤々と輝く溶岩は時には高い天井にすら届いており、それを見て二人は顔を見合わせる。

「さ、サリー？　これ、どうすればいいの？」

「メイプルがいれば突破できると思うけど……それは正攻法じゃなさそう」

　サリーはメイプルとともに色々と検証を行い、この広場全すべてがダメージ地帯だとしても、メイプルが【身捧ささぐ慈愛】を使って守り、サリーが回復を担当すれば、無理やり通ることはできるのではないかと結論づけた。

「あとは、どこか別の道か……【ウォーターボール】！」

　サリーは溶岩鳥にしたように地面に水魔法をぶつけてみるものの、溶岩の噴出は止まらない。

　メイプルはサリーが水魔法を使った瞬間に、これは正解だと思ったため、そうではなかったことに肩を落とす。

「うー……駄目かあ……」

「どうする？　無理やり進んじゃう？」

「んー、正攻法で攻略したいな。いつも【身捧ぐ慈愛】頼りじゃ駄目だし、ダメージも受けたくないしっ！」

「そうだね。途中で二階のボスみたいに、スキルを奪われたり封印されたりしたら終わりだしね」

「えっとじゃあ、どこかに解決法とかあるのかな？」

「とりあえず引き返して他の道を見てみようか。ここまでいくつか分岐もあったし、隅々まで探索してみよう？」

「そうだね！　うっ……でもさっきの場所に戻らないと駄目かあ」

　せっかく気づかれないで来ることができたのにと、メイプルは残念そうな顔をする。

　戦闘でノーダメージのまま攻略を目指すため、固定ダメージを与えてくる可能性のある溶岩をまとったモンスターとの交戦は可能な限り避けたいのだ。

「きっと他の場所にも嫌っていうほどいるよ」

「うぐぐ、ならアイテム準備！」

　メイプルは水属性ダメージを与える球をインベントリから取り出すとぐっと握り締める。

「本当いろんなアイテム買い込んでるね……」

「ふふふ、結構使えるんだよ！」

　こうして二人は一いつ旦たん引き返すことに決めたのだった。




　先程の広場に戻る前にあった通路に進むことにしつつ、二人は広場を飛び回るモンスターがそこまでやって来ないかを確認する。




「……大丈夫みたい？」

「だね。これで後ろは一安心」

「とりあえず別の道に来てみたけど……まだ他にもあったよね？」

「一つずつ見ていくしかないよ。っと……道の雰囲気が変わったから、地面には気をつけてね、メイプル」

　溶岩が噴き出してきそうな先程までの通路と違い、この先は地面が黒曜石のようになっていた。

「うん、大丈夫！　んー、ちょっと下り坂になってるね」

　メイプルに言われてサリーも地面を確認すると、確かに少し下っていた。

　先程とは違った場所に行けそうな予感に、二人は警戒しつつもワクワクしながら進んでいく。そうして通路を抜けた先に広がっていたのは、黒く固まった溶岩でできた壁と地面が中心となる空間だった。

　今までの広場と広さはさほど変わらないものの、溶岩は時折地面から小さく噴き上がる程度である。

「この辺りの溶岩は固まってるみたい。これなら歩きやすいし、モンスターがいるかもよく分かるね」

「今のところは何もいなそうだけど……こういう時は！」

　メイプルは分かってきたと言わんばかりにサリーの方を見る。

「うん、隠れてるって考えるべき。っと、言ってたら来たよ！」

　ボコボコと地面が盛り上がり三メートル程の岩の巨人が立ち上がる。

　二人の体より大きな黒い拳こぶしと足、響く足音。

　途中見てきたモンスターと比べると見るからに強力そうである。

「【全武装展開】【攻撃開始】！」

　メイプルが銃撃を開始する。それは動きの遅い巨人に全弾命中するものの、そのまま一つ残らず弾かれていく。

「うっ……やっぱりゴーレム？　苦手だなあ……」

　メイプルが少しむっとした様子で武装をしまい銃撃を中止する。

　それと同時に、巨人はその大きな拳を地面に叩たたきつけた。

　岩と岩がぶつかる鈍い音が響き渡り、砕けた地面から溶岩が突然波のようにどばっと溢あふれ二人を飲み込もうと向かってくる。

「うえっ!?　ち、ちょっと！」

「メイプル避けるよ！　ここなら……」

　サリーは念のためにとバックステップをしながら【氷柱】を作り出す。

　サリーの予想通り、溶岩溢れるエリアとは違い【氷柱】は溶けないままだった。

「ごめんね、いくよ！」

　サリーはメイプルに糸を伸ばすと、もう片方の手から伸ばした糸でぐんっと氷柱を上る。

「飛ぶよメイプル！　【跳躍】！」

「えっ？　ど、どういう……うわっ!?」

　巨人が放つ溶岩で【氷柱】が溶ける直前に、メイプルを糸で繫つないだまま、溶岩の波を飛び越えたサリーは巨人に向かって飛びかかる。

「ここ、でっ！　【ディフェンスブレイク】」

　サリーはそのまま空中でメイプルに伸ばした糸を外し、回転しつつ巨人の腕を斬りつけて背後に抜けていく。

　そうして空中に残されたメイプルは、そのまま落下していけば巨人の頭辺りにぶつかることを理解した。

　事前に話していた協力攻撃にこんな案もあった、と思い出したメイプルはニヤっと笑う。

「さっすがサリー！　じゃあ、これでどーだっ！」

　メイプルは両手で大盾を持つと、そのまま体当たりの要領で巨人の顔を【悪食】で飲み込み、地面に落ちて転がっていく。

「ととっ……もう一回攻撃されないうちに離れないと」

　メイプルは地面から顔を上げると、巨人の方を振り返りつつ距離を取る。

　その間、巨人の足を斬り刻んで足止めしていたサリーもメイプルの元へと戻ってくる。

「あいつ遅いし、駆け抜けられそうだけど？」

　巨人を飛び越えたことで、先に進むための通路は二人のすぐ近くに見えている。

「倒していく！」

　回数制限のある【悪食】も一回使ったからと、メイプルは巨人の次の動きを警戒する。

　それを見てサリーも【氷柱】を作るタイミングを計る。

　腕を大きく振りかぶった巨人が、先程と同じように拳で地面を叩く。

　しかし、これまでのような溶岩の波は襲ってこない。

「メイプル、足元！」

「え？　わっ!?」

　サリーが糸を伸ばしてメイプルを助けるより先に、今度は二人の足元から岩の柱があっという間に伸び、避けられなかったメイプルを空中に突き上げる。

「もー、地面から攻撃するのやめてって！　んー！　【毒竜ヒドラ】！」

　ぐるぐる回転しながら跳ね上がるメイプルは、仕返しと言わんばかりに、巨人の方を向いた瞬間毒竜ヒドラを放つ。

　巨人は毒の塊を突き破って、落ちてくるメイプルにそのまま拳を叩きつけてくるものの、見事に【悪食】のカウンターを受けることとなった。巨人はダメージエフェクトを散らしながら腕を引く。頭上のＨＰバーを見るに雑魚ざこモンスターと違い【悪食】数回では倒れそうになかった。

　メイプルはそのまま弾き飛ばされて地面を転がっていったものの、ダメージはない。

「貫通攻撃じゃないなら大丈夫だしっ！　こっちの番だよ！　【滲にじみ出でる混こん沌とん】！」

　鎧よろいから飛び出した化物の口が、動きの鈍い巨人を捉とらえてさらにダメージを与えていく。

「毒の海の方が危ないんだけど……よっ、とっ！」

　メイプルが大技を叩き込んでいるうちに、サリーは糸と【氷柱】で巨人の体を駆け回り、斬りつける。

　攻撃を回避した分だけ攻撃力が上昇するスキル、【剣ノ舞】の効果もあってサリーの攻撃はかなりの威力だった。

「これで、終わり！」

　サリーが首筋を勢いよくダガーで引き裂いたところで巨人は光となって爆散した。

　サリーはメイプルの出した毒に気をつけながら、メイプルのところまで戻ってくる。

「お疲れサリー！」

「うん、お疲れ様。動きは鈍かったし避けていくのが正解だったかな。ボスでもないし」

「そうかも、銃も弾かれてたし。ボスもあんな感じだと大変そう」

「あれは一定距離からの攻撃を弾くとかかもね。もっと威力高い毒竜ヒドラもあんまり効いてなかったから」

「なるほどーそういうのもあるんだ。強いなあ」

「……まあ、私の隣には近距離の攻撃も弾くし、もっと大技を使う人がいるわけだけど」

「……えへへ、どんどん頼ってくれていいからね！」

「もちろん。頼りにしてるよ」

　メイプルは少し照れくさそうに笑った後、サリーのことも頼りにしていると返すのだった。

「じゃあ、進もうかメイプル。またあいつが出てきても嫌だし」

「賛成賛成！　あ、でもちょっと待ってね……」

　メイプルはインベントリを手早く操作すると、装備を変更して『救いの手』を身につける。

　そうして現れた白い手に『白雪』と『紫晶塊』を持たせると、それを操作して二枚の大盾の間に挟まり空中に浮き上がった。

「ずーっと地面の警戒してるのも大変だしこれでいこうかなって」

「……おっけー。ちょっと慣れてきたかな」

　サリーは少し目を細めてチラッと二つの白い手を確認する。六層のホラーゾーンからドロップしたそれにはまだ苦手意識があった。

「使う？　元々サリーにあげるつもりだったのだから、いいよ？」

「一回ダメだと思うと、ね」

　そんなことを話しながら、サリーは次の道へと歩いていく。メイプルはその隣を盾に挟まれながらすうっと滑るように移動する。

　そうして少しずつ下っていくうちに、二人はある変化に気づいた。

　そしてそれは、新たな広場にたどり着いたところで確信に変わる。

「サリーサリー！」

　メイプルが目を丸くしてサリーの方を見る。

　同じくサリーも驚いたようにメイプルの方を見て、そして改めて目の前の景け色しきを確かめた。

「びっくりするよね……さっきまで溶岩だらけだったのに、変な感じ」

　二人の目の前に広がるのは、雪に覆われた真っ白な地面に、大きな氷でできた壁。

　先程までとは違い、そこは凍いてつくような白の世界だったのである。




　二人は雪と氷に支配された洞どう窟くつ内を進んでいく。メイプルは盾に挟まって浮かんだまま、キョロキョロと辺りを確認する。

「もう降りてもいいんじゃない？」

「急に足から凍ったりしない？」

「少なくとも私は普通に歩けてるよ」

　サリーが私は罠わながあっても避けるけどと付け足すと、メイプルは結局降りないことに決めたのだった。

　そのまま進んでいくと、広場につながっており、そこに足を踏み入れた途端に、二人の耳には氷が砕ける音が聞こえ始める。

「メイプル、上！」

「おっけー！」

　天井の氷がバキリと剝はがれていき、氷でできた大蛇が地面に降りてくる。

　メイプル達くらいなら一吞のみにできるサイズである。

「とりあえず、引きつけるから！」

　サリーが降りて来た蛇に攻撃してそのまま走り抜けていく。それを見たメイプルはサリーが引きつけているうちに蛇の側面にすうっと移動する。

「ちょっと通りまーす！」

　全すべてを飲み込む黒の盾を構えてそのままスライドするように前進し、容赦無く蛇の胴体を【悪食】で抉えぐり取っていく。

「で、一応……【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが放った毒の塊は蛇にダメージを与えて、さらにその氷の体を毒でおかしていく。

「効いたっ！　よっし！」

　メイプルは毒が通って嬉うれしそうに声を上げる。

　ただ、これだけダメージを与えれば、大蛇の狙ねらいもサリーからメイプルに移るというものだ。

「よーしこーい！　防御は鉄壁だよ！」

　うつ伏せの状態で大盾二枚に挟まれて、さらに前面は【悪食】持ちの『闇やみ夜よノ写』でカバーである。ただでさえ硬いというのに、殻にこもりまですればまさに鉄壁だった。

　しかし、大蛇もまっすぐ攻撃しにくるほど単純ではないようで、メイプルがしたようにすっと横にずれると、『闇夜ノ写』の守備範囲外となるサイドから嚙かみ付いてきた。

「あ！　そっちは【悪食】届かない……正面からきてっ！」

　メイプルが手を伸ばす中、蛇に嚙み付かれている大盾がパキパキと凍り始め、ごりごりと二枚の大盾の耐久値を削っていく。

「わわわっ！　そ、それは駄目だよっ！」

「なら倒さないと、ねっ！」

　跳躍したサリーが頭部を斬りつけた所で大蛇は光となって消えていった。

「ありがとうサリー！」

「いや、ほとんどメイプルのお陰だよ。やっぱりきっちり毒が入ると強いね」

　サリーは広がる毒の海を見ていると、毒の中に半分沈んでいる何かを見つけた。

「メイプル、何かあるっぽいんだけど」

「え？　あ、毒の中だし私が見てくるね」

　メイプルはすーっと空中を移動すると、その何かの上までやってきて拾い上げる。

　それはソフトボールほどの大きさの氷の塊である。氷の塊は光を受けてキラキラと青く輝いていた。メイプルは大蛇からのドロップアイテムであるそれを拾い上げる。

「えっと、アイテムかな？」






『万年氷』




使用することで指定したエリアの【溶岩】を固めることができる。

効果時間三十秒。








「サリー！　いいのあったよ！」

「じゃあ持って戻ってきてー」

「うん！」

　メイプルは落ちている『万年氷』三つを拾うと、慎重にサリーの元まで戻っていく。

「多分サリーの方がうまく使えるし、持っててくれる？」

「ん？　まあ、私がアイテム使えなくなったりしてもまずいし一つは持っててよ」

「分かった！　じゃあ、はいこれ！」

　サリーは『万年氷』二つをメイプルから受け取り、効果を確認するとなるほどと頷うなずいた。

「これを使えば、あの溶岩の所は乗り越えられそうだけど……どっちかなー」

「どっちって？」

「いやー、ボスが溶岩か氷かってこと。このアイテムがあるなら溶岩の方の先にいるのかな」

　サリーがキラキラと光る『万年氷』を眺めながらそんなことを言うと、メイプルは少し悩んでいるような表情を浮かべる。

「こんなに綺き麗れいなのに使っちゃうのもったいないなあ……もっと落ちてたらよかったのに」

　メイプルは残念そうにサリーの手の中で輝く『万年氷』を見つめる。

　こんなに綺麗なものも使ってしまえばなくなるのである。

「なら探してみようか、蛇もそこまで強くないし。それにあれならメイプルの銃撃も効きそう」

　もし蛇が出てこなかったら、私の二個だけでどうにかしようとサリーは提案した。

「いいの？」

「いいよ。そのかわり上手うまく守ってよ？」

「任せて！　モンスターじゃなければ、痛いのも……ちょっとだけなら」

「【ピアースガード】とかも使えるといいね。モンスターの溶岩攻撃は受けたくないしなあ」

　こんな悩みも蛇が何匹も出てくるなら解決すると、二人は獲物を探すが、出てくるのは二メートル程の人型氷像や、氷の息を吐くコウモリばかりである。

　出現率が低いのか、それとも一度しか出現しないのか、結局二人はもう一度目当ての蛇を見つけることができなかった。

　かなりの時間を蛇の捜索に費やしたところで、サリーがあることを提案する。

「今日は一いつ旦たん終わる？　メイプルのスキルも大分使ったし、それに二階からそのままだしね」

「収穫はあったし、いいかも！」

　攻略に使うであろうアイテムも手に入り、蛇を探し回る過程で、氷エリアの探索も終わった。

　そして、ボス部屋が氷エリアになかったことから、二人にはボスが溶岩を使ってくる可能性が高いことが分かったのである。氷エリアの最奥にいる二人が溶岩の方まで戻るとなると、また時間がかかるため、二人は一度塔から出て三階の入口から改めて進むことにした。

「よし、次は溶岩の先に一気に行こう。ということでお疲れ様！」

「うん、ばいばーい」

　最後に高くそびえる塔を見上げ、二人は揃そろってログアウトする。

　万全の態勢で先へと進むのは、ボスが厄介だろうことが予想できるからだった。




　現実世界へと戻ってきた楓かえではゲームを片付けて、ベッドの上でぐっと伸びをする。

「ふぅ……溶岩のあるところは浮いて行かないとだし、ボスはどうしようかな……」

【暴虐】もあまり効かないように思えて、どうしようかと考える。

「理り沙さに何とかしてもらうしかないかあ……固まってくれれば何とかなるんだけどなあ」

　楓はあれこれ考えながら一階へと降りていくのだった。








二章　防御特化と塔攻略。









　日を改めて、メイプルとサリーは再び三階へとやってきていた。スキルの使用可能回数なども回復して準備は万端である。

「よーし、今日はボス倒すぞー！」

「うん、そうだね。三階は敵も面倒だし……多分、あの先にいるはず」

　二人はもう一度『万年氷』を探しには行かず、そのままあの溶岩の噴き上がるエリアへとやってきた。

　目の前では以前と変わらず溶岩が溢あふれかえっている。

「じゃあ、使ってみようか。多分ここのためのアイテムだろうし」

　サリーが『万年氷』を使用すると、足元を吹雪ふぶきが吹き抜けて溶岩を黒く固め、そのまま氷で覆っていく。

　そうして一瞬のうちに、溶岩の溢れる地面は氷の大地に変へん貌ぼうした。

「えっ……と、予想以上に固まったけど、急ごうメイプル！　溶けたらまた使わないと駄目だから」

「あ、うん！　そうだね！」

　メイプルは最早当然と言わんばかりに、浮かぶ盾に挟まって移動する。

　ただ、盾に挟まったメイプルの移動速度は歩いている時と大した差はなく、半分程進んだところで、地面の氷を突き破ってボコボコと溶岩が噴き出し始める。

「メイプル行くよ！　降りて降りて！」

「あっ、うん！　分かった！」

　メイプルは盾の隙すき間まからするりと抜け出ると、サリーに糸で繫つながれて、引き摺ずられるように溶岩地帯を抜けていく。大盾に挟まれた状態で完全に防ぎきれるか分からない上、大盾が壊れないとも限らないとなれば、正攻法に従って駆け抜けるのが最善である。

　しかし、そうしているうちに天井近くまで伸びる溶岩の火柱が復活してしまった。

「うぅ……み、【身捧ささぐ慈愛】！」

　メイプルは躊ちゆう躇ちよしながらも【身捧ぐ慈愛】を発動させてサリーを守る。

　そうしてダメージに備え目を閉じて、ぎゅっと身を縮こまらせるが痛みはなく、かわりに浮遊感がやってきた。

「これなら、噴き上がるまでに抜けられる！」

「……？　お、おおー！」

　メイプルが六層で手に入れて、サリーにあげた靴に付与されていたスキル【黄泉よみへの一歩】。

　これによって、サリーは空中にいくつも足場を作り上空へと逃げ、安全地帯へ文字通り飛び込んだのである。




「メイプルのお陰で落下ダメージはないし、よかった」

「ありがとう、サリー！　ふー……お陰で燃えずに済んだよ……」

　メイプルは背後で今も煌こう々こうと光る溶岩を見て、安心したようにそうこぼした。サリーを守るため【身捧ぐ慈愛】を使ったものの、やはりできることなら痛みは感じたくないのである。メイプルは周りが安全だと分かると、ホッとした様子で一旦【身捧ぐ慈愛】を解除する。

　二人はそのまま先へと進み、特に何の障害もなくボス部屋の扉を見つける。

「お、本当にここにあった」

「予想通りって感じだね！」

「やっぱりあそこが一番の難関ってとこみたいだね。それじゃ、行く？」

「うん、行こう！　私は準備万端だよ！」

　そう言ってメイプルが腕をぐるぐると回しているのを見て、サリーはそれならと扉を開ける。

　こうして中へ入った二人には地面に広がる溶岩によって、足場が飛び石のようになり動きが制限されている広間が待っていた。

「うぐぐ……私は飛んでるね」

　メイプルはそれを見て二枚の盾に挟まってすっと浮き上がる。

　回避範囲が制限されるため、サリーにとってもやりにくいフィールドである。

「私もきっついけど……さてボスは……来るよ！」

　二人が警戒している中、地面が揺れて最奥の溶岩溜まりが大きく飛ひ沫まつを上げて形を成していく。

　そうして現れたのは煌々と燃える溶岩でできた巨人だった。

「サリーサリー！　すっごい強そうだけど!?」

「『万年氷』は避けられないレベルの大技が来たら使って！」

「まっかせて！　ちゃんと上から見てるよ！」

　メイプルはそうして盾に挟まれたまま高度を上げていく。

　溶岩系の敵はメイプルに固定ダメージを与えてくる可能性が高いため【身捧ぐ慈愛】も使いにくいのだ。

「【氷柱】……駄目か。おっけ」

　サリーは【氷柱】が使えないことを確認すると、安全地帯を器用に飛び移りながら距離を詰める。

「【古代ノ海】！」

　そうして移動するサリーの周りに、第二回イベントで手に入れたスキルによって、ふわふわと宙を泳ぐ青い光を纏まとった魚が現れる。

「【ウォーターボール】！」

　サリーは途中で遭遇した溶岩鳥にしたように、今度は水属性での攻撃を試みる。

　巨人の動きは遅く、水魔法も、魚が撒まき散ちらす【ＡＧＩ】低下の水も当てることは容易だった。命中すると巨人の一部が黒くなるのが確認できた。

「なるほど。ん、あいつが移動する度に足場が……っと、くっ！」

　巨人が地面を這はうように進む度、巨人の撒き散らす溶岩で足場が消えていく。

　しばらくすると次の足場が出てくるが、飛び移るタイミングはシビアである。

　そんな中、巨人は溶岩の腕を振り上げ、サリーの方へ叩たたきつけてきた。

「……！」

　サリーは【黄泉への一歩】で空中に足場を作り、無理やりにそれを回避する。

　しかし、叩きつけられた地面から放射状に炎が噴き上がり、サリーに追いつかんとする。

「ちゃんと見てたから、ねっ！」

　サリーに火柱が直撃するかどうかというタイミングで、メイプルがそれはさせないと下りてくる。

　サリーと火柱の間に滑り込んだメイプルは浮かぶ二枚の大盾の上に乗ったまま、手に持った漆黒の大盾を斜め下に向けてぐっと構え、火柱を受け止める。

「サリー緊急避難！　緊急避難！」

「う、うん、ありがとう」

　サリーがメイプルの大盾に飛び乗ると、メイプルはそのままエレベーターのようにすうっと上昇していく。

「わっ、下ですっごい暴れてるよ」

　メイプルが下を見ると巨人は地面をずるずると動き回り、腕を叩きつけては火柱を生み出していた。

「この高さなら火柱も届かないみたいだし、とりあえず作戦会議だね」

「じゃあ足場も不安定だし、シロップ呼ぶね！」

　メイプルはシロップを呼び出すと巨大化させ、落ちないように慎重に大盾から乗り移った。

「対空性能が低い敵なら確認してから作戦立てられるのはやりやすい……普通ではないけど」

「さあさあ、どうぞこちらへ」

「ん、じゃあお邪魔しまーす」

　こうして二人は燃えるフィールドの上でのんびりと作戦会議を始めたのだった。




　二人はしばらく話し合って、とりあえず安全な上空から、メイプルの【アシッドレイン】や【機械神】の銃撃を試してみる。

　その結果、毒と銃撃は無効であり、シロップの精霊砲は再使用まで時間がかかるため、先程効果が確認できたサリーの水魔法を主体にすることに決めた。さらに安全策として、メイプルは白の装備に変更し、ＨＰを増加させて【身捧ぐ慈愛】に含まれているダメージ無効化スキル【イージス】の準備をする。

　メイプルはポーションでＨＰを最大まで回復させると、サリーに準備が整ったことを伝えた。

「準備完了！　いつでもいいよー？　ふふ、【身捧ぐ慈愛】以外使うの久しぶりだなあ」

「じゃあメイプル、大盾浮かせて？　そうそう……あとは」

　メイプルは少し高さを変えて二つの大盾を浮かせる。低い方に飛び乗ったサリーは落ちないように糸で足と大盾を繫げた。

「すいーっと、どう？　届く？」

　メイプルはそのまま大盾をすうっとスライドさせて高度を下げ、サリーの魔法がギリギリ巨人に当たる位置まで持っていく。

「向こうが動くのに合わせてくれれば大丈夫かな。何かあったら避難する」

　サリーの乗っている盾とシロップの間にもう一枚浮かばせた盾は、いわば中継地点である。

　盾にはメイプルから離すことができる限界があるため、この距離を保ったまま、巨人に合わせてフロアをぐるぐると移動していく。

「うーん、やっぱり難しいなあ……サリー！　どうー？」

「本当に固まるか分かんないけど、しっかり決められるように狙ねらい定めてて！　ダメージは入ってるんだけど……」

「もちろん！　よっと、シロップも頑張ってね」

　そう言ってメイプルは背中や腕から生えた黒い砲塔を下に向ける。

　サリーは魔法に特化しているわけではなく、さらに一人というのもあって随分と時間がかかったものの、次第に黒い部分が増えていき、何度も当てたところで、溶岩でできた巨体の残りの部分が一気に黒く固まった。

　分かりやすい攻撃のチャンス。それを合図にメイプルが攻撃を開始する。

「【攻撃開始】！　シロップ【精霊砲】！」

　メイプルとシロップによって、砲弾と光線の雨が降り注ぐ。

　それらは巨人の冷えた部分に命中し、ゴリゴリとＨＰを削っていく。

「やった！　銃も効くようになってる！」

　メイプルが嬉うれしそうに攻撃していると、巨人の体がまた赤く輝き始める。

「ああー、もう終わっちゃった。サリーお願……い？」

　メイプルがまたサリーに固めてもらおうとしたその時。燃え盛る巨人がメイプルの方にゆっくりと向けた腕が一際大きい炎を上げた。

「メイプル、防御！」

「え、えっと！　【イージス】！」

　メイプルが生み出した光がぱっと広がり、二人とシロップをまとめて包み込む。

　溶岩の塊とでも言うような赤が二人の視界を覆い尽くしたものの、光はその全すべてを無効化して二人を守りきった。
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　光がゆっくりと薄れていき視界が元に戻るのに合わせて、二人は巨人を確認する。

「えっ!?　サリー、何あれ！」

　巨人がいた場所を見たメイプルの目には、青く輝く塊が地面から少し浮かんでいる光景が映っていた。

「炎……じゃない？　氷？」

　まるでサリーの言葉が聞こえたように、青い塊を中心に氷が広がっていく。

　氷は溶岩の床を塗りつぶし、壁を駆け上がって、天井に大きな氷柱を作る。

　そして、木が伸びるように塊から氷が伸び、今度は氷の巨人が立ち上がった。

「形態変化!?　でもＨＰは減ったまま、それに……」

　サリーはメイプルの方を見て笑みを浮かべる。

「氷なら私も戦えるよ、サリー！」

「向こうから弱体化してくれたね」

「ふふふー、じゃあ【攻撃開始】！」

　メイプルが攻撃すると、それは炎の形態の時とは違い、最初からダメージが入っていく。

　しかし、有利と言えども一方的に攻撃できる訳ではなかった。

「よーしこのまま……へっ？」

　下を向いて攻撃していたメイプルは、自分の足元が急に陰になったことに気づいてふと上を見る。

　そこには折れて落ちてきたのであろう氷柱が迫っていた。

「やっ……いっ、たい！　うぅ……」

　氷柱は派手な音を立ててメイプルの兵器を砕き壊すと、避けようとしたメイプルの背中に直撃し、赤いダメージエフェクトを散らせる。溶岩形態での地形ダメージが下から中心だったのに対し、氷形態では上からが中心に変わったのだった。

「っ防御貫通！　メイプル、シロップも戻して！　どんどん降ってきてる！」

　そう言うなりサリーは氷の柱を作り、自分で下へと滑り降りる。

　メイプルはシロップを指輪に戻すと、そのまま地面に向かって落ちてくる。

「【クイックチェンジ】……よしっ！」

「よし、攻めるよ！」

「うん、これで攻撃モード！」

　メイプルは黒の装備に切り替えると、頭上を気にしながら戦闘態勢を取る。

　サリーも使うことができるようになった【氷柱】により氷の柱を生み出した。

　ちょうど二人が攻撃に移ろうとしたタイミングで、地面を白く輝く冷気が走り、大きな音を立てて氷の波が襲いかかる。

「メイプル来るよ！」

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【攻撃開始】！」

　メイプルが放った化物が氷の波にぶつかり、氷を砕き割る。しかし、それでも氷の一部がメイプルに直撃し、体勢を崩される。

　だが、ダメージには繫つながらない。

「ただの攻撃なら大丈夫っ！」

　サリーはその隙に素早く【氷柱】を乗り継いで、巨体の肩に乗ると首から頭を斬りつける。

　巨人の肩周りから防御のために飛び出る氷の棘とげ、そして落ちてくる氷柱を狭い足場で器用に躱かわしながら、【剣ノ舞】の青いオーラを散らせて攻撃を続ける。

「よし。燃えてないなら簡単だね」

「あれ？」

　メイプルは氷柱を避けるために、氷の波や巨人の拳こぶしは受けても気にせずに移動しながら攻撃していたが、いつのまにか体にうっすらと霜が降りていることに気がついた。

　メイプルはポンポンと払うものの払い落とせない。

「サリー気をつけて！　何か……何か凍ってきた……のかな？」

　飛び回るサリーに危機感なさげに注意するメイプルは、現状特に影響がないと判断して攻撃を続ける。

「……メイプルに効果のないものって多過ぎるからね……気をつけておく！」

　ＨＰが減るにつれ攻撃は激しくなり、威力も上がっているものの、それでも速さで攻めてくる敵でないため、サリーは思考を他に回していても余裕をもって回避できていた。

　そうしてダメージを蓄積させていくと、巨人から一際強く冷気が放出され、巨人の中心から赤い溶岩の輝きが放たれ始める。

「メイプル、溶岩形態になる前に決めて！」

　サリーは最後に激しい乱撃を加えると、宙を駆けて避難する。

「任せてっ、【毒竜ヒドラ】！　【滲み出る混沌】！　【暴虐】！」

　放たれた攻撃を受けてよろめく巨人に、化物へと変じたメイプルが突進する。

　冷気を押し返すように口から炎を吐いて、そのまま氷の体を引き裂き嚙かみ砕くだいていく。

「これで、終わりっ！」

　地面から大量の氷の棘が伸び始める中、メイプルは炎を吹きつけながら止めの一撃を加えた。

　すると、ピキピキと音を立てて末端から巨人の体は崩れていき、そうして遂に氷の塊は光の粒となって弾け空中に溶けていったのである。

「勝てたー……むー、空中にいれば安全だと思ったのになあ」

　メイプルは化物の見た目のまま、落ち込んだように体を伏せる。

「お疲れ。ん、スキル獲得？」

「あ、私もだ！　確認確認」

　サリーとメイプルは予想外の通知に、ステータス画面を開いて獲得したスキルを確認する。

「本当、それどうやって確認してるのか不思議だなあ……」

　サリーが化物の見た目のメイプルを見てそんなことを呟つぶやきながら、確認したスキルは【大噴火】というものだった。






【大噴火】




消費ＭＰ50。発動前に三秒間硬直。三分後再使用可能。直線上に高威力の溶岩を放ちつつ、一分間地面に防御無視のダメージフィールドを生み出す。








「いいね。メイプルの新しい攻撃手段かな。どうする？　スロットにセットする？」

　装備のスロットにセットすればＭＰが足りなくとも回数制限付きでスキルを発動できる。

「どうしようかなあ」

「……先に四階を見に行ってみる？」

「うん！　そうする！」

【大噴火】は今すぐ必要になるというものでもない。まずは、四階の確認だと二人は歩き出した。








３４２名前：名無しの大剣使い

皆はどれくらい塔登ってんだ？




３４３名前：名無しの大盾使い

俺は今回はゆっくりやってるから二階を倒した所だな

あと今回はメイプルちゃんがいない




３４４名前：名無しの魔法使い

ちょっと前に四階のボスを倒した所




３４５名前：名無しの槍やり使い

四階の攻略途中

ってかメイプルちゃんいないのか




まあいなくてもどうにでもなりそうだが




３４６名前：名無しの大剣使い

最終兵器みたいなもんだからなあ

いつでもその性能を発揮するけども

メイプルちゃんを基準にしてボスは生きてない




３４７名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんはサリーちゃんと二人で最高難度を攻略してるぞ




順調に




３４８名前：名無しの弓使い

二人で勝てるような敵じゃなかったと思う




普通は




３４９名前：名無しの槍使い

二人のスペックがぶっ飛んでるしなあ

サリーちゃんも空走ってるの見たし制空権取れるのは強い




３５０名前：名無しの大剣使い

三階は空中への殺意が強かったな

火柱とかかなり高かったし




３５１名前：名無しの大盾使い

情報しか見てないが実際はどんな風だった？




３５２名前：名無しの槍使い

前半は固定ダメージ

後半は全域に防御貫通の氷柱が落ちてくる

ただ範囲は広いが基本的に落ちる前に予備動作があるし避けようと思えば避けられる




あとはボス戦の後半は攻撃を受ける度に全ステータスダウンがかかるくらいだな




３５３名前：名無しの弓使い

攻撃は基本受けるより避ける感じだったな三階は

あと途中で手に入る溶岩と氷のアイテムを使ったから楽だった




３５４名前：名無しの魔法使い

アイテム……使うよな

使わなければスキルが手に入るらしいけど

拾ったものはそのまま使って走り抜けてしまった




３５５名前：名無しの槍使い

他の階にも何か見落としあるだろ

情報もないし予想でしかないけどな




３５６名前：名無しの大盾使い

一階は爆弾を使わないとかか？

大おお槌つちで倒してもらう方が良かったかもなあ

うちの双子は通常攻撃で防壁ぶち破ってたし




３５７名前：名無しの大剣使い

あれをスキルなしで破る!?




３５８名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんの英才教育の賜たま物ものだな




３５９名前：名無しの魔法使い

その授業受けたいわ




３６０名前：名無しの槍使い

メイプルちゃんは流石さすがに爆弾使ってそう

んで二階はキーアイテムっぽいものも分からんし三階くらいか

メイプルちゃんが三階のスキル手に入れてたら氷か火を放てるようになるな




３６１名前：名無しの大剣使い

火はもう吐いてるだろ！




３６２名前：名無しの弓使い

正確には撃てるのは溶岩

火も吐けるし溶岩くらい吐けてもおかしくない




３６３名前：名無しの魔法使い

おかしい

あと氷も溶岩もＰＬが吐くものではないはずなんだ

せめて放ってくれ




３６４名前：名無しの大剣使い

ナチュラルに吐くって単語が出たのは自分でもびっくりした




３６５名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんなら化物形態で吐き出すくらいはありそうだ




３６６名前：名無しの魔法使い

これ以上ＰＬから乖かい離りしないで




３６７名前：名無しの大盾使い

二人は塔登り切るだろうし

俺も久々に頑張って盾やらないとな




３６８名前：名無しの槍使い

本当メイプルちゃんなしでも【楓かえでの木】は強いからなあ

メイプルちゃんがいなくても裏ボスからラスボスになる程度




３６９名前：名無しの魔法使い

ただメイプルちゃんにとっては四階のほうが三階よりも引っかかるかもな

道中はまあ……ただボスがな




３７０名前：名無しの槍使い

一理あるな




３７１名前：名無しの大盾使い

マジ？　そんな難しいのか……確認してみるわ




３７２名前：名無しの魔法使い

やつならメイプルちゃんに精神的ダメージくらいは与えてくれそう




３７３名前：名無しの大剣使い

なるほどね




３７４名前：名無しの魔法使い

俺が倒せたボスにメイプルちゃんの撃破を求めるのは酷だわ

空さえ飛べなければ話も変わったけどなあ









　そんな会話がされる中、メイプルとサリーは四階へと向かっていったのである。








三章　防御特化と塔四階。









　二人はスキルの確認を終えると、そのままの勢いで四階へと向かうことにした。

「そのまま行くの？　メイプル」

「【暴虐】解除するのもったいないし……」

　サリーが前を歩きながら、後ろを化物姿のメイプルがついていく。

　そうして二人は話をしつつ、ボス部屋の奥にあった四階へと続く階段を上る。

「途中でもスキルとか手に入るんだね」

「さっきの……ええと【大噴火】だっけ？　私はＭＰと硬直が厳しいなあ」

　サリーもＭＰは低いままなため、撃つこともままならないのだ。さらに、回避主体の戦闘スタイルとも相性が悪かった。

「メイプルなら硬直はどうにかなるし。ダメージフィールドを上手うまく使えば、防御が高いボスとも戦えるかもね」

「うん！　でも、自分で踏まないように気をつけないと……」

「ふふっ、爆発で飛んでる時とかは特に気をつけてね？」

　サリーはそう言ったところで、何か思い当たることがあるようにメイプルの方を振り返った。

「……メイプル。思ったんだけど塔をクリアするまではセットしない方がいいんじゃない？」

「そうかな？」

「この塔を登り切ったらメダルも貰もらえるし、そのスキルを見てからでいいと思う」

　今回塔を登り切れば、銀のメダルも十枚に届く。そうすれば第二回イベントの時と同じようにスキルを手に入れられるのだ。そこに、より強力なものがあるかもしれない。

　装備へのスキル付与は不可逆なため、急ぐべきではないのである。

「攻撃力は足りてるでしょ？」

「攻撃も防御もバッチリです！」

「なら今は置いておいて次へ行こう。ほら、もう次の階の光が見えてきたよ」

　薄暗い階段を上った先に見えたのは、音を立てて落ちる水とその向こうに広がる森である。

　四階の入口は滝の裏に開いた穴に繫つながっており、眼下には幅の広い川が流れていた。

　滝と崖がけの隙すき間まから外を確認すると、塔の中だというのに、上を見れば空があり遠くには海らしきものも見えていた。

「おー！　すっごい広いよ！」

「だね、とりあえず……降りようか？」

　穴からは足場が続いており、そこから川へと降りられるようだった。

　ただ、これは人のサイズに調整されたものである。メイプルは今の化物の姿では通れない。

「メイプルなら、飛び降りても大丈夫かな？」

「うん、このくらいの高さなら問題なさそう」

　サリーが崖に沿って足場を降りる中、メイプルは滝に突っ込むように飛び降りて、大きな音を立てて滝壺つぼに叩たたきつけられた。

　しばらくすると、滝壺の底から何事もなかったかのように化物がにゅっと頭を出す。

「結構深いよ！　このままだと泳がないと駄目かも！」

「んー、森の方には入れないようになってるし……このままだと川を下っていくしかなさそうだね。シロップに乗って飛んでいく？」

「【暴虐】を解除しないと駄目だけど……どう？」

「そっか、じゃあいいかな。勢いのままガンガン進みたいし！」

　サリーは貴重な攻撃力を優先することにした。

　三階であれだけ空中での移動が制限される氷柱を落としてきたというのに、空中を行くことで四階をスルーできる筈はずがないと考えたのである。

「おっけー！　あ、ねえねえサリー、背中に乗る？　水の中はモンスターがいるみたいだし……」

「そうなの？」

「さっきからすっごい嚙かまれてるよー」

　そう言ってメイプルが六本ある足のうち一本を水から上げると、何匹かの魚が嚙み付いた状態でビチビチと動いていた。

「じゃあ、乗せてもらおうかな。流石に水の中の警戒は大変だし」

「ふふふー、川下りと行きましょー！」

　メイプルはサリーを背中に乗せると、六本の足を器用に動かしてゆっくりと川を下りはじめたのだった。




　二人はそうしてしばらく川を下っていたが、森から何かが襲ってくることもなく平和だった。

　メイプルの【身捧ささぐ慈愛】が守ってくれているのもあって、警戒する対象も絞れている。地上からの防御貫通攻撃がメインとなれば随分と楽になる。

「メイプルー、水中はどんな感じ？」

「魚とか、色々いるみたい？　たまに引ひっ搔かいて倒しちゃう……」

　メイプルは、不幸にも何かが巻き込まれた証拠として、ほんの少し経験値が入ってくる度に、六本のうち二本の足を合わせて申し訳なさそうにする。

「水の中に入るのは危ないし、私は釣りでもしてみようかな。珍しい素材とかあるかもしれないし」

「釣り……私もうちょっと釣れたらよかったのになあ」

　ステータスが偏っているメイプルはいくつかのスキルに制限があり、一時間やっても三匹程度しか釣り上げることができないのである。

「メイプルは潜るのもそうだしね。ま、適材適所って事で……よっと！」

　サリーは水中に釣り糸を垂らすと、のんびりと釣りを始める。しばらくすると、見たことのない魚が釣れるが、アイテムとして詳細を確認しても特に特殊な効果はないただの美味おいしい魚だった。

「他の皆も四階は泳いでるのかな？」

「どうだろ……水の中はモンスターでいっぱいなんでしょ？　メイプルと同じ下り方はしないんじゃないかな。ほら、確か町のショップにはボートとかもあったし」

「ボートかあ……いいなあ……ねえねえサリー今度乗ろう！」

「いいよ、っとまた釣れた……ん？」

「どうかしたのサリー？」

「気のせい……じゃない。流れが速くなってきてる！」

　水の流れが速くなるのとともに川の途中にある大きな岩が見え始める。ボートなどがぶつかればただでは済まないだろう。

「サリー、落ちないように摑まってて！　ぶつかっても多分大丈夫！」

「避けるものだと思うんだけど……まあいいや。来るよ！」

　サリーが蜘蛛くも糸でメイプルに体を固定して、落ちて【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れないようにしたところで、水に押し流されて、泳ぐまでもなくメイプルの体が下流へと進む。

「よーし！　やっぱり大丈夫！　どうっサリー！」

　体の大きさのせいもあり、避けることができずにことごとく障害物に衝突するものの、メイプルにダメージはない。そんなメイプルは激流の中を滅茶苦茶に流されながらも得意げに背中のサリーに話しかける。

「うっ……の、乗り心地はなかなか……メイプルっ！　前前！」

「へ？　わっ！　わーっ!?」

　大岩に連続して衝突し、メイプルがバランスを崩して水中に沈んでいく。

　サリーは咄とつ嗟さにメイプルから糸を外すと岩に張り付いて難を逃れた。




「やっば……メイプル、どこ!?」

　サリーは空中に足場を作り、糸を使い遠くの岩へと飛び移ってメイプルを捜索する。

　しかし、黒い巨体はどこにも見当たらない。

　さらに、サリーが空中を進むと、それに反応するように水中から水の矢が次々に放たれる。

「邪魔、しないでっ！」

　サリーは体をひねって水の矢を避けると岩の上へと着地する。

「とりあえず水の矢は飛んでこなくなったけどっ、水中はモンスターだらけだし、潜れない……ん？」

　焦るサリーの視界に、黒い塊が岩にぶつかって跳ね上がったのが映る。

　サリーはもう一度空中を駆けると、水の矢を避けながら水中に糸を放つ。

「摑まって……よしっ！」

　確かな手て応ごたえを感じたサリーは、岩に体を固定すると力を込めて引き上げる。

　すると、水中から人に戻ったメイプルが姿を見せる。

「よっ、と！　大丈夫メイプル？」

「うぇぇ……溺おぼれた……ありがとサリー」

「窒息で【暴虐】が解けちゃったか。ん、まあ無事でよかった」

「ぐるぐる回って……どこ流れてたか分からなかったあ……」

　メイプルは目が回った様子で岩の上にペタッと座り込む。

「まずは休憩しよっか。メイプルも大変だったし、どうやって川を下るかも考えないとダメだしね」

　メイプルの背中に乗って進むことはもうできない上、空を行くと水の矢が飛んでくるのである。

「そ、そうだね……まずは休んでから……うぅ、川の水止められたらいいのに」

「そんな蛇口みたいな……でも、確かにできたら楽だねー」

　メイプルが落ち着くまで、二人は岩の上で一休みすることにしたのだった。




　そうして二人はしばらく岩の上で釣りをしながら休憩する。モンスターは釣れないようになっているのか、危険な魚も釣れず、サリーはイズに渡せる素材を次々手に入れていく。

　一方でメイプルは相変わらず、全く釣れないままである。

「むぅ、ダメだあ」

「ステータス変わってないしね。で、どう？　元気になった？　やっぱりシロップに乗っていくしかないと思うけど」

「ボートとか持ってないもんね」

　メイプルの背に乗ることで、水中のモンスターを無視して突破できてしまったため、二人はボートなど持っていない。

　正攻法を試すには一度、塔から出なくてはならないのである。

「うう……あの水の矢って貫通攻撃かなあ……」

「可能性は高そうだよね。わざわざ矢の形してるし」

　サリーが試したところ、ある程度の威力の攻撃を当てれば矢は崩れて消えていくこと、そして防御貫通攻撃だということが分かった。ただ、壊せるため無理矢理進むことは可能だった。

「【身捧ぐ慈愛】は使いたくないけど、使わないとシロップは守れないし……」

「盾に乗って行く？　上手うまく防御しないと当たっちゃいそうだけど」

「そうしよっ！　できれば一回も当たらない方向で……」

「ノーダメージで行きたいしね。足場無理矢理作って何とかするよ。あ、でもメイプルも頑張って攻撃してね？」

「まっかせて！　ふふ、銃弾と矢で勝負だね！」

　メイプルは装備を変更すると、兵器を展開して、空中に浮かぶ二つの白い手に大盾を持たせる。

「足場は『闇やみ夜よノ写』かなあ。他は壊れちゃったら困るもんね」

　メイプルは耐久値が高く、壊れても元に戻る【破壊成長】を持つ『闇夜ノ写』を水面と平行にセットすると、サリーと並んでその上に乗る。

「あとの一枚は……サリーの後ろで！」

　メイプルは大盾の上に正座すると、目の前に大盾を構える。

　足場の大盾の両側には水面に向けた銃口や砲口が並んでいる。

「おお……完全装備だ」

「全部撃ち落とせば気にしなくていいし！」

「じゃあ、抜けてきた分は私が何とかするね」

「うん！　じゃあしゅっぱーつ！」

　メイプルは盾をゆっくりとスライドさせて、岩から離れていく。

　それに合わせて、水面からは水の跳ねる音と共に水の矢が、メイプルからはお返しとばかりに銃弾が放たれた。

「いけー！　どんどん進めー！」

「制圧力ならこっちが上だね！」

　水中のモンスターも撃ち抜きながら、二人は順調に進んでいく。

　サリーの出番もないままに、二人の川下りは続いていた。

「この程度の矢なら問題なしだよ！」

「シロップに乗ってたらまた変わってたかもね。ただ、よっと！　ちょっと激しくなってきた？」

　サリーがすり抜けてくるようになった水の矢を叩き落としながら話しかける。

「そうかも？　足場の盾からバシャバシャ音してるし」

「だねー……ん、メイプル！　前に何かいるよ！」

「よーし！　それも撃ち抜くよっ！」

　メイプルが銃口を向けた先には、水面から飛び跳ねては水の中に戻りを繰り返して近づく五〇センチほどの魚が何匹もいた。

「……トビウオ？」

「川だけどね。敵……かな？」

　魚はメイプルが撃ち出した銃弾を器用に避けて、近づいてくる。

「矢がなかったらもっと撃てるのにっ！」

　そんなことを言うメイプルの真下から、飛び跳ねたモンスターが刃物のようにギラリと光るヒレで勢いのままに攻撃する。

　ほとんどは盾に弾かれて水中に戻っていったものの、一部はメイプルの銃や砲を切り落として抜けていったのである。

「あぁぁああ！　わ、私の武器っ！」

「メイプル、矢っ！」

　メイプルの兵器が壊れたことで、抑え込んでいた水の矢が二人目掛けて飛んでくる。

　サリーは何とかしようと、咄嗟にメイプルに蜘蛛糸を括くくり付け、【黄泉よみへの一歩】で足場を作ると、見えない階段を上るように空へと駆け上がった。

　それを追うように数え切れないほどの矢が新たに撃ち出される。

「メイプル、再展開！　あと……」

「分かってるっ！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが放った毒の塊はちっぽけな水の矢など全すべて飲み込んで、足場にしていた大盾から水中まで毒の海に沈めていく。

「よしっ！　【攻撃開始】！」

　メイプルの攻撃準備が済んだのを確認したサリーが足場を作るのをやめて、二人は大盾の方にそのまま落下する。

　メイプルは、再度飛んできた水の矢を再展開した兵器で迎撃するとサリーを抱いて背中から大盾の上に着地した。




「大盾も毒塗まみれだ……」

「また、近場の岩で休憩したいかな。あっちこっちについてる毒も怖いし」

　サリーとしては空中に足場を作ったことで下がったステータスを元に戻しておきたいのもあった。

「川下りって大変だね……」

「でも、もうかなり下ったよ。ほら、滝もあんなに遠いし」

「おっ、じゃあゴールも近いかな？」

「かもね。そうなるとボス戦だけど」

「うー、結局もうひと頑張りかあ」

　メイプルはスルスルと盾を動かして、中継地点かのように近くの岩へと向かう。

　そうして岩場を乗り継ぎ、水の矢をどうにかやり過ごした二人は、ダメージを受けることなく川を下りきり、激流も緩やかになって水の矢も止まるところまで来た。

「サリー！　矢飛んでこなくなったよ！」

「ふー……ようやく、落ち着けるね。水の中は相変わらずモンスターだらけっぽいし、大盾からは降りられないけど」

「そっか、そうだね。あっ、影見えるよ！」

　水の中には素早く泳ぐ魚の影が見える。

　その多くがモンスターであることは間違いない。

　メイプルは大盾を下流へと進めながらさらにサリーに話しかける。

「無事に抜けられて良かった……普通に川下りした方が楽だったかなあ」

「ふふっ、試しに戻る？」

「ノーです！　ノーノー！」

　メイプルは首をブンブンと横に振る。

　ダメージを受けたくないメイプルは、尖とがったものでの攻撃を極力受けないようにしている。

　ノーダメージでの攻略を狙ねらっているとなればなおさらである。

「ま、ボスが使ってくるかもしれないし。その時はまた対処しよう」

「ボスかあ……うう、使ってこないといいなあ」

「最初遠くに見えた海も近いんじゃない？」

「海も久しぶりな気がする！　最近の層にはなかったし」

「だねー。水の中にいそうなボスの対策でも考えながら行こうかな」

　水の中のモンスターはメイプルにダメージを与えられないでいるため、集中力を高めながらも何事もないゆったりとした川下りが進んでいく。

　そして途中川が分かれることもなく、周りの森も終わり、二人の前に広がる景け色しきがパッと開けた。

　広がるのは一面の海。光を受けてキラキラと輝く海は波も小さく穏やかだった。

「サリー、ボス……いそう？」

「どうだろう？　足場全くないし……うーん、ここで戦いたくないんだけど……」

　メイプルもそれには同意する。

　しかし、都合の悪いことほど起こってしまうもので、二人の眺める海の一部がゆっくりと隆起すると、音を立てて弾けてボスモンスターが姿を現す。

　それは五メートルを超える海亀だった。

「おー海亀だ！」

「ってことは、ここで戦うしかないってことだね」

「シロップとどっちが大きいかな……」

　メイプルはこれからボスと戦うとは思えない、楽しいことがある前のようにうずうずした様子で海亀の方をじっと見る。

「……あんまり愛着湧わかないようにね？」

「だ、大丈夫！」

　そうして会話をしているうちに、海亀の方が動きを見せる。

　海亀は一いつ旦たん水の中に潜ったかと思うと、空へ向かって水の道を延ばしながら自在に空中を泳ぎ始める。

　後ろに、空へと昇るように流れる水の道を作りながら海と空を行き来する。

　二人が驚いて固まっているうちに、空間はいくつもの水の道が駆け巡る、摩ま訶か不ふ思し議ぎなものとなった。

「すっごい！　すっごーい！」

「攻撃してこないし……ここまでがフィールドの事前準備なんだろうね。綺き麗れい……」

「サリーサリー！　あの海亀の背中、乗ってみない？」

「えっ……できるかな？　……いや、そもそもボスだよ！」

「ちょっとだけ！　試してみるだけ！　絶対楽しいよ！　シロップに乗るのとはまた違うと思うよ！」

　メイプルは目を輝かせてぐいぐいとサリーに詰め寄る。

　サリーは海亀の方をチラッと見て、少しやってみたいと思ってしまった。

「ちょっとだけ……だよ？」

「やった！　じゃあ【身捧ささぐ慈愛】っ！」

　メイプルはサリーを守る準備を整えると、何かを思いついたのかインベントリからアイテムを取り出す。

「シュノーケル？」

「水の中でちょっとだけ息が続くようになる優れものだよ！　えへへ、あるの忘れてたけど……」

「本当、色々買ってるね。じゃあ甲羅に固定するための糸は任せて！」

「ありがとう！　絶対乗るぞー！」

　こうして、四階のボス戦が始まったのである。




「で、どうやって乗るの？　すごい飛び回ってるし、何か水の塊飛ばしてきてるし……」

　戦闘が始まってすぐ、海亀は作り出した水の道の間を縫うように飛び回りだした。

　その巨体の周りには青い魔法陣が輝いており、そこから大きな水の塊が撃ち出されては、盾に乗ってのろのろと移動する二人を直撃していた。

「ダメージはないんだけど……むぅ……とりあえず上から攻めよう！」

　メイプルはシロップを呼び出し、巨大化させて浮き上がらせると、盾を操作してシロップの甲羅に着地する。

　サリーもメイプルに続いてシロップに移ると、足場が広くなったことで落ち着いたようで、ぐっと伸びをする。

「よし！　準備完了！」

「私も、いつでもいいよ」

　メイプルはシロップの高度を上げていき、海亀が飛んでいる辺り、空に延びた水の道が張り巡らされた場所までやってくる。

「すっごい流れてるね……」

「ここ泳げるんじゃないかな？　じゃないと普通はボスに届かないし」

「ふむふむ、この周りを飛んでるのはそれでかな？」

「かもね。ま、今は背中に乗ることから！　近づいてきた時に糸くっつけようか？」

「うん！　できれば丁度下にいる時に！」

　二人は吞のん気きに会話しながら近寄ってくるのを待つ。攻撃は続いており、普通ならこんなことをしている暇はないのだが、貫通攻撃でない限りメイプルには何もないのと同じなのだ。

「よしっ、今っ！」

　サリーはすいすいと空を泳ぐ海亀の甲羅に糸を貼り付けると、メイプルを抱きしめるようにして、そのまま甲羅から甲羅へと飛ぶ。

　サリーが糸を収縮させると、少しの衝撃とともに二人は海亀の甲羅に着地することができた。

「成功！」

「ダメージを与えてないから、行動パターンも少ないし。乗るだけなら簡単だね」

　サリーは自身とメイプルを糸で甲羅に繫つなぎとめ、メイプルは【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れてしまったシロップを指輪に戻す。

　これで、好きなだけボスの背中で空を飛び回ることができるようになった。

「シロップは浮かせてるだけで飛べる訳じゃないから……すいすい飛べるのっていいなあ」

「普通は空を飛ぼうとするものじゃないからね？　メイプルは変な方法で空中移動するけど」

「この羽でも飛べたらいいのになあ……」

　メイプルは【身捧ぐ慈愛】のエフェクトによって背中から生えた天使の羽をいじりながらそんなことを言う。

「あと……思ったより快適じゃないね……」

「うぅ……雨の中みたいな感じだもんね」

　相変わらず二人にはバシャバシャと大きな水の塊が降ってきている。ダメージはないものの、快適とはいえない状況である。

　メイプルはボス戦開始前に取り出したシュノーケルをつけているものの、潜ることにはならなかったため何の意味もないままだ。

「んー何かあったかなあ……あっ！　これとか？」

　インベントリを漁あさったメイプルはパラソルとビーチチェアを取り出す。

「……何だかんだ色々買ってるね。よくお金ないって言ってるのはこれのせいか……」

「上に置くだけじゃ飛んでいっちゃうから、これも固定して？」

「ん、了解」

　こうして二人はボスの背中に拠点を作り上げていく。

　大きなパラソルが水の塊を受けてくれるため、二人はとりあえず水から逃れることに成功した。

　二人は椅子に座ると、遠くで煌きらめく水平線を眺める。

「海、綺麗だね……」

「夕焼けとかにはならないんだろうけど。それも見てみたいな」

「いいね！　また、どこかの層の海行ってみよう？」

　二人は川下りの疲れを癒いやすようにしばらくそうしていたが、和やかな時間は終わりだというように音を立てて頭上のパラソルが壊れる。

　常に攻撃を受けている訳なので、メイプルに耐えられるものでもアイテムはそうはいかなかった。

「メイプル、何か変！　海に降りていってる！」

「えっ!?　ま、まだ何もしてないよ！」

　海亀はそのまま高度を下げて海へと潜っていく。サリーはともかく、メイプルはアイテムを使っていてもそう長くは持たない。

　サリーが離脱し浮上しようかと考えた所で、ボスの方から水面に向かっていく。

　そうして、二人が息の心配をする前に、海亀は水の道が延びている場所の中央へと浮上した。

「ふぅっ……な、何だったの？」

「空である程度時間が経たつと降りてくる……とか？」

　二人がそうしているうちに、ボスを中心にして大波が起こり、水の道からは重力など無視して、押し流すように水流が向かってくる。

　糸で体を固定しているため流されてはいかないが、心地ここちいいものではない。

「背中でくつろぐなってことかな……」

「うぐぐ……じゃあせっかくだし最後に……」

　メイプルはそう言って、今度はインベントリから一度も使ったことのないサーフボードを取り出した。

「えっ、使えるの？」

「せっかく大波を起こしてくれてるし！」

　メイプルはありがとうと言いながら甲羅を撫なでる。

「命綱は繫いでおいてあげるね」

　糸の長さは一定のため、サリーが【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れることもない。

「ありがとう！」

「あ、メイプル。この後ちゃんとボス戦だからね？　羽目を外しすぎないようにね！」

「だ、大丈夫！」

「なら、おっけー。私はちょっと休んでるね」

　サリーは甲羅の上で横になると、すりすりと甲羅を撫でる。

「ひんやりしてて気持ちいい……」

　そんな中、波の音に混じってメイプルが海に沈む音がしていたのだった。




　それからしばらく時間が経つと、ボスの行動パターンはまた変化し、空を飛び回り始めた。

　ただ、それは時間が経過したからではなく、ＨＰを減らしたからだった。ようやく二人はボスとの戦闘を開始したのである。

「お、首は甲羅よりダメージ出るんだ」

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】……」

　サリーがザクザクと短剣で攻撃している中、メイプルは寝転んだ状態で甲羅に糸でひっつきながら疲れた様子で攻撃する。

　サリーの背後からは絶え間ない銃撃音や、弱点である手足に毒の跳ねる音が響いていた。

「もう、羽目を外しすぎないようにって言ったのに」

「う……ごめん。つ、つい」

　遊んで戯たわむれて、これ以上ないくらい体を動かして楽しんだメイプルは、サリーに引き上げられる頃ころには疲れてぐったりしていた。

　満足そうな顔をして引き上げられたメイプルはそこでようやくボス戦のことを思い出したのである。

「元気になるまで待たないからねー？」

「うん、でもこれならひんやりしてて疲れが取れるー……」

「……ボス戦とは思えないなあ」

「えへへ、甲羅の上は熟知してますから！」

「ま、現状貫通攻撃もないし、足場と窒息さえケアすれば何とかなりそうだね」

「【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが強力な攻撃を加える度、ＨＰがガクンと減り赤いダメージエフェクトが噴き上がる。

　背中から水で押し流すボスの攻撃は、サリーの糸で防がれており、メイプルが居座っている限りはその他の攻撃は無意味だった。

「あ、メイプル。海が荒れてきたよ」

「本当だ！　背中に乗ってなかったら大変だったね！」

　二人は眼下に広がる景け色しきをたまに確認しつつ、水の塊を受けながらも我関せずと攻撃を続ける。

「サリー、今度はボスがビーム出してるよ！」

「シロップも出すし、このゲームの亀にとっては標準なんじゃない？」

「やっぱりビームは搭載しないとね……うん？　あ、サリー！　銃が効かなくなっちゃった！」

　順調に体力を減らしていた二人だったが、海亀の甲羅や皮が硬質化して攻撃が通らなくなる。

　また何か変化したのだろうと二人は攻撃できそうな場所を探す。

「海はもう大荒れだね……ボートとかだと沈みそう」

「わぁ……あ、あれの中で戦うのは無理だし、ひっついて正解だったね」

　海の方では水が槍やりのように伸びて、そこにいるものを突き刺そうとしているのが見えた。

「海の上から攻略するものなんだろうけど……よっと！」

「どうするのサリー？」

「上がダメなら、下かなっ！」

　サリーは飛んでくる水の塊の合間を見て、メイプルに繫いだ糸を外し一緒に飛び降りると、今度は器用にそのまま腹の部分に張り付いた。

「よっと、固定完了！」

「おー、コバンザメ？　みたいだねっ」

「ん、確かに」

　読み通り硬質化していなかった腹部に張り付いた二人は、攻撃を加えつつ荒れる海と空を見ながら、海亀とともに飛び回る。

「シロップでもお腹なか側からの景色は見たことなかったなあ……」

「海が綺き麗れいなうちにこっち側に移れば良かったかもね」

　メイプルの銃撃音が響く中、海亀は周りに水の柱を伸ばしながら空高くへと上っていく。

　二人は攻撃を止めることなく、くっついたまま高度を上げ、そして眼下に広がる海が遠くまで見通せるようになった時。

　二人の真下から海は穏やかで綺麗な青に戻っていった。

「わぁっ！　ね、ねサリー！　海が元に戻った……よ？」

　それと同時。パリンと音を立てて海亀が光に変わって消えていく。

　それはつまり、二人を支えていたものが消えるということだった。

「サリー、摑つかまってっ！」

「うん、頼んだ！」

　一瞬の浮遊感の後、二人は海面めがけて真っ逆さまに落ちていく。

　メイプルはサリーを抱き締め【身捧ささぐ慈愛】の範囲から外れないようにすると、そのままいつもシロップから飛び降りる時のように体勢を整えて着水する。

　大きな水みず飛沫しぶきが収まった頃、二人は海面近くに浮かせた大盾にしがみついた状態で波に揺られていた。

「ふぅ……終わった？」

「みたいだね。私と相性良かったから楽できた。次の場所への入口も出てるし、今回はスキルもまだ残ってるしガンガン行こう」

「休憩とかは……」

「目一杯したでしょ？」

「えへへ、うん！　したよ！」

　ボス戦のピリピリした緊張感がなかったこと、さらに戦闘も楽に勝てたこともあり、心も体もリフレッシュすることができていた。

「じゃあ、五階へ！　さて、どんなところかな」

「楽しみだねー！」

　二人はそのまま現れた島へと向かい、そこに描かれた魔法陣の上に乗る。

　少しの後、視界は光に包まれて、二人の目の前に五階の景色が広がる。




　そうして二人が転移した場所は、仄ほの暗ぐらい闇やみの中、淡く青白い光を放つ古びた墓石がいくつも並ぶだだっ広い荒地だった。

「め、メイプル……きゅ、休憩しよ？」

「……うん、そうだね」

　さっきまでの勢いはどこへやら、落ち着きなく辺りを見回すサリーを見て、メイプルは一いつ旦たん塔から離脱することとしたのだった。








四章　防御特化と塔五階。









　二人は日を改めて再び五階へとやってきた。

　休憩でなく、別の日の攻略になったのには理由が有る。

　怖いのが苦手なサリーがまともに歩くことすらできない状態で塔を攻略するには、カバー力の高い【暴虐】が使えるようになっている必要があったのだ。

　五階ではまだ何が起こるかわからないため、安全が確保できている四階の小島で準備を済ませてから、二人は五階へ転移する。

　どことなく重い空気に、遠くに浮かぶ青い人魂。メイプルは六層のフィールドと同じように、地面や空中から幽霊や骸がい骨こつが出てきそうだと感じた。

「よーし！　一気に駆け抜けるよ！」

「一瞬でお願い……」

　化物の姿になり、天使の翼を広げたメイプルの背中には大きな木箱がロープでくくりつけられていた。木箱の中にいるのは、何も見たくないと丸まったサリーである。

　メイプルが攻略のために一歩を踏み出したところで、青い光を放つ墓石から青白く透けるゴーストが現れる。

「わっ、早速出た！」

「いっ、言わなくていいよ！」

　メイプルはゴーストを振り切るように加速して、荒地を駆けていく。

　その足を止めようとするかのように地面からは腐肉の腕や骨の腕が伸びてくるが、メイプルはそれを蹴けり砕いて走り抜けていく。

「っとと、幽霊も増えてきたし……燃えちゃえっ！」

　メイプルは炎を吐き出し、ダメージを与えるものの、それだけではゴーストは倒れず逆に反撃してくる。

　不意をつかれたメイプルはゴーストの出す黒い霧のようなものをきっちりと受けてしまった。

「ダメージは……なしっ！　なら、バイバイっ！」

　メイプルは脅威にならないならと、無視して駆け出していく。

　しかしどこか力が入らずに、じりじりとその距離が詰まる。

「……？　あっ！　ステータスがっ！」

　普段ならステータスがそもそもゼロなので気にする必要がない【ＳＴＲ】と【ＡＧＩ】の低下だが、【暴虐】中ならば効果的である。【暴虐】発動時にはメイプルの【ＳＴＲ】と【ＡＧＩ】はゼロではなくなっているのだから。

【ＶＩＴ】はそもそも凄すさまじい数値なため多少下がったところで無意味だったが、メイプルはゴーストを振りきれなくなっていく。

　そんな中、一体のゴーストがするりと木箱をすり抜けた。

「ひぅっ！　やっ……何でっ！」

「ごめん！　すぐ離れるっ！」

　メイプルはゴーストの攻撃を受けながらも炎を吐き出し走り出す。

　ステータスは下がったものの、依然メイプルにダメージはない。

　しかし、ただのアイテムであるロープは別だった。

「あっ……」

　メイプルの背中が軽くなり、ガタガタと音を立てて木箱が転がる。

「ちょっ、まっ……うわあっ!?」

　サリーの入った木箱を拾おうとした所で、メイプルを地面から生えた手ががっしりと摑む。メイプルは振りほどこうとするものの【ＳＴＲ】が下がりきっており振りほどけない。

「うぅっ……はがせない……っ！」

　そして、いくつもの手がメイプルを地中へと引きずり込んでいく。地下は空洞になっておりメイプルはそこに落ちていったのだった。




　こうしてフィールドに木箱だけが残される。

「め、メイプル……？　ねえ……？」

　不安になったサリーが静寂に耐えきれず、横を向いてしまった木箱の蓋ふたを少し開けると、真っ黒な眼がん窩かと目があった。

「ふぁぅっ!?」

　サリーは体をびくっと跳ねさせると、蓋を撥ね除けて外に転がり出る。

　サリーが見ざるを得なくなった景け色しきは地面から生える無数の手と迫ってくるゴースト達だった。

「うぅっ……何で、何で！」

　サリーは涙目で駆け出す。この場にはいたくない、ただそれだけの理由で。

「六層から逃げてこっちきたのにっ！　何でぇっ！」

　サリーはスキルを使うことも忘れて愚直に駆けていく。モンスターを振り切って目指すのはただ一つ、ログアウトだ。モンスターに捕ほ捉そくされていなければログアウトができる。

「ログアウト！　ログアウトぉっ！」

　いつにも増して必死の逃走で、メイプルのことも忘れた様子のサリーは荒野を行くのだった。

　サリーとバラバラになってしまったメイプルは、ログアウトに気づくと【暴虐】を解除せずにステータスなどを見る青いパネルを出すと、塔から出ることを選択し、一旦塔から出て、サリーを待った。

　そうしてしばらくすると、サリーがばつの悪そうな顔をして戻ってくるのだった。

「次は絶対落ちないようにしていこう？」

「うん……」
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　二人が五階で足踏みしている頃ころ、残りの【楓かえでの木】の面々もまた五階を攻略していた。メイプルたちと同じく最高難易度での攻略だが、マイとユイの攻撃力の高さは強力な武器となっていた。

　基本的に四階までは全員でマイとユイを守って、動きを止めたタイミングでバフを大量にかけた二人を解き放つ戦法で、すいすい進んできた。




　ただ、五階にはそんな二人にも倒せないモンスターが出るのである。

「出た！　属性攻撃で攻めるぞ！　カスミ、カナデ！」

　素早い動きで迫ってくる半透明のゴーストはただの攻撃を無効化する。

　マイとユイはまだまだ戦闘にも慣れておらず、そもそも当てることすら厳しいため、攻撃役の交代で乗り切っていた。

「ああ、任せてくれ！　【武者の腕】！」

　カスミが四層で手に入れた妖刀のスキルを発動すると、カスミの両側に大きな刀を持つ、具足を纏まとった腕が現れる。

　特に右側の紫の炎を纏ったそれはカスミの刀と連動して動き、炎の属性ダメージを与えていく。

　全ステータスを一時的に二割減少させるものの、それでも十分な性能を持っており、カスミは次々にゴーストを斬り捨てる。

「いいなあ、それ。僕は適当に魔法で……」

　そう言うとカナデはより遠いモンスターの撃破にあたる。

　二人が属性付きの攻撃を続ける中、クロムはマイとユイを体を張って守る。

　メイプルとは違いダメージも受けるものの、二人にはダメージを与えさせない。

「回復力なら、負けてないからな！」

　イズがアイテムで回復させるのもあって、クロムのＨＰは減っては全回復するのを繰り返していた。

「ん、そろそろだ。カスミ！　地面から来るぞ！」

「ああ、分かっている。問題ない」

　メイプルを引きずり込んだのと同じようにしてゴーストが六人を摑つかもうとするものの、拘束されないように六人はきっちりとそれに対処する。

　クロムやカスミは地面から生える手を引ひき剝はがせるだけの【ＳＴＲ】があり、イズとカナデは上手うまく躱かわしている。マイとユイにとっては拘束などないに等しい。

　避けることは容易だった。

「地下ルートは面倒だからな。俺も地上の方が守りやすいし……きっちり避けていくぞ」

「はい！　えっと……途中の戦闘はお願いします」

「ボスは通常攻撃が効くらしいからな。二人はそのために構えててくれ」

「ボスは任せて下さいっ！」

「うん、頼もしいねー。上手く場を整えられる魔法も準備しておこうかな」

　マイとユイはぐっと大おお槌つちを握り直し、カナデは溜ため込んだ魔導書を思い返す。

　その後も何度か地下へと引き摺ずり込もうとするモンスター達をやり過ごして、六人は順調に歩を進めていく。

「メイプル達はどうしてるだろうな」

「五階は相性が悪そうよね」

「サリー次第じゃない？　上手くやってるといいけど……」

　六層でのサリーの様子を思い出しながらそんなことを話していると辺りの様子が変化し始める。

「ん。皆、霧が濃くなってきたぞ。次の区画だ」

　カスミが言うように、辺りには真っ白な霧が立ち込め始め、すぐに数メートル先の様子すら分からない状態になる。
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「体験すると思った以上に見えないな、これ……」

「気をつけて進んだ方がいいだろう。この区画の情報はまだ少なかった」

　カスミを先頭にして、カナデ、イズ、クロムにマイとユイが続き静まり返った霧の中を進んでいく。

「ここまで静かだと結構不気味ねクロム……クロム？」

　返事がないことを不思議に思いイズがふと振り返ると、そこには歩いていたはずの三人の姿がない。

「カナデ！　カスミ！　……えっ？」

　視線を戻し前を向くとそこには二人の姿もなかった。

「やっぱり……まだトラップがあったのね」

　はぐれてしまったものは仕方がないとマップを開くが、本来表示されるはずのパーティーメンバーのマークはなく、五人の位置は分からない。

　イズはまずメッセージを送り、全員がどういう状況かを把握する。

　そうして現状の共有を行った結果、誰かが倒されるまで探索をする方針でいくこととなった。

「とはいえ、私も戦闘はできれば避けたいわね……」

　攻撃もできるとはいえ、最新のイベントの折り返しまで来ると、小さなハンマーを構えているだけではどうにもならない敵も多いのである。

　しかし、そんなイズを見逃すつもりはないようで、辺りの地面からわらわらと大量のゾンビが現れる。

「この量は……うぅ……素材の分は取り戻せなそうね」

　イズは覚悟を決めて【魔法工房】を展開すると爆弾の量産体制に入る。

「効果増強の結晶と……火炎放射器なんてどうかしら！」

　所持金を素材に変換でき、どこでも自由に生産を始めるイズの攻撃アイテムが尽きることなどそうそうない。

「せっかく溜め込んだ分が……ああお金も消えていくわ……」

　炎と爆風が濃い霧を照らす中、イズは遠い目をしながら爆弾を放り投げるのだった。
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　イズが一人になったのと同じようにして、マイとユイは霧の中で二人きりになってしまっていた。

「ど、どうしようお姉ちゃん！　クロムさんどこか消えちゃったよ！」

　ほんの少し前にいたクロムは濃い霧に包まれて、一瞬の内に消えてしまった。二人が慌てて追いかけてみてもその先には霧が広がるばかりである。

「とりあえず……何とか生き残ろう？　きっとすぐまた合流できるよ」

　そうして二人が不安そうにしていると、イズからメッセージが届いた。

「イズさんからメッセージ……えっと……ユイ！　警戒してて」

「うん、任せて！」

　マイはメッセージを送りイズと手早くやりとりをし、情報共有を行う。

「ユイ、えっと……カナデさんとカスミさんは一緒で、クロムさんとイズさんは一人みたい。何かのトラップのせいかもって」

「私達はどうしたらいいの？」

「誰かが倒されるまでは進んでみるみたい。だから私達も出口？　……とにかく皆を探そう」

　守ってくれていたクロムがいなくなった今、自分達の身は自分で守るしかない。

　二人はイズから貰もらった、一定時間武器に炎属性を付与するアイテムを使い、さらにドーピングシードで【ＳＴＲ】を底上げして一撃でモンスターを倒せるだけの準備をする。

　そして、背中合わせでぴったりとくっつくと二本の大槌を構えた。

「後ろは任せたよお姉ちゃん！」

「うんっ……頑張るね」

　二人は炎を纏った大槌二本をいつでも振り下ろせるようにしながらすり足でじりじりと霧の中を進んでいく。

「ユイ、足元も気をつけてね」

「んー分かってるけど、急に出てきたらどうしようもないよ」

　二人が生き残るためには先手を取られてはいけないのである。一度攻撃を避けられるだけで、一気に形勢は悪くなってしまう。

「うーん……あ！　お姉ちゃん、いいこと思いついたよ！」

「……な、何？」

　マイはユイの自信ありげな表情を見て、ユイの名案に少し不安を感じながら話を聞くのだった。
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　その頃ころ、不安そうにしている二人と比べて、カナデとカスミは余裕を持ってモンスターをなぎ倒して進んでいた。

「これだけ数で押してくると左腕も活躍できるなっ！」

　カスミが刀を振り抜くのに合わせて、具足を纏った腕が巨大な刀を振るう。

　属性を持たない左腕も、普通のモンスターならば容易に斬り伏せることができる。

「防御は任せて。カスミなら手数も十分だし」

　カナデはモンスターに優先順位をつけて近づくものから的確に足止めをしつつ、カスミの回復と防御に回る。

　元々五階でのアタッカー担当の二人である。多少モンスターに囲まれたところで大きな問題ではない。

　カナデの対応力は【楓の木】でも随一であり、カスミは安定感があり、短期決戦はもちろん、長期戦もできるアタッカーだ。

　数で攻めるゾンビやゴースト相手ならば蹂じゆう躙りんできるだけの力を持っている。

「増えてきたら広範囲魔法を頼む」

「おっけー。ふふ、んーどれにしようかな……」

　カナデはふわふわと浮かぶ本棚に並んでいる本を眺めて笑みを浮かべる。

「私を巻き込まないようなもので頼むぞ」

「勿もち論ろん！　そういうのは使わないよ」

　カナデは本棚の一角に並んでいる漆黒の装丁の本をチラッと見ながら答えた。

「ならいいんだ。どこへ向かえばいいかもよく分からないが、とりあえず新しく何かメッセージが来るまでは探索といこう」

「そうだねー。皆無事だといいけど」

「この様子だとクロムは一人だと厳しそうだな……死にはしないだろうが……」

　カスミはそんなことを話しながらも次々にアンデッドモンスターを斬り捨てていくのだった。
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　そんなカスミの予想通り、クロムはゾンビ相手に苦戦していた。

「ああ、面倒な！　次々湧わいてくる！」

　攻撃を大盾で受け止め、一体一体鉈なたで斬っていくしかないクロムはすぐに囲まれては何とか脱出するのを繰り返していた。

「そこまで機敏じゃないのが救いか……」

　ただ、苦戦しているとはいえ、クロムは死からはほど遠い位置にいた。【命喰らいライフイーター】と【吸魂】、そして【バトルヒーリング】の効果によって、減ったＨＰはぐんぐんと回復していく。

「回復は追いつくな。さてどうすっか」

　削られても削られてもじりじりと回復して態勢を立て直し、一体ずつ数を減らし進んでいく。

　その姿はアンデッドモンスターよりも遥はるかにアンデッドらしかった。

「早く合流したいぜ……二人も心配だ」

　離れてしまったマイとユイのことを心配しながら、近づいてくるモンスターの首を斬り払う。

　それに合わせて減ったＨＰがまた上限まで回復する。

　ダメージ無効に復活まで持っているクロムは雑魚ざこモンスターではそうそう落とせない。

「……俺も、結構やれるな？」

　クロムは何だかんだ戦えると再認識し、やはりメイプルの戦闘は大盾使いのそれではないと思い直した。




　こうして四組ともそれぞれの強みを利用して、モンスターの群れをやり過ごすのだった。
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　四組に分かれて、それぞれが濃霧の中を進んでいく。

　そうして、初めに霧を抜けたのはカスミとカナデだった。

「ようやく抜けたか」

「結局魔法使わずに済んだね」

　カナデは一人でガンガンモンスターを倒すカスミの回復と支援をしているだけで十分だったのである。

　広範囲攻撃をするまでもなく、モンスターは斬り伏せられていったのだ。

「攻撃能力はかなり強化されたからな。ステータス減少は厄介だが……手数も確保できるし戦法にも組み込めそうだ」

【楓かえでの木】において最も重要なのは攻撃能力の上昇である。

　メイプルの鉄壁の守りを正面突破して、ギルドメンバーの誰だれかを倒したプレイヤーもモンスターもいないのだから当然のことだった。

「そうでなくても、今の戦闘を見てると大丈夫そうだけど……で、どうしよう？　まだ誰もやられてはないみたいだね」

「待ってみようか。皆ここに出てくるかもしれない」

「そうだね。んー、モンスターも湧いてこないし」




　二人がそうしてしばらく待っていると大きな爆発音が響き始める。

　そして、霧の中から爆弾を小脇に抱え、ＨＰ回復ポーションを飲みながら息を切らせてイズが転がり出てきた。

「はぁ……はぁ……抜けたみたいね」

「無事みたいだねー凄すごい！」

「素材もお金もゴッソリ持っていかれたわ……ああ、新アイテムの製作が遠のいていく……」

　イズは地面にペタッと座ったまま後ろに広がる濃霧のエリアを恨めしそうに睨にらむ。

　工房を展開して作った爆弾などの攻撃アイテムをばら撒まきながら走り、足りない素材はゴールドと引き換えにして、アイテムの物量でモンスターの群れを文字通り吹き飛ばしてきたのである。

「まあ、無事なら何よりだ。素材は私も探してくるとするよ。イズのアイテムには助けられているしな」

「そうしてくれると嬉うれしいわ……」

「ん、カスミ。また誰か来たみたいだよ」

　カナデは風を切る大きな音を耳にして、霧の向こうを注視する。

　すると、赤い塊が四つ濃霧を引き裂くようにして飛び出してきた。

「マイちゃん、ユイちゃん！」

「あっ、やった！　抜けたよお姉ちゃん！　わっ！」

「ちょっとユイ、わぅっ！」

　背中合わせで両手を広げてぐるぐると回転しながら飛び出してきた二人は、三人に気を取られて転び地面に顔を打ちつける。

　二人は向かってくるモンスターが勝手に倒されていくように、炎属性を付与した大おお槌つちを常に振り回しながらまるで台風のようにして進んできたのだった。

　反応できず咄とつ嗟さに攻撃が出せないのなら、常に即死級の一撃を振り回して解決するという力技である。

「大丈夫？　二人とも」

「うぅ、目が回りました……」

「イズさん……私もちょっと、無理したかも、です」

　ただ、マイとユイが生み出す死の暴風に向かってきたモンスターは一体残らず吹き飛ばされていき、ついに二人に至ることはなかったのである。

「残りはクロムか。まあクロムは大丈夫だろう」

「そうね。しぶとさは折り紙つきだもの」




　マイとユイがやっと回復してきた頃ころ。五人から随分遅れてクロムが濃霧を抜けてきた。

「はぁ……俺が最後か」

「ほら、やっぱりピンピンしてるわ」

「見事なまでに体力はフルだな」

「ん、まあ……ひたすら囲まれたが、何とかな。抜けられないから倒してたらレベルも上がったくらいだ」

　そもそも、【楓の木】のメンバーは一対多を難なく乗り越え過ぎだとクロムは言う。

　本来戦闘に向かないイズですら突破してきた辺り、殲せん滅めつ能力はクロムの言う通りと言えた。

　第四回イベントで、大規模ギルドと当たり前のように戦っていた所からもそれは推し測ることができるだろう。

「クロムも別の方向で十分異常だと思うぞ」

「うん、囲まれた上で突破するものじゃないからね」

　パーティーを分断するトラップも大きな障害となり得なかったようで、無事合流した六人はそのまま攻略を続けることにした。

「この先は即死させる魔法を使うモンスターが出るから、これを持っておいてね」

　イズはそう言って、赤色の宝石のはめ込まれた指輪を一つずつ全員に渡す。

「『身代わりの指輪』よ。即死効果を三回肩代わりしてくれるわ」

「……こんなアイテムあったか？」

　クロムが見覚えのないアイテムに首をかしげる。

「さっきのゾンビの落とした素材で作った新装備よ。ふふっ、素材は爆弾の料金としていただいたわ」

【魔法工房】と【新境地】によって普通では作ることができないアイテムをどこでも生み出せるイズは、道中で手に入った素材から性能の良い装備やアイテムを用意できるのである。

「これがあれば随分楽になるだろうな」

「だね、耐性付与の魔導書も温存できるよ」

「じゃあ、行こうか。分断ならまだ何とかなるが、足元から罠わなで攻撃されると守り切れないからな。注意して進んでくれ」

　まだ情報がないトラップの存在を警戒しつつ、同じようにカスミとカナデが前に出てモンスターの対処に当たる。

　マイとユイはイズと共にクロムの後ろにいる状態である。

「カスミ、また立ち回り良くなってやがる。あれは霧の中でかなり斬ったな」

　クロムは自分のところまでモンスターが来ないため、マイとユイをきっちり守りながらカスミの動きを眺めるばかりだ。

「もう少しでボス戦よ。準備は大丈夫？」

「大丈夫です！　あ、あと、イズさんがくれた炎属性付与のアイテム役立ちました！」

「飛び出してきたところ見てたわよ。あの攻撃方法は……流石さすがにちょっと驚いたわ」

　両手を伸ばし大槌を振り回して回転しながら移動するのを見ても『ちょっと』と言うあたりに、イズのそういったものへの慣れが窺えた。

　そして、こんな話をしている内にも五階の攻略は進んでいく。

　結局道中のモンスター程度では、メイプルとサリーがいないとはいえ【楓の木】の面々に大きな負担をかけることはできなかったのである。

　その後も六人は攻略を続け、いとも簡単にボスエリアの手前に辿たどり着ついた。

「この辺りにはモンスターは出ないらしいよ」

「なら準備だな。俺とカスミは一応警戒しながら待つか」

「ああ、それがいいだろう」

　クロムとカスミが警戒している後ろで、カナデとイズがマイとユイに次々にバフをかけていく。

「これとこれ、あとこれも飲んでね」

「んくっ……ごくっ……」

「ふはぁ……よしっ！」

　様々な丸薬やポーションを飲み込んで、さらにカナデからもバフを受ける姿は最早ボス戦前恒例のものだった。

　準備が終わった二人の体からは様々な色のオーラが立ち昇っている。

「「いつでも行けます！」」

「よし、なら行こう。先頭は俺が行く」

　二人が煌こう々こうと輝く二つの大槌を掲げたのを合図に、六人はボスエリアへと突入する。




　そこは先ほど抜けてきたエリアと同じく濃い霧に包まれた、荒地だった。これといった遮しや蔽へい物もなくボスとは正面からやり合うこととなる。

　そんな六人を感知し、霧の向こうからボスである首なしの騎士がゆっくりと現れる。

　首の部分からは青い炎が溢あふれており、古びた鎧よろいを装備し大きな剣を携えてゾンビの馬に跨またがっている。

　馬は一つ大きく嘶いななくと、六人に向かってきた。

「いくよお姉ちゃん！」

「うんっ……！」

「隙は、作ってやるっ！　おらぁっ！」

　クロムがその大盾でボスの剣をガードして、弾いて隙を作る。

　そして近づいてくるボスに、その頭部の炎にも負けない程の輝きを纏まとった四つの大槌が容赦なく叩たたきつけられた。

「「【ダブルストライク】！」」

　鎧を叩く轟ごう音おんが響き、ＨＰバーが凄すさまじい勢いで減少する。ボスは剣をもう一度振りかぶるが、クロムがきっちりと弾き返す。

「ここで新作アイテムを……！」

　イズはパッと飛び出すと馬の近くの地面にアイテムを設置する。それは一瞬の後に音を立てて弾けると、地面に稲妻を走らせた。

　ほんの数秒の間、ボスの動きを止めるこのアイテムは【楓の木】にとってはとてつもない効果を生むのである。

「ユイ！　もう一回！」

「うん！」

　クロムが間に合わなかった際にケアする役割のカスミが仕事をするようなことにはならず、ボスは二人にボロボロになるまで叩かれて爆散することとなったのだった。

「ふー……メイプルとはまた違った意味で別のゲームみたいだな」

　特に何もすることのなかったカスミが、活躍できたと喜んでいる二人を見てそんなことを言う。

「分かる」

　そう思っているのは敵の攻撃を二回防いだだけで済んだクロムもだった。

「まあ、壁役はきっちり守らないと駄目だからな。余裕で勝てたなら俺達の仕事は上手くいったんだろ」

　一対多でも倒されないクロムとカスミは道中での活躍の方が多い。逆にマイとユイはボス戦特化という訳である。

「減ったアイテムを作り直すから少し待っていてね」

　イズは工房を展開し、貴重なバフアイテムやＭＰポーション、爆弾などを作り直す。

　ゴールドからアイテムを生産することができる上、どこでも工房を展開できるため、アイテム不足で帰ることもそうそうない。

　戦闘前、戦闘中、戦闘後。どこをとっても他のギルドには見られない特徴があった。




　こうして、次の階のボスを蹂じゆう躙りんすべく六人はさらに進軍するのである。

「メイプルも順調に進んでるといいが」

「何とでもするだろう。そもそもメイプルが完全に足止めされる相手とは私もやりたくない」

「そうだな……」
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　六人が五階のボスをあっさりと倒してから少し経たったころ、同じようにボスと戦うメイプルの姿があった。

【暴虐】を発動し化物の姿となったメイプルは、ゾンビの馬に摑つかみかかり引き裂こうとする。

　ボスエリアは青白い炎と、湧き出るゾンビで溢れ、馬上の騎士は二本の剣を振り回している。

　まさに地獄といった様子のその場所には、サリーの姿は見えなかった。

　メイプルは一人でゾンビを蹴けり飛ばし、体当たりで押おし潰つぶして道を切り開いていく。

　防御貫通を初めとした特殊なスキルを持たないこのボスは、メイプルのＨＰを全く削ることができず、じりじりとボスは死に近づいていく。

「よしっ！　これで、終わりっ！」

　行動パターンの変化などなかったかのように正面から蹂躙して、メイプルもまた勝利を収めたのだった。

「えっと……六階に行くには……あっちだね！」

　メイプルはのしのしと歩いていき、転移の魔法陣に乗る。

　一瞬で風景が切り替わり、五階の荒廃した土地は見えなくなり、今度はゴツゴツとした岩肌に囲まれた洞どう窟くつといった風な場所に出る。違う点としては、壁のところどころが結晶に覆われてキラキラと光っていることだった。




「よし……もう大丈夫そうだね。いいよサリー！」

　メイプルがそう言って大きな口をがぱっと開くと、べちゃりと音を立ててサリーが転がり落ちた。

「うぇ……酔ったかも……」

　サリーは目を回しながら地面に寝転がる。

　そう、サリーは五階攻略の間、めちゃくちゃに走り回るメイプルの口の中にいたのである。

　メイプルは人の姿に戻ると、地面に寝転がるサリーに近づいてしゃがみこみ得意げな顔をする。

「でも、何とか何も見ないで済んだでしょ？」

「うぅ……せっかく塔に誘ってくれたのに、こんなのでごめんね」

「いいの！　サリーもよく言うでしょ、適材適所だよっ！　それに、本当に苦手なのは仕方ないし」

「うん……」

「あ、でも、夜中に電話かけてくるのはちょっと大変かも」
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「あ、あれは……！　も、もうしないよっ！」

「えへへ、今度はサリーが守ってよ！」

「あんなフィールドじゃなければね」

　他愛ない話をして、少し落ち着いたのかサリーは体を起こす。

　メイプルは動けなくなったサリーを守りながら戦う方法を編み出していた。守れる範囲にいることすらできないのなら、もっと近く、体内にしまい込めばいいという訳である。

　羊毛でやっていたことの化物バージョンということだった。

「見た目はかなりアレだけど……食べられるってこんな感じなんだね」

「あ、そうそう、私も一回食べられたんだよ！　あれはびっくりしたなあ……」

「とにかく、これで私もまた戦える……はず。六階は、だ、大丈夫だよね？」

　サリーが不安そうにしながらも目の前に続く洞窟を眺める。

　するとそこからはダイヤモンドのような輝く体を持ったゴーレムが姿を現した。

「良かったぁ……ただのモンスターだぁ……」

「ふふっ、五階の分も頑張ってよね！」

「任せて！　メイプルが休んでても大丈夫なくらい頑張るからっ！」

　こうして、メイプルと元気を取り戻したサリーは六階の攻略へと移るのだった。
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　イベントの進しん捗ちよくを確認し、各階ごとの特殊なギミックやアイテムに異常がないかをチェックしていた運営陣は、それらが上手うまく動作していることを確認してホッと息を吐いた。

「今一番進んでるところで何階だ？」

「【集う聖剣】が九階に踏み入っているな」

「他は五階から七階にぽつぽつとって感じだな。どの階層も問題はなさそうだぞ」

　それを聞いて、想定の範囲内というように頷うなずく。

　最高難易度の塔に挑戦しているパーティーは他の塔と比べれば少ないが、その分精鋭の集まりでもある。弱すぎても強すぎてもいけないバランスが必要だった。

「なら良かった……十階はやっぱ多かったか？　五階は六層のボツモンスターの再利用だしなあ」

「難しいところですね……ただ、五階もいい具合に攻略を足止めできてます。心残りは雰囲気が似通ってしまったってくらいですねー」

　十体のボスモンスターに、それにあったフィールドとなれば中々準備にも骨が折れるというものである。

「まあ、五階は属性を付与しないとダメージが通らないモンスターが多いからな。楽に突破されることはないだろう」

「どこか映像見てみます？」

「いいな。真まっ直すぐ攻略してそうなところを見よう」

　パッとモニターに録画されていた映像が映し出され、【炎帝ノ国】のリーダー、ミィの姿が映る。どうやらミィ達は、ミィ、ミザリー、マルクス、シンの四人で攻略しているようだった。

「四人でやってるのか」

「【集う聖剣】のペイン達もそうみたいですね」

　ＮＷＯでも突出した強さを持つ二つのギルドは、メンバーを用意しようと思えばいくらでも用意できるはずだ。それでもそうしていないのには何か理由があるようだった。

　しかし四人でも、ミザリーとミィの魔法攻撃は五階のモンスターと相性がよく、マルクスの罠わなによる行動封じとミザリーに属性を付与してもらったシンの【崩剣】で二人の倒しきれない範囲をカバーする。

　大盾がいないため回避主体で進むことになっているが、ミザリーの魔法でＨＰの回復と蘇そ生せいが可能なため、雑魚ざこモンスターは次々に薙なぎ倒たおされていく。

「ミザリーはスキルでＭＰを譲渡できるしなあ、そりゃあ大技も連打できるか」

　映像がボス戦に移り変わっていくと、ボスの放つ青い炎を押し返すように、ミィによって噴き上げられる大量の炎が画面を埋め尽くす。

　そうしてボスが怯ひるんだところに、罠の拘束とさらなる追撃の炎が襲いかかる。周りに召喚された取り巻きのモンスターは、何もできないうちに手数の優れたシンによって次々に倒されていった。

　ボスが削ったメンバーのＨＰはミザリーの持続回復魔法によってぐんぐんと回復していく。

「凄すさまじい火力だ……」

「ＭＰの供給さえできればミィの火力はとんでもないからな。ミザリーとマルクスのサポートとシンの手数も嚙かみ合ってる」

　そうして見ているうちにボスは巨大な火球に飲み込まれて光となって消えていく。

　メイプルのように一日に数回しか使えないスキルを軸にしているわけでもないため、四人はドロップアイテムを回収してさっさと六階へと向かっていった。

「ボスの攻撃しているところは見た。まあ、あんなものだろう」

「最高難易度の五階まで最速クラスで進んでるプレイヤー相手ですしね」

　元はボツモンスターだったものの、十分ボスらしく戦っていたと言えるだろう。

　それでもガンガン押されるのは相手が悪かったからだ。




　その後もいくつか記録を確認すると、五階を一発突破できたパーティーはそう多くない。

「メイプルも見ておきます？　クリアしてるみたいですけど」

「まあ……他のところの映像も見たしな」

　どんなことになっているのかと映像を確認すると、そこには【暴虐】状態で暴れまわるメイプルの姿が映っていた。ボスも攻撃を命中させているものの、貫通攻撃ではないためダメージは全く与えられていない。しかし、映像には一緒にいるはずのサリーの姿がどこにも見られなかった。

「サリーはどこだ？」

「え？　……あれ、どこですかね？」

　そうして記録をしっかり確認すると、サリーがどこにいるかが判明する。

「……口の中に入れてる？」

「……みたいですね。いや、まあ可能ですけど」

　友達を口の中に入れて戦闘をするなど普通ではない。

　そもそもそんなことをせずとも、メイプルなら【身捧ささぐ慈愛】を使えばいいだけだ。

「メイプルのすることはよく分からんな……」

「いつものことですけどね」

　むしろ、今まで分かったことがあったのかと問われ、聞かれた男は項うな垂だれる。

「あ、これのせいじゃないですか？　サリーは六層に入った記録ほとんどないですよ」

「なるほど……いやしかしだな」

　ホラーゾーンの雰囲気が苦手なのかもしれないと推測することはできたものの、それを考慮しても友達を口の中にしまい込むという発想は自分達には出てこないだろうと思うのだった。

　そうして、メイプルがボスを撃破しサリーを吐き出したところで、彼らは全すべての映像を見終わったと作業に戻っていく。

「入ったらどんな感じなんだろうな、あの口の中って」

「入ってみます？」

「遠慮しておくよ……」

　映像を見ていたもの達は、またおかしなものを見たというようにそう溢こぼすのだった。








五章　防御特化と塔六階。









　六階に入った二人を待っていたのは、ゴツゴツとした岩肌と整備されていない地面、そしてその壁や地面からいくつも伸びる青白い結晶だった。まるで、氷かと思えるようなそれに二人は三階の氷のエリアを思い出す。とりあえず幽霊が出るようなフィールドではないことにほっとして、早速道を進み始めた。

　六階の攻略を始めて最初に出てきたのは全身が煌きらめく宝石でできたゴーレムだった。

　メイプルはその姿を見て苦手なものにまた出会ってしまったと思わず一歩後ずさる。狭い通路のためすり抜けていくのも難しそうだった。

「早速活躍できそうかな！　メイプルは援護お願い！」

「うん、頑張ってサリー！」

　サリーは見るからに硬そうなゴーレムに対し【ディフェンスブレイク】で攻撃する。メイプルの援護攻撃は、命中と同時に弾かれてしまう。さらに、防御力が高いだけでなく、ＨＰも高いようで、サリーは何度も斬りかかるしかなかった。

　そうして目の前のモンスターを倒した二人は地面に転がった素材を拾いながら溜ため息いきを吐く。

「うう……防御力が……」

「はー、めちゃくちゃ硬かった……」

　洞窟の雑魚ざこモンスターとして出てきた宝石の体をもつゴーレムはメイプルの攻撃を一切受け付けず、サリーの防御貫通スキルで倒すしかなかったのである。

　ただ、メイプルの【身捧ささぐ慈愛】による防御に対する有効打も持っていなかった。

「メイプルの防御も破られなかったし、負けはしないんだけどねー。特別なアイテムとか持ってない限り基本はスルーかなあ」

「特別なアイテム？」

「『万年氷』みたいなの。まあ、どこかで行き詰まった時に探すくらいでいいかなって」

「そうだね」

　戦っていても時間がかかるばかりである。素材が貴重だとしても回収の効率が悪すぎるため、倒す理由がほとんどなかった。

「ボスもあんな感じだったらやだなあ」

「その時は私が頑張るよ。五階の分も頑張るって約束したところだしね」

「うん、防御は任せてね！」

　二人が進んでいくと、分岐する道が見えてくる。

　そして、それを待っていたかのように煌めく鉱石の体を持った兵士のような人型モンスターも現れた。

　盾と槍やりを持ったそれは三体で横並びになって道を塞ふさぎながら進んでくる。

「避けることもできそうだけど……どうする？」

「避けよう避けよう！　あれ絶対防御力高いよ！」

　メイプルに押されるようにして、横道へと駆け出していく。

「メイプルの足で逃げ切れるはずないし……追ってこないタイプみたいだね」

「よかったー。それなら助かるよー」

「行けるところまで進んでみようか。もちろん戦闘は避けながらね」

「おっけー！　あんまりモンスター出てきませんように……」




　しかし、そんなメイプルの願いは叶かなわず、迷路のようにいくつも現れる分岐点に来る度に必ず片側からはモンスターが現れる。

「モンスターのいる方が正解なのかな？　んー、でも決め手がないか」

「どうしよう？　もう一回戦ってそっちの方行ってみる？」

「分岐はきっちりマップに残ってるから大丈夫。迷路みたいになってて正解もわからないから、どっち行っても迷いそうだし。どこかに突き当たるまで進んでから再探索ってことで」

「うん、分かった！」

　戦闘を極力避けることにした二人は、ぐんぐんと奥へ進んでいき、マップを埋めていく。

　そうして、進んできたルートの最後に残った空白地帯である大きな部屋に辿たどり着ついた。

「ボス部屋……じゃなさそう？」

「まだ奥に通路見えるし違うと思う。けど、何かは出てくると思うから警戒してて」

「うん。サリーは後ろにいてね」

　そうしてメイプルが部屋に一歩踏み入ったその瞬間、少し後ろでパキンと音がして青白い鉱石の壁が退路を塞ぐ。

　それと同時に大部屋の地面から壁と同じように鉱石が伸び、おびただしい数のモンスターを生み出していく。

「うわっ、モンスターハウス！」

　部屋に入った途端に大量のモンスターが現れるトラップであり、その圧倒的な物量にどう対処するかが重要になってくる。

「えっ？　えっ!?」

「とにかくよくない！　一体ずつ相手しないと……！」

　メイプルの攻撃が通じない以上、サリーが倒しきるしかないが、真正面から戦っていられないほどの量である。見たことのない見た目のモンスターもおり、貫通攻撃を警戒したサリーは戸惑うメイプルの手を引いて僅わずかに残った通路の部分へ引き返す。遠距離攻撃をしてきそうなモンスターがいないことが幸いだった。

「えっと、攻撃が届かない方がいいよねっ！」

「できるならそうしたいっ、けど」

　それならというようにメイプルは体からボンッと羊毛を伸ばす。それは細めの通路の端まで届いて、もう一つの壁となった。

　メイプルはポンと顔を出して、羊毛の壁と鉱石の壁の間にいるサリーに話しかける。

「後ろすっごい突っつかれてるけど、こっちは大丈夫！」

「ふー……おっけー。なら楽にできそうかな。中入るよメイプル。集団の中に飛び込むわけにもいかないし、時間かかるけど一体ずつやっていく」

「どうぞどうぞ、いらっしゃいませっ！」

「はいはい、おじゃまします」

　サリーはごそごそと羊毛の中に入っていき、逆側から顔を出し、メイプルが【挑発】も使い引きつけている隙をついて手を突き出し、イズのアイテムで威力を上げた攻撃で、一体ずつ倒していくのだった。

　貫通攻撃の可能性を排除してしまえば恐れるものなど何もないのである。

「燃やしてこない相手には本当強いなあ」

「もっふもふの鉄壁ガードだよっ！」

「矛盾……してないね」

　そうして、雑談をしながら敵を倒していくというメイプルがいる時特有の戦闘が進んでいく。

　しばらくサリーのダガーと硬いものがぶつかるような音が響いていたが、それも次第に少なくなっていき、やがて初めて見たモンスターは全すべて倒しきった。

「ふー、後は消化試合だね」

「あ、終わった？」

「あとは貫通攻撃のないモンスターを倒すだけ。面倒だけど……まだ後ろの通路も塞がってるし。よっ！　と……」

　サリーは羊毛から抜け出ると、随分とスペースが空いた広場でダガーを振るう。一体一体の動きは遅いため、数さえ減れば捌さばききれる。そうすれば被弾するようなこともなくなる。メイプルに守ってもらって、戦えるだけの環境を作ることができた。

「頑張れサリー！　み、見えないけど……」

　メイプルは毛玉の中で何やらごそごそと向きを変えていた。【身捧ぐ慈愛】の防御フィールドさえ展開していれば十分仕事はしているのだ。

　メイプルが毛玉から顔を出すまでにもパリンパリンとモンスターが倒れていく時の音が響き渡る。

　そうしてサリーの言った通り、消化試合といった様子で危なげなく残りのモンスターも倒しきることができた。

「ナイスサリー！」

「ん、活躍できて良かった。ついでに素材もかなり手に入ったし……塞いでいた壁も消えたね」

「どうするサリー？　このまま行っちゃう？」

「うん、一番奥まで見ていこう。何かあるかもしれないしね」

　二人は相談して、一日一回しか生やせないメイプルの羊毛は一いつ旦たんそのままにして進むことにした。

　もう一部屋モンスターハウスに踏み入ることになった場合のことを考えたのである。

「……転がしていくかあ」

「いつでもいいよ！」

　サリーはメイプルの羊毛にぐっと手を突っ込むとコロコロとゆっくり転がして奥の通路へと入っていく。




　結果として通路は新たに分岐することはなく、奥には小さな宝箱が一つ台座に乗せられていただけだった。

「どう思うメイプル？」

「な、何か怪しいような……でも開けないで戻るのもやだよね」

「そうだね。一応確認してみようか」

　サリーはまず宝箱に向かって魔法を撃ち宝箱に擬態したモンスターでないことを確かめ、そのままトラップの類いがないことを念入りに確かめる。

「大丈夫かな」

「よーし、じゃあ開けよう！」

　二人で手を伸ばし宝箱の蓋ふたをそっと開ける。

　確かめたとおりトラップなどもなく、二人はほっと息を吐いて中を覗のぞき込む。そこにはスキルを取得できる巻物が二つ入っていた。

「どっちも同じみたいだね。はい、片方はメイプルの分」

「やった！　どんなスキルかなー」






【結晶化】




一分間ＡＧＩが半減し、あらゆるバッドステータスを受けなくなる。

三分後再使用可能。

取得条件ＶＩＴ１００以上。








　これを使えば、メイプルが時折受けていたスタンなどもなくせる。【ＡＧＩ】の低下も気にする必要がないため、純粋に弱点を減らすことができる。




「私はクロムさんにでもあげるかー、これは一生使えないね」

　サリーのＶＩＴはゼロのままである。これからも上げる予定は全くないため、１００という数値ははるか彼方だ。

「じゃあ私は早速取得！」

　メイプルは早速巻物を広げると、【結晶化】のスキルを取得する。

「この辺りはモンスターもいないし、戦闘の前に一回試しておいたら？」

「そうする！　じゃあ、【結晶化】！」

　すると、メイプルを光が包み込み、まるでコーティングされるように先程のモンスターと同じ鉱石が覆っていく。

「皮膚が変わっちゃったみたい？　でもちゃんと動けるし変な感じ……」

「それも不思議だけど……こっちもコーティングされるんだね」

　そう言ってサリーは羊毛を叩たたく。コンコンと音が返ってくるそれは、手触りだけならもはや岩の塊である。

「顔を引っ込めたら、中に閉じ込められるのかな？」

「うぇっ!?　ち、ちょっと怖いかも……っ？　う、腕が引っかかって中に戻れない……？」

「へっ……？」

　メイプルはぐにぐにと体を動かすものの、突き出した上半身の部分から表面は毛玉になっており、叩いてもコンコンと音がするばかりである。

「まあメインの効果はバッドステータス無効だし、普段はこんなことにもならないでしょ」

　鉱石の塊のようになった毛玉から上半身だけが飛び出しているメイプルを見て、サリーはやれやれと首を振る。

「うぅ……どんどん考えることが増えていく……」

「そういうのも面白いところだよー」

　メイプルは使いこなせるかなあなどとこぼしながら【結晶化】が切れるまで待つ。

　この塔の中で手に入れたスキルやアイテムはいくつかあり、またいつかそれらを試してみるタイミングが必要だと思うのだった。スキルだけでも【大噴火】と【結晶化】の二つはメイプルにとって使えるスキルと言えた。

「この塔をクリアしたらメダルで交換できるスキルも手に入るしね。前と同じラインナップかは分からないけど」

「あー！　そっかー、むー……ちゃんと考えてスキル取った方がいいのかなあ」

「好きなのを選んだらいいんじゃない？　こう、直感でさ。メイプルはそれが正解な気がしてきた。まあ、選ぶと強いスキルは聞いてくれればいつでも説明できるよ」

　それに今深く考えていても仕方ないと言うと、メイプルもそれもそうかとうなずく。




　そうこうしているうちに【結晶化】の効果も切れて、探索再開となった。

「今度は槍やりを持った兵士がいる方に行くしかないね」

「槍かあ……貫通攻撃してきそうでやだなあ……」

「じゃあ、このまま行こう。ほら、あの盾に挟まるので」

「え、いいの？　……白い腕出るよ？」

「…………いいよ」

　五階で酷ひどい目にあったばかりのサリーからすれば、驚かしてもこないただの手はまだマシと言えるのだ。それに、なんだかんだ言ってもこれくらいには慣れないといけないという思いがあった。

「分かった！　じゃあ、装備をちゃちゃっと変えて……しゅっぱーつ！」

　サリーは大盾に挟まれふわふわと浮かぶ毛玉の上に乗って前を警戒する。炎が噴き出してこないならと、毛玉はダンジョンを飛び回る。




　しかし、しばらくして。

　サリーは随分と疲れた様子でぐったりと毛玉の上に寝そべることになっていた。

「もう広い部屋は入りたくないなあ……」

「そうだね……モンスターいっぱい出てくるし……」

　この階の広い部屋は、全すべてモンスターハウスになっていたのだ。

　先へ進むために大きな部屋に入る度、通路が封鎖されモンスターが溢あふれ出てくるのである。

　幸い、物理攻撃でまっすぐ攻めてくるモンスターばかりなため、防御貫通攻撃に気をつけてさえいれば、二人が負けるようなことにはならないものの、敵の防御力の高さと耐性のせいで、二人の有効打が不足し時間がかかってしまう。

「でも、サリーのお陰で全く攻撃されずに済んでるし！　助かってるよ！」

「ふふ、なら頑張ってよかったかな」

　サリーはもうひと頑張りと、羊毛に埋もれさせていた顔を上げる。

「この感じだとボスも面倒なタイプかもね……」

「うっ……弱いボスだといいなあ」

　とはいえ、二人を倒せる程のモンスターが道中にいないことは確かであり、時間はかかったものの、特に危険もなくボス部屋の前へと辿たどり着つくことができた。

「どうするサリー、このままいく？」

　毛玉の中に埋もれていたメイプルがぽんっと顔を出してサリーに聞く。

「メイプルの攻撃が効かない可能性も高いけど、見てみないことには何とも言えないし……このまま行こうか」

「おっけー！　じゃあ入っちゃおう！」

　二人は新たにシロップと朧おぼろも作戦に組み込み、最後にアイテムなどを確認し、ボス部屋へと突入することにした。【身捧ささぐ慈愛】はボスの動きを見て決めることとなった。

　ボス部屋の扉を押し開けて中に入ると、広い空間が待っていた。天井は高く、そこからは青白く輝く鉱石の他に、赤や緑のものも見える。地面は一部が結晶化しており、いくつかメイプルの持っている『紫晶塊』のように大きな塊となって伸びていた。その広場の奥に、大きな杖つえを持ち魔術師風の帽子とコートを身につけた１７０センチ程の男が一人立っている。

　男はメイプル達が部屋に入るやいなや、杖の先で地面をコンッと突つき、地中から結晶に覆われた鎧よろいを持つ兵士を次々に召喚する。槍を持つもの、盾を持つもの、剣を持つものの三種類がメイプル達に向かってくる。

「うわっ！　出たよサリー！」

「メイプル、予定通り様子見るよ！」

「うんっ、シロップ、【巨大化】！　【念力サイコキネシス】！」

　メイプルはシロップを空中に浮き上がらせていき、サリーは毛玉に入ったままシロップの腹部と毛玉を【糸使い】で繫ぎ止める。

　メイプルにしかできない空中退避によって、ドームの天井付近には人が二人入った巨大な毛玉をひっつけた亀が飛び回ることとなった。

　二人はどうなっているのかと下を確認する。

「うわ……思ったより多いなあ」

「わわっ、凄すごいことになってる……」

　地面は結晶の鎧を身にまとった兵士で溢れかえっていた。二人が上空から様子見をしているうちにも、ボスである魔術師は定期的に兵士を増やしていく。

「これだけ護衛をだすってことはボス自体の防御力とかＨＰは低いっぽいね」

「なら、私の出番だね！　っと、毒がひっつかないようにして……【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが短刀を持った腕を突き出して放った毒の奔流に反応し、ボスは目の前に障壁を展開する。毒の塊はその障壁を突き破ったものの、一瞬防がれたその隙にボスはうまく範囲から逃れてしまう。ただ、ボスは上空からの攻撃にも対処はするものの、現状攻撃手段は持っていないようで、カウンターはされなかった。

　何度か同じ攻撃を試してみたが、結果は変わらない。

「うー、どうするサリー？　当たらないや」

「でも、一つ分かったよ。あいつそんなに大きく動き回らないし遅い。狙ねらおうと思えばいけそうかな」

　サリーは念のためにと兵士の方も警戒しつつ状況を確認していた。兵士は変わらず真下に集まってきている程度で、とりあえず放置で問題なさそうだった。

「おー！　いいね！」

「とりあえず召喚を止めないと……後は地面と空を行ったり来たりするしかないかなあ。上手うまく大ダメージを与えられるといいんだけど……」

　考えるサリーを見つつ、メイプルも思考を巡らせる。




　そして、メイプルは何か企たくらむような顔をしてサリーに話しかける。

「……名案でも思いついた？」

「私なりにねっ！」

　メイプルは意味もなく、こそこそとサリーに思いついたことを耳打ちする。

　サリーは一瞬驚いたように目を見開いて、その後、試してみる価値はあると頷うなずいた。

「分かった。撤退の準備は任せて」

「さっすがサリー！　頼りになるー！」

「それに、どれくらい実用的か試してみたいし」

「よしっ、じゃあやろう！」

　メイプルがシロップをすいっと動かし、ボスの真上までやってくると、サリーはシロップと繫つながっている糸を外す。

　真まっ直すぐ落ちていく毛玉から距離を取ろうとするボスから離れまいと、サリーは地面に糸を伸ばしてボスの近くに落下するように操作する。そうして上手く近くに着地した所でメイプルはスキルを起動した。

「【凍いてつく大地】！」

　パキンと音を立てて周囲の地面が凍結し、近くにいる兵士もろともボスの動きを止める。

　サリーはもう一度ボスのすぐ近くに糸を伸ばすと、動きの止まったボスに向けて毛玉を射出する。

「サリー！　お願い！」

「よっ、と！」

　メイプルとサリーはぐっと羊毛を搔かき分わけると、羊毛形態のままボスに体当たりしつつ、手を伸ばして身動きの取れないボスの上半身を毛玉に突っ込んだ。

「【結晶化】！」

　上半身が突き刺さったまま、羊毛の表面が硬化し、体を半分毛玉の中に閉じ込める。

　外からはカンカンと兵士たちの攻撃の当たる音がするが、今のメイプル達には届かない。

「えへへ、うまくいったよ！　いらっしゃーい！」

「どーも。いいことはなさそうだけど……一分間か」

　羊毛の中でサリーとメイプルが出迎える。二人は急いでインベントリを操作するとアイテムを取り出していく。

　それはイズが作った強力な爆弾の類だった。

　羊毛の中を埋め尽くすように、爆発範囲を投げ捨てて殺傷力だけを高めた多様なアイテムがセットされていく。

「あ、サリー、うるさいと思うから耳栓どうぞ」

「ありがとう。もうすぐ時間切れだよ」

「うん、総攻撃！」

【身捧ぐ慈愛】で守られるのはサリーのみ。メイプルの点火の声と共にボスエリアを揺らすかのような爆音が響き渡り、火柱と赤いダメージエフェクトが乱れ飛ぶ。

【結晶化】が解けた毛玉からは炎とレーザー、弾丸に氷、風の刃に石の礫つぶてとあらゆるものが飛び出した。それらと一緒に羊毛も燃えて消えてしまったものの、同じように、凝縮された数々の攻撃によってボスも消し炭になって消えていた。

　それと同時に召喚された兵士達も消えていく。

「確かに防御力とかは低そうだったけど……あっけないね」

「イズさんのアイテム強かったねー」

「いや、まあ……あれだけ一気に受けたら……ね？　ボスが哀れに思えるような」

「世界は弱肉強食なんだよ！　今回は私達の勝ちだね」

　ボス達にとって幸いなのは【発毛】が一日一度しか使えないため、次のボスはこの見た目だけ自爆攻撃を受けることはないということである。

「次行く？」

「もっちろん！　スキルはまだまだ残ってるし！」

　二人は次もサクサク倒してしまおうと話しながら七階へと向かうのだった。








幕間　防御特化と集う聖剣。









　時間は遡さかのぼって、メイプル達よりかなり先に六階を攻略しているパーティーがいた。

　常に攻略の最前線を行く者達。それはペイン、ドレッド、ドラグ、フレデリカの四人である。

【集う聖剣】のメンバーは、その圧倒的な戦力で次々にボスを撃破していたのだった。

「もー……ペーイーンー、私の負担が大きくないー？」

「フレデリカも四人で挑むことには賛成していただろう？」

「そもそも提案したのがフレデリカだ」

　ドレッドが周りを警戒しつつそんなことを言うと、フレデリカはすっと目をそらす。

「うっ……まー、そーだけどー」

　いつものようにサリーに決闘を挑みに行きボロボロにやられた時に、フレデリカはサリーがメイプルから誘われて二人でイベントに参加することを聞いたのだった。

　そうして、ちょうど今回のイベントにどのようなメンバーで行こうかとペイン達が思案している所にフレデリカは飛び込み、メイプル達は二人で行くらしいから、こちらもこの四人で行かないと駄目だと強く推したのである。

「言い出したんだから最後まで頑張ってくれないと駄目だぜ？」

「皆も乗り気だったでしょー！」

「メイプルは二人で攻略しているんだ。少人数での攻略はメイプル達の戦闘力を推測するための指針になる」

「はは、もっともらしいこと言うじゃねーか」

「ああ、もちろん負けたくないというのもある」

「なら張り切ってやらねえとな！　おっと、早速出てきたぜ！」

　話しながら進む四人はすっと戦闘モードに入って目の前の敵を見る。

　結晶の鎧よろいを纏まとい、盾と槍やりを持った兵士が三体横並びに歩いてきている。その後ろには同じような鎧を着て弓を持った兵士もいた。

「この狭さなら、どうだ！」

　ドラグが真っ先に飛び出して斧おのを横よこ薙なぎに振るう。それは盾や鎧に直撃しガリガリと音を立てて三体の兵士をノックバックで吹き飛ばし、さらにその勢いで転倒させる。

　そんなドラグに、兵士たちの後ろから矢が一気に三本飛んでくる。

「【多重障壁】！」

　しかしその矢は全てフレデリカが生み出した障壁に受け止められて、勢いを失い地面に落ちる。

「っと、ありがとよ」

「もっと気をつけて攻撃してよー？　防御も回復も私の担当なんだからねー！」

　フレデリカがそんなことを言っているうちに、槍を持った兵士が三体とも起き上がろうとする。

「お？　ノーダメージだと？」

「防御貫通が必要なんじゃねぇか。雑魚ざこでこれは少し面倒だ……【アーマースルー】！」

　そう言いながらドレッドは駆け出し、起き上がりかけた兵士の頭部に短剣を突き刺して連続で攻撃する。ドレッドはスキルで短時間、攻撃に防御貫通を付与すると、パッシブスキルにより頭部へのダメージを増加させ楽に兵士一体を光に変え、そのまま弓使いに直進する。

「【トリプルスラッシュ】！」

　三連撃で十分だというように鎧を斬り裂くと、後衛の弓使いも簡単に光となって散った。

　そして、ドレッドを倒すために振り返った前衛の兵士を背中からドラグの斧が襲う。

「【鎧砕き】！」

　今度は防御貫通スキルを使っての攻撃である。残っていた二体の兵士は派手な音を立てて地面を転がり、ＨＰをゼロにして消えていった。




「思ったより雑魚だったな。防御貫通を使わないといけないのが面倒なくらいだ」

「ドレッド、いいスキル持ってるねー。そんなの持ってたっけ？」

「最近取得した短剣専用のスキルだ。フレデリカには使えねえ」
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「そっか、ざーんねん」

「ガンガン進もうぜ。このくらいならフレデリカも楽に行けるだろ」

「そうだねー。ドラグが気をつけて攻めてくれればもっと楽だけどー」

「はっはっは！　それは難しいな」

「何でよー！」

　メイプル達と違い、きっちりと貫通攻撃ができ、かつ一撃を受けても構わない四人にとっては大した敵ではない。そうしてどんどんと撃破し探索を進めていくうちに、四人は広い部屋に突き当たった。

「ボスじゃねえか？」

「流石に早すぎると思うぜ？」

「警戒はしておこう。フレデリカ、バフを掛け直しておいてくれるか」

「はいはーい」

　四人が部屋に踏み入ると、通路に鉱石の壁が立ち上がり部屋が封鎖される。

　それと同時に大量のモンスターが部屋の地面から溢あふれ出してきた。

「っと、なかなか面倒なことを……」

「どうするのー、ペイン！」

「俺がやる。ドラグ、少し時間を稼いでくれるか」

「任せろ！　【地割り】！」

　ドラグが地面を割って迫り来るモンスターを足止めしているうちに、ペインが自前のバフを次々にかけていく。準備の整ったペインがすっと剣を抜く。

「【範囲拡大】！　【断罪ノ聖剣】！」

　ペインのスキルによって、光り輝く剣が空間を切り裂くように一いつ閃せんされ、前方広範囲の大量のモンスターを一度に両断する。

「【壊壁ノ聖剣】！」

　そのままさらにモンスターに突撃し、近場のモンスターを三体まとめて斬りとばす。

　ペインの一撃によって大勢はすでに決していた。

　ドラグによって足止めされ固まったままだったモンスターはペインの攻撃を避けられない。

「ふっ！」

　モンスターに囲まれた中で、ペインは盾を使い攻撃を捌さばき、一体一体順に斬り伏せていく。

　ペインの剣が振るわれるたびモンスターが一体消えていく。

　逆に、モンスターの攻撃は盾に弾かれ、空を切り、剣に受けとめられる。

　フレデリカはペインなら大丈夫だと、ドラグとドレッドの支援に回る。いくら大量のモンスターがいるといえど、ペインにとっては大した障害にならない。

　サリーのように避けるわけでも、メイプルのように耐えきるわけでもない。

　しかし、そのどちらよりも安定した揺るぎのない強さがそこにあった。そうして、ペインが最後の一太刀たちを振るった後には何も残っていなかった。

「よし、終わったか」

「おつかれー。って言っても随分余裕そうだったけど」

「ドラグの足止めで一気に数を減らすことができた。お陰で楽に戦えたよ」

「盾があるとはいえよく捌くもんだなぁ」

「ほんと、ちょっとはドラグも見習ってよねー」

「俺は攻撃特化型だぜ？　そういうのは専門外だ」

「うえー……開き直ったなあー」

　ほんの数十秒でモンスターハウスを片付けた四人は足取りも軽く六階の探索を続ける。

　途中、何度もモンスターハウスに入ることになったものの、そんなものではただの一分すら四人の足を止めることができない。

　今までの階もそうだったように、四人はその戦闘能力をフル活用してサクサクとマップを全すべて埋める。

　当然、途中に落ちているアイテムや素材、スキルなども回収しているのだ。

　そんな四人が六階の最奥で見つけたスキルは、メイプル達も手に入れた【結晶化】だった。

「これは駄目だな。俺のステータスとは嚙かみ合わねえ」

「俺も使えねえぜ。【ＶＩＴ】を１００も要求されるのは無理だ」

「私も無理ー」

「幸いスクロールだ。使えるプレイヤーに譲るのも手だろう」

「これを使えるってなるとー、うちの大盾使いの誰かかな」

　このスキルを使うようなプレイヤーは大盾使いがほとんどだろう。

　四人の頭の中にはメイプルももちろん浮かんでいた。

「これでメイプルには状態異常攻めは効かなくなったかなー」

「今度戦うことになった際は持っているものとして戦略を立てるべきだろう」

「そうだな……ま、この程度で済んでれば可愛かわいいほうじゃねえ？」

「だな。フレデリカが言うにはまたスキルも増えているらしいぜ」

「次こそ勝つとも。そのためにはこの塔くらいは攻略しないといけない」

　ペインがそう言うと、三人も頷うなずく。もうこの階の探索は完了している。当然ボス部屋の位置も把握済みである。

「ボスも手早く倒してしまうとしよう」

「そうだな、モンスターハウスももう見飽きた」

「なら行こうぜ、斧が振りやすい場所だといいんだがな」

「ボス戦は真ま面じ目めに支援しないとねー」

　途中のモンスターを軽く蹴け散ちらして、四人はボス部屋に突入するのだった。




　ボス部屋の扉を開けて中に入った四人の前に大きな帽子を被り杖つえをもった魔術師風のボスが姿を現す。ボスは四人を視認するとすぐに大量の兵士を召喚する。

「全員道中の奴らか……面倒臭え……」

「どうするー？　ボスだけやっちゃう？」

「ああ、その方針で行こう」

「了解、任せとけ！」

　モンスターハウスとやることは変わらないという風にドラグが【地割り】で動きを止め、フレデリカが魔法で攻撃する。

　しかし、それはボスが空中に展開した障壁に阻まれダメージを与えられない。

「うわー、私と同じ魔法支援タイプかー……」

　フレデリカの攻撃では倒せないとみたペインがボスの方へ抜けようとする。

　するとそれに反応して、ボスはその身を守るようにさらに兵士を召喚した。

「追加召喚？　ペースが速いな……」

「ちょっとー！　流石に増えすぎると守りきれないよー」

「こっちは俺がやるかぁ……ペイン！　そっちは頼む」

「ああ！」

「【多重加速】【多重増力】！　【戦いの歌】！　【高揚】！」

　フレデリカが効果時間の短いバフをペインとドレッドに次々にかけていく。

　それは四つ五つ程度ではない。スキル魔法問わず大量のバフを受けて二人の体がグンと加速し、与えるダメージが上昇した武器から赤いオーラが立ち昇る。

「【アーマースルー】【旋風連斬】！」

「【範囲拡大】！　【断罪ノ聖剣】！」

　部屋の両側で凄すさまじい量のダメージエフェクトが弾ける。

　ドレッドは防御貫通効果を付与し、高速の連撃で範囲内の対象を次々に斬り伏せていき、ペインはたった一撃で増援全てを消しとばした。そして、目の前が開けたところでドラグがスキルを使って加速する。

「【突進】！　【パワーアックス】！　ほらよ、任せたぜ！」

　ドラグはボスの背後に回り込むと大斧を振り回してボスをペインとドレッドの方へ吹き飛ばす。

　体勢を崩すボスの周りにカウンターとばかりに大量の魔法陣が展開され、結晶の弓矢が射出される。

「「【超加速】！」」

　二人は一気に加速し、矢の雨をくぐり抜けてボスに接近し、さらに攻撃を加える。

「【クインティプルスラッシュ】！」

「【断罪ノ聖剣】！」

　二人の攻撃が胴体に突き刺さり、ボスのＨＰバーがガクンと減少する。

　それでもまだ倒れはしないようで、足元から衝撃波を放つと二人を吹き飛ばして距離を取る。

「【マルチヒール】！」

　フレデリカは先程の矢の雨でダメージを受けたドラグと衝撃波を受けたペインとドレッドを回復して次の攻撃に備える。

　ボスが地面に杖を突き立てると三つの大きな魔法陣が展開され、そこから全身が結晶でできたドラゴンが一体ずつ姿を現す。それに続くように兵士達も姿を見せる。

「はっ！　中々派手にやるもんだな！」

「注意するんだ。これも倒し切る必要があるだろう」

「フレデリカ。これを全部やるのは面倒だ……俺の【アーマースルー】をペインに渡して終わらせろ」

「んー、ペインいいー？」

「……ああ、構わない。被害が出る前に終わらせよう」

「分かったー。ほら皆、攻撃力あげてー！」

　ボスが次々に結晶の矢を放ち、ドラゴンは光線を吐き、四人を鋭い爪で抉えぐろうとする。兵士の攻撃をいなしつつ、四人は準備を終えた。

「【多重全転移】！」

　フレデリカの魔法によって、ドレッドとドラグとフレデリカにかかっていた全てのバフがペインに移される。

　多くのバフを受けいっそう強いオーラを放つペインがすっと剣を正面に構える。

　ペインに狙ねらいを定めたボスが矢を放ち、三体のドラゴンが光線を吐き、兵士が波のようになって襲いかかる。

「【破壊ノ聖剣】！」

　しかし、それを押し返すようにペインから放たれる強烈な光と斬撃による衝撃波が地面を抉る。大量の攻撃力上昇がかかったその一撃は、矢も光線も軍勢も、等しく光に変えて飲み込んでいった。

　全員の力を一点に集めたその圧倒的な威力の前に、取り巻きのモンスター達は耐えられない。

「もらった！」

　その光を斬り裂いて接近したペインは、召喚していたモンスターに守られて何とか生き残ったボスに剣を振り下ろし、肩口から大きくダメージエフェクトを弾けさせる。

　そして、ボスは断末魔を残してバタリと倒れ、パリンと音を立てて砕けて消えていった。

「ふー……おつかれ、おつかれー」

「ああ、皆ありがとう」

　ペインが剣をしまい、土つち埃ぼこりを払う。ドロップアイテムも回収して分配し、残るは七階への道だけである。

「おう、いい威力だったぜペイン」

「この調子で次も勝てれば楽なんだがなぁ」

「もう塔も折り返しだ。一筋縄ではいかないボスもいるだろう」

「私達なら大丈夫大丈夫！」

「そうだな。次もバフと防御は頼んだぜ」

「だから防御が必要になってるのはドラグばっかりなんだけどー」

「元気そうだな……ならさっさと次進まねぇか」

「そうしよう。まだ戦闘能力は落ちていない。行けるところまで行こうか」

「クリア一番乗りしたいしねー！」

「おう！　こんな所で止まってられないぜ」

　こうして四人はボスを真っ正面からより強い力で倒し、七階へと歩を進める。

　目標は最速のクリア。四人で挑む理由など色々と理由づけはするものの、つまるところ四人ともかなりの負けず嫌いということなのだった。








六章　防御特化と塔七階。









「ここって……」

「またすごいとこに出たね……」

　七階にやってきた二人を待ち受けていたのは視界を白く染める吹雪ふぶきと膝ひざ下したまで積もった雪、そして一歩先の断だん崖がい絶壁である。上空は激しい吹雪に荒れる空が広がるばかりである。どうやら目指す先は崖がけ下したのようだが、それも吹雪で上手く確認できない。

　塔の中とは思えないその景け色しきに二人は息を吞む。

　吹き付ける雪のせいか装備の一部は凍りつき白い光を放ちはじめる。

「どうするサリー？　とりあえず目に見える範囲にモンスターはいなそうだけど」

「崖の上って感じだし……下へ向かう……のかな？」

　どうにも吹雪で周りが確認出来ないため、二人はとりあえず足元に気をつけながら探索していく。

　その結果、崖方向に降りることができそうな足場が続いているだけで、その他の方向には行けないことがわかった。

「崖のすぐそばを渡っていくしかないね。ただ……」

「うぅ、すっごい風だよ！」

　吹雪で視界も悪く、足元も雪に覆われている。強風まで合わされば小さな足場を移っていくのは難しいと言えた。そもそもメイプルにとっては普通の天候でも厳しいくらいなのである。

「とはいえ、下へ行くしかないけども。どうする？」

「シロップ呼んで乗せてもらえば楽に降りられるんじゃないかな？」

　メイプルがそうしてシロップを呼び出そうとするものの、どうしたことか反応はない。

「あれ？　んー、だめだあ。どうしたんだろ？」

　メイプルの反応を見てサリーがステータスを確認する。

　すると、そこには装備の一部スキル、能力を封印していることが表示されていた。メイプルのスキルスロットにセットしたいつもの主力スキルは全滅である。

「【破壊不可】とステータスの上昇は消えてないけど【蜃しん気き楼ろう】と【大海】は駄目みたい。メイプルのもそんな感じじゃない？」

「うぅ……大変……でも、七階まで来たって感じだね！」

「お、いいね。やる気十分」

　制限も厳しくなっているものの、メイプルも滅多なことではへこたれないようになってきたのである。基本的に手痛いダメージさえ受けなければそうそう弱気になることもない。

「さてと、素直に降りる？」

　サリーには何か思うことがあるようで、メイプルの方を見て笑みを浮かべる。

「えへへ、ここってショートカットできそうじゃない？」

「ん、そうだね。そう言ってくれると思ってた」

　二人は足場の続く崖の淵ふちに立って崖下を見る。

　目的地が見えずとも、メイプルならば飛び降りようと思えば飛び降りることができる。

　つまり、ショートカットとはメイプルの防御力に物を言わせた自由落下だった。

「【身捧ささぐ慈愛】が封印されてないなら私もついていけるし、正規ルートの方がメイプルには辛いでしょ」

「じゃあ準備準備！　きっちり体は固定してね？　飛んでいっちゃったら大変だし……」

「おっけー、念のためアイテムは構えておくよ」

　片手は【糸使い】のために残しておき、もう片手に五層で手に入れた水の塊を生み出すアイテムを持って、メイプルと背中合わせになってロープで体を固定する。

「なんか、自然に崖に身を投げるって発想が出てくるようになっちゃったなあ。もう、メイプルのせいだからね？」

「あはは……晴れてたら今度はもうちょっと普通に降りようかな……」

「じゃあ、行く？」

「おっけー！　……いっせーのーでっ！」

　二人は一つ深呼吸をすると、大きく手を振って反動をつけ空中へと飛び出す。

　メイプル達は吹雪を切り裂いて、足から真まっ直すぐに遥はるか下の見えない地面に向けて落下していく。

「うぅぅ……すっごい風の音！」

「そうっ、だね！」

　そうして落ちていくにつれて吹雪は弱くなっていき、雪煙の中に薄っすらと地面の景色が見えてくる。

　そこに見えたのは、見るからに防御を貫通しそうな、空に伸びる鋭い氷が敷き詰められた大地だった。

「うぇっ!?　だ、だだだめだよそれはっ！」

「飛び降り読みの剣山……!?」

　サリーはそれを見て即座に手に持ったアイテムを使用する。五層の雨が降るエリアで手に入れたアイテムから、ポンッと大きな水の塊が二人の真下に飛び出してふよふよと浮かぶ。

「【ウォーターウォール】【氷結領域】！」

　スキルとアイテムにより生み出された大量の水が、サリーのスキルにより即座に凍結する。

　凍結しても浮かぶ性質は残っており、メイプル達は派手な音を立てて氷塊に激突し、砕き割りつつ勢いを落とした。

「完全に止まりはしないけど……っ」

　サリーは再度水球を生み出し凍結させると、ちょうど水球が頭上にくるまでそこに糸を繫ぎ、体を振って崖の方へ無理矢理方向を変える。

　崖の方にも鋭い氷はあるものの、真下の地面よりはマシである。

「メイプルっ、盾！」

「えっ、あっ、うん！」

　メイプルが盾を構えながら崖に激突する。盾で受け止めきれなかった氷がメイプルを掠かすめてダメージエフェクトを散らす。

「うぇぇ……」

「【ヒール】っと、とりあえず足場に降りようか」

　メイプルの傷を治してサリーと二人氷の足場に座り込む。メイプルは氷が掠めていった所をさすりながら氷の棘とげを見て顔を青くする。

「や、やっぱりズルはだめだね……」

「そうだね……見えない場所に飛び降りるのはやめとこう」

「モンスターじゃなくてよかったあ」

「だね。ここまできてノーダメージクリア失敗なんて嫌だし」

　とはいえ、これで二人は序盤中盤をすっ飛ばして一気に崖下近くまでやってくることができたのである。

「ふー……心臓がきゅってなったよー」

「私も。リカバー考えておいてよかった」

　二人は少し落ち着くまで雑談を交わしてから、背中合わせにつないでいたロープを外し、さらに下へと、今度はきちんと壁を伝って慎重に向かうのだった。




　残りわずかとなった正規ルートを、二人はゆっくりと進んでいく。

　何かが起こるような場所をすっ飛ばしていったため、足場を移っていくだけで何事もなく崖下へとたどり着くことができた。

　目の前には、先程二人を貫きかけた背丈よりも大きい氷の棘が森のように広がっている。

「……あっちかな？　進めそうなのは」

　吹雪ふぶきも弱まり、視界も良くなったところでサリーが棘の間に続いている細い道を指差す。

「横を通り抜けるだけなら刺さらないし、よかった」

　二人は氷の棘の並ぶ間をするすると抜けていく。

　道中にモンスターの気配はなく、どうやらこの階の関門はモンスターではなく地形そのものだったということだろう。

「ってことは、やっぱりこの棘、防御貫通かな。上から刺さったら多分即死だったね」

「うう……足滑らせなくてよかったあ……」

　即死級のダメージなどそうは受けることのないメイプルは、氷の棘をコンコンと叩たたくサリーの言葉に背筋を震わせる。

　そうして進んでいくと、ぱっと目の前が開けて雪に覆われた円形の広場に出た。

「ボス？」

「今のところはいないみたいだけど……来たかな？」

　氷の棘をへし折りバキバキと大きな音を立てて、二人の正面から棘だらけの巨大な球体が勢い良く転がってくる。

　それは二人の前でぱっと体を開く。

　現れたのは、背中には先程まで見てきたものに似た、青白い氷の棘を生やし、雪でできた真っ白な体を持つハリネズミのような見た目のボスだった。

「かわいいっ！　けど……かわいいけどっ！」

「あれで転がってくると困るね……」

　二人は硬そうな背中の棘とその見た目からは想像できない速度で転がってくるところを見たばかりである。

　防御を貫通すると分かりやすく示している、その突進を受けるわけにはいかないのだ。

　ハリネズミはメイプルたちを視認すると、雪でできた身体からだをぎゅっと丸め、一つの雪玉のようになり、体表を氷の棘で覆ってメイプル達に突進してくる。

「メイプル構えて！」

「うん！　【ピアースガード】」

　メイプルはサリーを後ろに隠してその巨体を盾で受け流そうとするものの、速度に押されるようにして弾き飛ばされる。

「うぅ……すっごい速いね」

　雪を払いながら立ち上がったメイプルにダメージはないものの、このまま転がり回られてはまともに攻撃できない。

「何とか動きを止めないと」

「ど、どうしよう？」

「……ん？　メイプル、あれ見て！」

　サリーが指差したボスの背中、そこに生えていた氷の棘が根元から二本折れていたのである。

　あれさえなくなればメイプルを脅かす貫通攻撃は無くなるかもしれなかった。

「試してみよう。攻撃と、あときっちり防御して棘が折れるならきっと攻略できる」

「うん、頑張る！　【全武装展開】！」

　メイプルは武装を展開すると再び転がってこようとするボスに向かって射撃を開始する。

　それはボスの背中に当たってもダメージを与えることはなかったが、氷の棘は少し折ることができた。

「来るよ！」

「【カバームーブ】！」

　メイプルはギリギリまで射撃を続け、飛とび退のいたサリーに高速で追いついて回避する。

「えへへ、久しぶりにこれで避けたかも」

「今は当たったらダメージ二倍になるから気をつけてね？」

「あっ！　そうだった。当たらないようにしないと……」

「……転がってる間は攻撃しても意味ないみたいだね」

「ほんとだ！　せっかく撃ったのに折れてないよ」

「とりあえずダメージを与えられるタイミングを確認しよう。いろいろ変化はあるみたいだし」

「うん！　避けられるなら怖くないね！」

「これくらいの速度ならなんとかなりそうかな。攻撃は任せるね」

「いいよー！　かわりに避けるのは任せる！」

　メイプルが攻撃し、サリーが避けるのに合わせて【カバームーブ】を使って突進から逃げる。

　回転中は無敵のようだったが、立ち止まってから再度転がるまでの隙を狙ねらうのは、二人にとっては難しいことではなかった。

　これを繰り返して、二人は背中の棘を全すべて叩き折ることに成功した。

「よーし！　これでどう！」

　貫通攻撃の脅威がなくなったメイプルは胸を張って喜びの声を上げる。

　そして、次の突進に対して構えていた二人の眼前で、ボスのハリネズミは雪でスリップし、仰向けで起き上がれず、わたわたと暴れだしたのである。

「チャンスだ！」

「くっ、でも微妙に遠い！」

「サリー！　つかまってっ！」

「えっ？　あっ、分かった！」

　メイプルは武装を地面に向けると、それを爆発させ真まっ直すぐにボスの方へと飛んでいく。

　そうして墜落するように隙だらけの腹部に降りると、上手くいったという風に笑う。

「【ファイアボール】【トリプルスラッシュ】！　よしっ、ダメージ入る！」

「えっと……使える攻撃スキル……あっ【百鬼夜行】！」

　わたわたもがくハリネズミの両側に大鬼が二体現れ、その金棒をゴンゴンと叩きつけ、ダメージを与えていく。

「え、絵面が……」

「あんまりダメージ出ないや……うわっ!?」

「耐性があるのかも。一いつ旦たん離れるよ！」

　ようやく体勢を整えたボスに振り落とされたメイプルをサリーがキャッチし、距離を取る。火属性以外の攻撃に対してはダメージ減衰があったようで、ダメージはそこまで入っていなかった。

「うん……あっ！　二人ももう攻撃しなくていいよ！」

　大鬼はガサゴソと雪の中に潜っていくボスを追撃しているものの、ダメージは与えられていない。

「あっ！　逃げていっちゃうよ！」

「いや、これは多分……」

　そして、姿を消していたボスはしばらく経たってから再び現れる。

　真新しい氷の棘に覆われた姿で。

　待機していた大鬼二体がゴスゴスと金棒で殴りかかるもののそれだけでは棘全ては折れず、そのままハリネズミの強力な突進をモロに受けて大鬼は消えていってしまった。

「あーっ！」

「攻撃力上がったかも！　メイプル、きっちり避けるよ！」

「う、うん！　絶対当たりたくない……」

　メイプルの強力な攻撃スキルがほとんど使えず、純粋に二人という人数で手数が乏しいため、まだまだハリネズミを倒すには時間がかかる。

　集中し続けられるかが勝利への鍵かぎだった。

　突進を避けては少し攻撃して離れるのを繰り返して、二人はじりじりとボスのＨＰを削っていく。

　しかし、慎重に戦えばダメージを受けるような相手でもない。

「避けて……攻撃っ！」

「よし、半分切った！」

　ＨＰバーの色が変わり、二人はようやくここまできたと再度集中力を高める。

　ここでダメージを受けてしまっては全てが水の泡なのだ。二人の見ている前でハリネズミはまたしてもガサガサと雪の中に潜っていき、その姿が見えなくなる。

「また!?」

「メイプル！　パターンが変わるかもしれないから、一旦離れて様子を見るよ！」

「分かった！」

　サリーは【氷柱】を発動し、糸を繫つないで急ぎ地面から離れる。

　その直後、地面から氷の棘が不規則に伸び、二人を貫かんとする。

「あ、危なかったあ……」

「潜ったら地面に注意しておかないとね。ほら、ボスは下にいるわけだし」

「なるほどなるほど」

　そうこうしているうちに地面の氷の棘は収まり、代わりにボスが地面から出てくる。

「また出てきたし、降りるよ！」

「おっけー！」

　二人は同じようにハリネズミの突進を待つと、今まで通り横にずれて躱かわそうとした。

　ただ、行動パターンの変化はここにも現れており、二人が避けた方向にぐいっと進路を変えて突撃してきたのである。

「わっ!?　か、【カバー】【ピアースガード】！」

　咄とつ嗟さにスキルを発動させサリーの前で大盾を構えたメイプルに氷の棘とげが直撃する。

　バキバキと音を立てて棘が砕けるも、そのまま勢いを落とさずに転がり抜けてくる。

「危ない危ない……頭擦られたぁ……」

　思わず頭をさすりながらダメージがないことを確認し、転がっていった方を見つめる。

「ナイス判断メイプル。ごめん、今度はうまく逃してあげるから」

「うん、お願いするっ！」

　再度突進してくるボスを、同様に飛とび退のいて躱すと、当然追いかけるように向きを変えてくる。

「【跳躍】！　よっ、とっ！」

　サリーは【跳躍】で飛び退くと、メイプルに糸を付けて引っ張り突進の軌道から外した。

　もう一度曲がってくることはなく、二人はそのまま真っ直ぐ転がっていくのを眺める。

「【カバームーブ】だと、もし当たった時に大変なことになるしね」

　普段はないものとして扱っているダメージ二倍も、防御貫通攻撃相手では無視できない。【ピアースガード】の効果が切れていればＨＰが低いメイプルにとっては致命傷にすらなりうる。

「もっとＨＰ減らしたらもう一回曲がってくるかな？」

「かもね。パターン変わる前に一気にケリつけちゃおうか」

　スキルで上に避難することができる二人にとって、地面からの棘はたいした脅威とならず、同じことを繰り返して着実にダメージを与えていく。

　イズから貰もらった攻撃に火属性を付与するアイテムを使い、スキルが制限されているとは思えないほど順調にボスのＨＰを削る。

「飛び乗るよ！」

「よーし、攻撃ターイム！」

　二人は武器やスキルから炎を散らしながら、再び背中の棘を失い、ひっくり返ってもがくボスを攻撃し、ついにＨＰは残り二割を切った。

　しかし、もう一息といったところで、ボスは再び地面へ潜ってしまう。

「とりあえず避難避難！」

「そうだね。また動き変わりそうだし、気をつけて」

　二人はぴったりと氷の柱にくっついて次の動きを観察する。

　先程と同じように地面から氷の棘が次々に突き出す中、エリアの中央でハリネズミは体を丸め氷の棘に覆われると、高速で回転し、今度はその背の棘を飛ばしてきた。

「やっ、ば！」

「【カバー】！」

　構えた大盾にぶつかり巨大な氷が音を立てて砕ける。次々と飛んでくるそれを受け止めるので精一杯といった状態である。

「ううっ、すごい衝撃！」

「掠かすったりしないようにきっちり見て！」

　不安定な状態でしばらく大砲のような攻撃を耐えていると、棘を撃ち切ったボスはまたもぞもぞと雪の中へ戻ろうとする。

　しかし、それを見逃す二人ではない。

「こっちだって遠距離攻撃は得意なんだよっ！」

「面倒だし、もう潜らせない！」

　今回の地面の棘は収まる気配がないため、メイプルはサリーに体を固定してもらったまま、武装を展開してレーザーと銃弾を叩たたき込こむ。サリーは魔法とアイテムを使い、メイプルの支援と火力補助を行う。

　火属性で弱点を突つくことができていたためか、残り少なかったボスのＨＰはみるみるうちに減少していき、地面に潜る寸前でなんとかゼロにすることができた。

「やった！」

「うん！　ナイスガード、助かった」

「ううん、サリーの【氷柱】のおかげだよー。これがなかったらすぐに地面からの棘にやられちゃってた」

「ふふ、役割分担ってことで。こっちもメイプルのおかげで楽に倒せたし。そもそも多分途中のダンジョン部分すっ飛ばせてるし……」

「あ、そういえば七階はそうやって来たんだっけ」

「今度からは安全を確認してから飛び降りないとね」

「あはは……私も気をつける」

　第七回イベントのこのダンジョンも残りは後三階となったところで、二人は一旦帰ることとした。

　アイテムもかなり使っており、メイプルのスキルと【機械神】の兵器も打ち止めである。休憩し戦闘能力を元に戻すついでに、クロム達がどれくらい進んだのか聞いてみようと、ギルドホームへ戻っていくのだった。
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　メイプル達が五層のギルドホームに戻ると、ちょうどクロム達も攻略から戻って休んでいるところだった。メイプルはちょうど良かったというようにぱたぱたと駆け寄る。

「お、そっちも一段落ついたか？」

「はい！　スキルをほとんど使っちゃったので、今日は終わりです」

「メイプルちゃん達はどこまで進んだの？」

「ちょうど七階が終わったところです！」

　二人はイズが追加で出してくれた飲み物を受け取って、椅子に腰掛ける。

　クロム達は九階まではクリアしたとのことだった。

「わー！　すごいです！」

「うん、私達も早く追いつきたいね」

「二人の楽しみを奪わないように大きなネタバレは避けるが、十階のボスは強いぞー」

「私達はそれに負けて戻ってきたんだ。ボスには会えるだろうからな、気をつけておくといい。素早く重い攻撃だった」

　それを聞いて二人は驚く。この六人が負けるとなると相当強力なボスであろうことは容易に想像がつく。

「メイプルさん達も……頑張ってください！」

「私達も何とか倒してみせますっ！」

「まー、様子見だったから僕の魔導書もまだ使ってないし。多彩な攻撃ってわけじゃないんだけどねー。メイプル達も勝ってほしいな」

　六人はまだ試していないアイテムや戦術は残っていると言うが、皆一様にそれでもかなりの強敵になることは変わりないとこぼす。

「……す、すごいボスがいるんだね。何か緊張してきた」

「メイプル、まだ早いよ。まずは八階と九階もクリアしないと」

「そうだね！　準備万端で行かないと」

「足りなくなったアイテムがあったら言ってね。それと、塔の途中で手に入れた素材で作ったアイテムもあるから、後で欲しいものがあったらもって行っていいわよ」

「ありがとう！」

「うん、助かる。やっぱ二人しかいないと火力アップの為ためのアイテムはガンガン使うし……」

　メイプルの火力は基本的に固定なため、ＳＴＲに頼ることなくダメージが出せるが、逆に言うとこれ以上火力を伸ばしにくいとも言える。

　ボスが強くなるにつれて、サリーの火力が重要になってきているのだ。

「こっちにアタッカー三人がいるからなあ。ただ、回復のありがたさは久々に感じてるな」

「普段はメイプルちゃんがいるものね」

「私達はマイとユイのお陰でボスを楽に倒せるのが救いだろうな」

「役に立てて嬉うれしいです！」

「今回は、上手うまく当てられました……」

　活躍できたことが嬉しかったようで、二人は笑顔を見せる。メイプルもそれを見て改めてギルドに誘って良かったと思う。

　その後、ここまで攻略した中で苦戦したボスについて話は移っていく。

「あの本のボスはキツかったな」

「ああ、私の刀のスキルを持っていかれたりクロムの復活を持っていかれたり……」

「マイちゃんとユイちゃんの攻撃力がガタ落ちしたりもしたわね」

　メイプル以外のギルドメンバーも強力なスキルをいくつも所持している。それが奪われるとなっては戦術も崩壊するというものである。

「あー、あれは大変だったなあ……私ほとんどスキル取られちゃったし」

「それでも全部弾いてたから【身捧ささぐ慈愛】を押し付けて的を広げさせて勝ったんだよね」

「相変わらず滅茶苦茶してるね？」

　カナデのその言葉にメイプルも言うことがあるようで、でもでもと腕を振って話し出す。

「サリーだって、私が【捕食者】に齧かじられてるうちに【機械神】の攻撃を避けて倒し切っちゃったし、すごかったんだよ！」

「私も【身捧ぐ慈愛】無しで回避するボス戦は久しぶりだったし、結構楽しかったな」

「【機械神】の銃撃も避けるのね」

「あれだけは誰だれも真似できないだろうな」

　こうして話を続けていくうちに、メイプルとサリーがまともに攻略している層が少ないという話になり、さらに、それを言うなら六人での攻略もボスが簡単に倒れていくのも普通でないという話題になった。

「今回のイベントが終わったらまた全員で探索に行きたいなー」

「うん、それもいいね。なら、きっちり十階までクリアしないと」

「俺達も策を練り直してクリアするぞ。先に塔の外で待っててやるからな」

「私達も負けませんよー。頑張って追いつきますっ！」

　イベントが終わったらまた全員で探索するという約束を一つ交わして、その後もイベント中に起こったあれこれの話に花を咲かせるのだった。








幕間　防御特化と炎帝ノ国。









　ミィ達【炎帝ノ国】の四人組は七階にやってくると吹雪ふぶきに荒れる崖がけの頂上で下を確認する。

　崖下も相変わらず、地面を確認できないほどの激しい吹雪となっていた。

「七階は雪と氷か。これはミィが活躍しそうだなぁ」

　シンは今回もサブアタッカーとして、補助に回るかと剣を抜く。

「崖下へ向かえばいいようです。足場はあまり良くありませんが」

「僕が先頭を行くよ……罠わなとかあるかもしれないし……」

「ああ、任せる。ミザリー、回復は頼んだ」

「ええ、勿もち論ろんです」

　四人は崖下へと向かうために、崖からわずかに突き出した足場を進んでいく。

「っとと、落ちたら終わりだなあ」

「待って……多分、そこに何か仕掛けてあると思うんだけど……」

　先頭を行くマルクスが少し広くなった足場を指差す。このまま進んでいけば間違いなくその上を通過することになるだろう。

「スキルが封じられてて……本当にあるのかは分からないんだけど……」

　普段ならば装備のスキルで罠の位置を把握することができるが、七階は装備のスキルが封印されている。

　マルクスがあると思ったというだけで、根拠となるものはない。それでも、三人はなるほどと足を止める。

「マルクスがあると思うんならあるだろうなあ」

「ああ、私もそう思う」

「どうします？　避けて進むのは難しいと思いますが」

「シン、攻撃してみて……」

「ん、任せろ！　【崩剣】」

　その声とともにシンの剣はいくつもの小さな剣になり宙に浮かび、一気に加速して足場とその周りの壁に突き刺さる。

　すると足場が一瞬光り、巨大な氷の棘とげが突き出してきた。

　それは少しすると消え、マルクスは今のうちにと手で合図を出す。

　マルクスについていく形でそこを抜け先を進む。それからもマルクスは罠をことごとく看破して、そして崖の中へ伸びる洞どう窟くつで一息ついた。

「すごいよなあ……マルクス、どうして分かるんだ？」

「スキルは使えないはずですよね」

「な、なんとなく……？」

　自信なげではあるものの、その技術は本物である。罠を看破するスキルがなくとも、経験と直感は罠を見逃さない。

「お陰で助かっている。マルクスがいなければ私達は今ごろ崖下に突き落とされていただろう」

「道中は僕が頑張るよ。だから、ボスはよろしく……」

「任せろ。氷のボスなら私の敵ではない」

「うん、じゃあそこまで連れて行かないとね……」

　四人は休憩を終えて崖の中の洞窟を奥へ進む。少しずつ下っているその洞窟は天井から大量の氷柱が伸びており、床も壁も完全に凍りついていた。四人は人が二人横に並べるかどうかというような洞窟を慎重に探索する。

「滑るなー。かなり歩き辛いぞこれ」

「っ……皆！　何か来るよ」

　先頭を進むマルクスがそう言ったのに少し遅れて、洞窟の奥から大量の白いコウモリが飛んでくる。

「その程度なら……どうだっ！」

　コウモリが氷のブレスを吐き出すその前に、空を飛ぶシンの剣が次々にコウモリを貫いていく。

　狭い洞窟ではコウモリの攻撃は避け辛いが、それはシンの剣も同じことである。グングンと奥に剣を飛ばして、四人にたどり着く前に全すべてのコウモリを倒しきった。

「よーし、今日は調子がいいな」

「私達が何かするまでもなかったですね」

「そうだな」

「二人はボス戦で全力で戦ってくれるだろ？　道中くらいは戦わないとな」

　その後も何度かコウモリは襲ってきたものの、どれもシンによって撃ち落とされていった。




　垂直な縦穴をロープを使って下り、さらに下へ下へと進む。

　すると凍った地面にいくつも穴が開いている広い場所に出る。

「少し広い所に出ましたね」

「地面が穴だらけだ。何かあるかもしれない」

「言ってるうちに出たぞ！」

　地面の穴からは小さなハリネズミが何匹か姿を見せており、それらが鳴き声を上げるとこの広場の入口と出口が氷の壁で塞ふさがれる。

「上から氷柱が降ってきます！」

「下からも来てるぞ！」

「【豪炎】！」

　ミィが氷柱やハリネズミ、出口を塞いでいる氷の壁まで全てを溶かさんと業火を放つ。それはこの空間を埋め尽くすが、特殊な氷柱のようで全てを破壊することができない。

「くっ……！」

「【神の息い吹ぶき】！　【癒いやしの光】」

　ミザリーは咄とつ嗟さに範囲ダメージカットと持続回復スキル、さらにＨＰ回復スキルを使用する。

　いくつもの氷柱が突き刺さり減少していた四人のＨＰがグングンと回復する。

　炎が収まり、氷柱の雨と地面からの棘も止まったところで四人はまだ立っていた。

「ナイス！　助かったミザリー！」

「ありがとう……」

「まだです！　原因を絶たなければ！」

「また出てきたぞ。もう一度潜らせるな！」

　ミィとシンが手分けして顔を出したハリネズミを倒していく。そうして全てのハリネズミを倒したところでパリンと音を立てて出口を塞いでいた氷の壁が砕けて消えた。

「ふぅ……体力は低かったか」

「一瞬焦ったけど、ミザリーがいればあれくらいはどうにかなるもんな」

「僕は奇襲とは相性良くないし……助かったよ」

「ありがとうございます。ただ、装備のスキルが封印されているので回復量は下がっています。いつもより気をつけて戦ってくださいね」

「十分過ぎるくらいだ。だが、分かった。気をつけておく」

　そうして四人はどんどんと洞窟を下り、崖の半ばより下の辺りに出る。

　吹雪ふぶきは随分収まって、見えなかった地面もよく見えるようになった。

「おー、すごい棘だな」

「ですね。ここまで見えるようになりましたし、もう少しで地面に降りられそうです」

「ボスが近いかもしれない。いつでも戦えるようにしておこう」

　崖下りももう残り僅わずかである。となればボス戦を意識し始める頃ころだった。

　罠の数は多く、また数で攻める雑魚ざこモンスターも度々出てきたものの、そんなものは四人の敵ではない。マルクスとシンを中心にして、四人は大きな問題もなく崖を下り切った。

「随分下ったものだな」

「そうですね。途中は崖の中だったので実感がないですけれど」

「モンスターも少なかったしな。で、次はどっちだ？」

「あっちかな……？」

　マルクスが氷の棘の隙すき間まを指差す。一列になれば隙間を縫って進んでいけそうだった。

「うん、罠はなさそう」
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「なら行こう」

　ミィはぐっと両手に力を入れる。いつボスと出会うことになっても【炎帝】を発動できるように心の準備をする。氷の棘の森を抜けた四人の前にばっと広大な雪原が現れる。そして、それぞれが武器を構える中、背中に鋭い氷の棘を持ったハリネズミが現れた。

「ボスだぞミィ！」

「道中のものが大きくなったみたいですね！」

「【炎帝】！」

　ボスと対たい峙じした瞬間、ミィの広げた手のひらの先に燃え盛る火球が生み出される。それは吹雪を撥はね除け、雪原を照らし出す。

「皆、準備はいいな！　行くぞ！」

　こうしてミィの声と共に、戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのだった。




　ハリネズミは体を丸め雪玉になり、体表から氷の棘を大量に伸ばして凄すさまじい速度で転がってくる。

　マルクスが咄嗟に遠隔で罠を設置し、突進を止めようとするものの、地面から伸びた太い蔓つるや岩の壁は氷の棘にバラバラにされてしまい、全く勢いは衰えない。

「【豪炎】！」

　ミィの体からは大量の炎が噴き上がり、前方に業火が吹き荒れる。氷と雪でできている体では耐えられるようなものではない。

　しかし、ボスは勢いのままに業火を貫いて、驚くミィの肩を抉えぐっていった。ＨＰがガクンと減少するものの、それは即座にミザリーが回復させる。

「大丈夫ですか!?」

「……問題ない」

　転がっていったボスを見ながらＭＰポーションを飲んでＭＰを回復させる。

「ダメージは無しか」

「いや、効いてはいるみたいだぞ」

　雪煙が晴れた先にいたボスの背中の棘の大部分がなくなっている。

　ミィの業火に正面から突っ込んで無事でいられるはずもなく、たった一度の衝突で武器となる棘はボロボロになっていた。

「あれを溶かし尽くすところからいこうか。ミザリー、ＭＰ回復を任せる」

「分かりました」

「【フレアアクセル】！」

　ミィは足元から炎を噴き上げ、そのまま高速で追撃に向かう。ボスがもう一度突進を始める前に間近に接近したミィは、魔法使いとは思えない近接戦闘を開始する。

　両手で火球を操り、ボスが纏まとう残りの棘を溶かし尽くすと、そのまま飛び上がり上空からいくつもの炎の槍やりを投射する。

　このボスは転がっている間はダメージを受けないが、その合間の一瞬は別である。ボスのＨＰはガクンガクンと凄まじい勢いで減少していく。

「ミィ、突進が来るぞ！」

「ああ！」

　棘を全すべて折られたボスは転がろうとしてそのまま滑って仰向けになり大きな隙を晒さらす。

「【ＭＰパサー】！」

「【炎陣】！」

　ミィはミザリーからＭＰを譲り受けるとさらに大技を発動する。ミィを中心に赤い魔法陣が展開され、地面を炎が伝っていく。

　範囲内にいるプレイヤーの与えるダメージを増大させ、炎属性を付与するスキルによって全員の能力を底上げする。

「ふっ！」

　ミィは二つの火球でボスの体を焼き尽くしながら、さらに空中に炎の球を生み出し撃ち出していく。両側からは炎を纏まとった剣が大量に飛来し、真下からは燃える荊いばらがボスを締め上げる。

「【蒼炎】！」

　最後にミィがボスに突きつけた手のひらから青く輝く炎が噴き出し、ミィのＨＰを代償にボスのＨＰを削り取る。

「燃え尽きろ！」

　最後に仰向けになったボスの背中から青い炎が噴き出し、地面を駆け巡り、ボスのＨＰバーはゼロになった。

　ボスが光となって砕け散り、残り火が収まったところでシンが口を開く。

「いやー……文字通り滅茶苦茶な火力だなあ」

「だね……」

「私は回復に専念するしかありませんでしたよ」

「ああ、ありがとう。ミザリーがいなくてはこうはいかなかった」

　ミザリーがミィのＨＰとＭＰを補うためのスキルを使っていなければ、ここまで滅茶苦茶に大技を連打することはできない。

　先に代償にしているＨＰやＭＰが尽きてしまうからだ。

「ワンダウンで倒せる相手じゃないはずなんだがなあ」

「ミィもすごく楽しそうにやってたから……いつもより全力で……」

「そ、そうだろうか？」

　自分の攻撃を振り返るミィの隣で、俺ももう少し攻撃力を上げてみるかとシンは呟つぶやく。

「やっぱり相性がいいボスでしたね」

「ああ。皆、まだいけるか？」

「もちろん。今回は楽させてもらったからな」

「僕も大丈夫……」

「私も問題ありません」

「なら八階に行ってしまおう」

　消耗の少ないミィ達はそのまま八階の攻略に向かうことにした。ミィはまた一本ＭＰポーションを空にしながら、友人であるメイプルに想おもいを馳はせる。

「メイプルは順調に攻略してるかな……？」

　メイプルがサリーと二人で攻略すると聞いて、負けじと四人での攻略に乗り出したのである。今までのボスを振り返り、メイプル達なら二人でも勝つのだろうなと思わず笑みがこぼれた。

「どうしたミィ！　行くんだろー？」

「はっ……！　あ、ああ悪かった。今行くとも！」

　考え事をしていて止まっていた足をまた動かして、【炎帝ノ国】の面々と八階に進む。

　そんな中、塔の攻略が終わったらメイプルの所に遊びにでも行こうと考えるのだった。

「さて、八階の景け色しきは……っと？」

「密林……だね」

　あちこちに大木と茂み、蔦つたが見える八階は、ミィとは相性がいいとも悪いとも言えた。

「まずは木が燃えないかどうか確認しないといけませんね」

「燃えなきゃまたミィに全力でやってもらうか！」

「……七階ほど全力で燃やしたりなどしない」

　相性のいいボス相手にはしゃぎすぎたのかもしれないと、少し恥ずかしそうにするミィだった。








七章　防御特化と塔八階。









　翌日、二人は宣言通り準備を整え、いよいよ八階へと足を踏み入れることにした。

「いよいよ八階まで来たね」

「どんな感じかな？」

「クロムさん達にはあえて聞かなかったし、行ってみてのお楽しみだね」

　二人は揃そろって一歩を踏み出し、七階の魔法陣から八階へと転移する。

　目の前を覆う光が薄れていくと、そこに広がったのは密林だった。

　イベントでのジャングルエリアを思い出させるようなその場所には明確な道はなく、前にも後ろにも同じような密林が広がるばかりである。あちこちに深い茂みがあり、太い木の幹を這はうようにして蔓つるが伸びている。高い木の上には色とりどりの木の実が生っていた。周りを観察してみても、進むべき方向を示しているようなものはない。

「えっと……どっちにいけばいいんだろう？」

「転移した時に向いてた方向……かな？」

　二人とも自信はないものの、このまま立ち止まっていても埒らちがあかないと、とりあえず正面へと歩き出す。その瞬間。

「わっ!?」

「メイプル!?」

　メイプルが背後から何かに突き飛ばされるようにして前に倒れこむ。

　それを見たサリーはバッと反転すると、二本のダガーを抜き放ち鋭い目つきで木々や茂みを凝視するが、攻撃してきた何かや罠わなの類いは見当たらない。

「み、【身捧ぐ慈愛】っ！」

　それに少し遅れてメイプルがサリーを守るためのフィールドを展開する。

　しばらく二人は背中合わせになって周りを警戒していたものの、追撃は飛んでこなかった。サリーは一いつ旦たんダガーを収めて一息つく。

「はぁ……メイプル大丈夫？」

「うん、サリーが攻撃されなくてよかった」

「んー、全く気配も感じなかったのに」

「何かの罠かな？」

「どうだろう、まだ何とも言えないけど。八階にいる間は【身捧ぐ慈愛】お願いできる？」

「うん、任せて！　ちゃんと守るから！」

【身捧ぐ慈愛】さえ発動していればサリーが攻撃を受けても問題ない。

　当然のように躱かわしているため、感じさせないでいるが、サリーはどんな攻撃でも被弾すればそれだけで死んでしまうようなＨＰなのである。

「と言ってもやられっぱなしは嫌だし、犯人を見つけたいね」

「私も警戒しておくね！」

　メイプルはそのまま武装を展開し、いつでも攻撃できる準備を整えて進んでいく。

　そうしているうち、猿のモンスターが爆発する木の実を投げてきたり、地面からボコボコと根が伸びて来たりもしたが、【身捧ぐ慈愛】を展開したメイプル相手には無力である。

「モンスターがいないと気楽に探索できるんだけどなあ」

「だね。それに、攻撃してきた何かの正体を摑つかめてないし……」

　サリーもいつも以上の警戒を続けているため落ち着けないままなのだ。モンスターも遠くから攻撃してきては物陰に隠れてしまい、反撃に出ることもできないでいた。

「どのモンスターもすぐ逃げていっちゃうね」

「そう……だね。経験値もくれないし。んー、斬りに行けないのもどかしいなあ」

　ボスにもたどり着いていないため、スキルを無駄に使う訳にもいかない。二人は敵の攻撃を無視しつつボス部屋らしき場所を探す。

　すると、そんな二人の前に草木に侵食された古い石碑が見えてきた。

「あ、サリー！　何かあるよ」
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「魔法陣もないし、ボス部屋って訳じゃなさそうだけど……とりあえず見に行ってみようか」

　二人が石碑に近づいていくと、そこには文字が書かれていた。

「狡こう猾かつな森の主を倒した者の前に道は現れる、か」

「ボスのことかな？」

「だろうね」

「じゃあ倒さないと、ぉっ!?」

　話している途中で唐突にメイプルが前につんのめって石碑に顔を強打する。

　何者かに後ろから攻撃されたのだ。

　サリーがとっさにその方向を見ると巨大なカメレオンが木に引っ付いており、伸ばした舌を元に戻すとすっと透明になって消えていくところだった。

「あいつか……！」

「うぇっ、何？　何かいた？」

「うん、多分最初に私達を攻撃したカメレオン。あと、これは予想だけど。もうボス部屋の中だと思う。っていうかフィールドをボスが動き回ってる感じ？」

「じゃあ追いかけないと駄目なのかな」

「多分。けど！　透明になってるし大変そうだなあ……今のはイベントでの顔見せっぽいし」

　メイプルの遠距離攻撃もこれだけ木々が多くては効果が薄い。サリーも音も立てず動き回るカメレオンの攻撃は正確に予測しきれないため、いつものように速度を活いかしての偵察もできない。

「さて、追いかけっこといきますか」

「色々試してみないとねっ！　……すぅ」

　そう意気込んだところでメイプルの瞼まぶたがすっと閉じられてそのままずるずると石碑に寄りかかるようにして眠ってしまう。

「……メイプル？　……あっ、睡眠！」

　ダメージを受ければ解除されるものの、二十秒の間行動不能になる強力な状態異常。

　先程の見えない攻撃にはそれを与える効果があったのだろう。

　そして、それを待っていたかのように頭上からは爆発する木の実が大量に落ちてきて炸さく裂れつする。

「なるほど、狡猾……ね。【身捧ぐ慈愛】があって助かった……」

　ただ、こんなものではメイプルはダメージを受けないため睡眠も解除されない。

「しばらく待つしかないか」

　サリーは気持ちよさそうにスヤスヤと眠るメイプルを見ながらどうやってカメレオンを捕まえるかを考えるのだった。




「ん……うぅ、あれ？」

　きっかり二十秒経たってメイプルがゆっくりと起き上がり、慌てた様子で周りを確認する。

「おはよう。メイプルが寝てる間、カメレオンが襲ってくることはなかったよ」

「そっか。【身捧ぐ慈愛】も消えてないし……よかったあ」

「ただ……メイプルが食らった時間差で睡眠を与える攻撃と、あの透明化は捕まえるのに時間がかかりそうかな」

「イズさんに貰もらったアイテム使ってみる？」

　先日イズから貰ったアイテムには、一定時間睡眠の状態異常を無効化するものもあった。しかし効果時間が短く、貰った数も少ない。

　いつ攻撃されるか分からない状態で使うのは得策ではないだろう。

「まずは接近できるようにならないと、ＨＰもどれくらいあるか分からないし」

「そうだね！　よし、頑張って探さないと、ぉっ!?」

　立て続けの不意打ちで、メイプルの背中に何かがぶつかる。しかしそれはメイプルを突き飛ばすのではなく、そのまま空中後方に引っ張り上げた。

「うぇぇええっ!?」

「ちょっ、それはまずい、って！　【超加速】！」

【糸使い】の糸が届かないほどにぐんと離れたメイプルに追いつくためにサリーが加速する。その後ろからは木の根が迫り、爆発する木の実がサリーを巻き込んでいく。

「あっ、ぶない！　ギリギリ……助かった……」

　転がり込むようにして急速に遠ざかる【身捧ささぐ慈愛】の範囲内に入ると、生きていることにほっと息を吐く。

「うぅ、びっくりした……」

　メイプルは自身を引っ張っていたものから放り投げられるように解放されて、ガシャンガシャンと音を立てて地面を転がる。

　サリーもメイプルの近くに追いついてきて、今度はあらかじめ【糸使い】でメイプルと一定距離以上離れないよう、お互いの体を繫つなぐ。

「命綱、繫がせて……はぁ、心臓に悪い……」

「うん、いつ攻撃してくるか分からないし……」

「んー、毎回背後に回るならある程度狙ねらいもつけられそうだけど」

　まだ攻撃された回数も三回だけである。背後から攻撃する方が有利なのは常に言えることなため、まだ結論は出せない。

「次攻撃されたらそっちに撃ってみるね。当たるかもしれないし！」

「そうだね、そうしてくれると助かる」

　基本的に二人から探知することが出来ないため、モンスターの攻撃を待って後手に回るしかないのである。

　そうして二人はしばらくその場で敵の出方を待つ。

「……なかなか来ないね」

「気を張ってても仕方ないよ。どうせ分からないしさ」

「うん、そうっひゃぁっ!?　こ、【攻撃開始】っ！」

　言っているうちに反応があったようで、メイプルが正面に向けて弾丸を発射する。

　弾は木々や茂みを滅茶苦茶に攻撃するものの、どこからもダメージエフェクトは上がらなかった。

　代わりに木の上からは色とりどりの木の実が落ちてきたくらいである。

「うぇぇ……顔にべったり張り付いたぁ」

　メイプルはそう言って両手でゴシゴシと顔を拭ぬぐう。サリーはインベントリからタオルを取り出しメイプルに渡した。

「多分時間が経てば落ちるだろうけど、何か嫌だしね」

「うぅ、ありがとう」

「攻撃は命中しなかったけど何か落ちてきてたし、それを確認しに行こう」

「素材とかアイテムかもしれないしね！　あ、装備も変えとこうかな……『救いの手』で盾を増やしておいた方がいいかも」

「うん、いいね。どこから攻撃されるか分からないし」

　サリーもようやく白い手に慣れたようで、一瞬ビクッとしたもののすぐに落ち着きを取り戻す。メイプルの顔も綺き麗れいになり、装備も変更したところで二人は警戒しつつ、落とした木の実の元へ向かう。

「素材？」

「いや、八階限定のアイテムみたい。三種類あるね」

　透明になったモンスターを視認できるようになる代わりに姿の見えていたモンスターが見えなくなるもの、一定時間状態異常無効を得るもの、十秒間カメレオンの現在位置を把握できるものの三つがあった。

　これらの効果は同時に発揮できるようで、気をつけておかなければいけないのは効果時間と所持数である。透明化を破る木の実は効果中にもう一度齧かじれば効果が解除されるため、これを上手うまく切り替えて攻撃を捌さばくのが鍵かぎである。

「おー！　これがあれば倒せるよっ！」

「だね。ある程度数を集めたいし、森の中回ろうか」

「うん、そうしよう！」

　時折攻撃を受けつつも、後できっちり倒すためと割り切って、二人は木の実を大量に集めてきた。特に位置が把握できるものを重点的に集め、攻撃できるだけの基盤を整えたのだった。

「よし、反撃開始かな」

「じゃあ、行くよっ！」

　メイプルは木の実を一つ齧り、カメレオンの位置を把握。

　そして、サリーをぎゅっと抱きしめて、【機械神】の爆炎とともに木々の間を吹き飛んでいく。

　メイプルが一気に距離を詰め、サリーが糸を使って軌道を微調整する。

　ゆっくり追い詰めるような手間のかかることはせず、真まっ直すぐに撃破に向かったのである。

「サリー！　右に曲げて！」

「おっけい！」

　無理矢理に空中で方向を変えると、メイプルが再び兵器を爆破して加速する。

「近いよっ！」

「分かった！」

　サリーはここで透明化を破る木の実を口にして、メイプルから糸を外し木に飛び移る。

　それに対応して、カメレオンは舌を伸ばしてくるが、サリーは難なく回避する。

「見えてれば何てことないっ！」

　一気に【跳躍】で距離を詰め、その勢いのままカメレオンの顔から尻尾しつぽまでを深く斬りつけ、真下にいるメイプルの元に着地する。

　カメレオンは一度姿を現し、ばたばたともがいた後すっと木を移ってどこかへ行ってしまった。

「サリー！　カメレオンのＨＰ半分になってたよ！」

「なるほど、まともに戦う相手じゃないってことかな」

「んー。あと一回斬れば終わるかもしれない」

「じゃあまた見つけないとだね」

　ただ、当然全く同じ条件というはずもなく、二人の視界に何体ものカメレオンの分身が姿を現し、スルスルと動き始める。

　変化があったことだけを見せて、それらはすっと消えていってしまう。

「全部倒さないと駄目……なのかな？」

「一体だけが本物ってタイプかも」

「うー、見破る方法あるのかなあ……」

「ＨＰバーが表示されてたらいいねってくらい。まあ、そんなことはないだろうけど……」

　ここからも大変だと二人は気合を入れ直し、方針を決める。

「まずは数を減らそう」

「おっけー！　試してみるね」

　二人は透明化を破る木の実の効果でカメレオンを可視化する。そして、メイプルは近くにいたカメレオン達に向けて大量の銃弾を発射しようとした。

　しかし、それを察知したようにすっと木の裏側に隠れられてしまう。

「むぅ、駄目かあ」

「きっちり隠れられちゃうか。これは範囲攻撃とかじゃないと駄目かな」

　攻撃が止やむとスルスルとまた何匹かが現れ、遠くから攻撃してくる。

「うわっ、今度は毒吐いてきたよっ」

「メイプルが守ってくれてるうちは効かないからいいとしても……やっぱり動きにくいし、地面に残るタイプは厄介だなあ」

「一体ずつさっきみたいに倒すしかない？」

「大変だけどね。本物を探す方が時間かかりそうだし仕方ない」

「そうだね……範囲攻撃……あっ！」

「どうかした？」

「【パラライズシャウト】とかどうかな？」

　メイプルのスキルの一つであるそれは、広範囲に麻ま痺ひを与える強力なスキルである。

「耐性ないかもしれないし……うん、やってみる価値はあると思う！」

「じゃあ、少しでも多くいる方に……サリー、摑つかまって！」

　メイプルはサリーをぎゅっと抱きしめると先程と同じように爆炎を残して空へと吹き飛ぶ。そうして、三体のカメレオンがいる場所まで来るとスキルを発動する。

「【パラライズシャウト】！」

　電気が弾けるようなエフェクトが発生し、三体のうち二体がぽとりと地面に落ちる。

　二人はそれを見逃さずきっちりと魔法と銃弾でとどめを刺した。

　するとそれらはいつものように光になって消えるのではなく、姿が揺らいでふっと薄れていった。

「この感じなら本体がいるタイプだろうね」

「うーん、絶対効くって訳じゃないみたい」

「十分だよ。これならかなり楽になるかな」

「えへへ、役立ってよかった！」

「うん、助かってるよ」

　カメレオンを二体倒したものの、特に森の様子に変わりはない。サリーの予想した通り本体を倒すしかないようだった。

「よし！　次だねっ！　うわっ!?」

「メイプルぅっ!?」

　メイプルが意気込んだところで、正面から透明な何かが叩たたきつけられてメイプルが吹き飛ぶ。

　糸で繫がっているサリーもそのまま後方へと跳ね飛んでいく。どちらも透明化を見破る木の実を齧っているため、本来見えていた攻撃が見えなくなっていたのである。

「うぅ……もうっ！　本当びっくりするから……」

「は、早く八階抜けたいね……」

　見えない攻撃というのはどうやっても慣れないものである。

　特に、普段は攻撃を受けるということのないサリーにとってはなおさらだった。

　ただ、やることは単純明快で、目に入ったカメレオンを片っ端から倒していけばいいだけだ。

「【パラライズシャウト】が効くってことは、イズから貰もらった麻痺アイテムも使えそうだし、私がばら撒まくよ。メイプルは飛ぶのに集中して」

【パラライズシャウト】は通常、メイプルのＭＰでは発動できない。ＭＰを肩代わりするスキルスロットの効果を一回分消費しているのである。

　それはそのまま【毒竜ヒドラ】を撃つ回数に影響してしまう。

「今回で塔登り切っちゃいたいしね！　節約節約」

「うん、でも……場合によっては十階の前にまた準備がいるかな」

「あ、そっか。十階のボスはすごい強いんだっけ」

「負けたくないしね」

「じゃあ、ぱぱっと八階は抜けちゃおう！」

　先程のように、メイプルが砲撃で加速し、木を避けるなど細かな調整はサリーが担当する。

　サリーは定期的にカメレオンの位置を把握する木の実を齧りメイプルを誘導する。

　カメレオンも遅いわけではないが、メイプルとサリーはそれよりも機動力が高いため、一度動き出してしまえば攻撃は二人になかなか当たらない。

　ぐんぐんとカメレオンは分身の数を減らしていき、木の実で確認できるアイコンも順調に減り残り十となった。

　しかし。

「ぜ、全然本物がいないよっ」

「本当どこだろ……っ、メイプル！　右右！」

「えっ、どこどこ!?」

　十秒の間カメレオン位置が分かる効果を得ているサリーには、何もない場所にアイコンが浮かんでいるのが見えた。

　サリーはインベントリから透明化破りの木の実を二つ取り出すと、一つをメイプルの口に突っ込む。するとそこには、ただ一匹透明化していない状態のカメレオンがいた。

「絶対あいつだ！」

「でも、っとと、逃げちゃうよっ！」

「任せて、追いつく！」

　唐突に停止することも出来ず、メイプルは木に衝突して無理矢理に着地する。

　サリーはするっと糸を外すと、そのままカメレオンに向かっていく。

「【超加速】！　逃がさないっ、よっ！　【跳躍】！」

　舌を使って木の枝を渡ろうとするカメレオンに飛びつくようにしてざっくりとダガーを突き刺すと、一つ鳴き声をあげてそのまま動かなくなり、パリンと音を立てて消えて行った。

「さ、サリーー！　大丈夫ー？」

　メイプルががさがさと茂みを揺らして近づいてくるのと同時に、木々がざわざわと揺れて、まるで意思を持っているかのように移動し、森に一本の道ができた。

　その先には光の柱が立っている。その真下に魔法陣があることは間違いないだろう。

「無事、撃破したよ」

「さっすがー！　びっくりはしたけど……何とかなったね」

「うん、メイプルの防御があったし、今回は道中攻略がなかったしね」

「じゃあ、早速次行こうよ！」

「うん、そうしよう」

　二人はそのまま魔法陣へと向かい、揃そろって足を踏み出し転移する。








八章　防御特化と塔九階。









　次のボス、そして道中はどんな風だろうと思っていた二人を待っていたのは満天の星だった。




　ただ一つまずかったのは、二人が上空におり、現在進行形で落下していることだった。

「え……？」

「は……？」

　二人は顔を見合わせる。このままでははるか下の地上まで一直線である。

「「ええっ!?」」

　ぐんぐんと加速していく中サリーがメイプルに呼びかける。

「メイプル、シロップ呼んで！」

「うんっ分かった！」

　メイプルはシロップを呼び出そうとするものの、スキルが発動しない。同じようにサリーの【糸使い】も発動できないでいた。

「な、何もできないよ！」

「落ちるしかない……？」

　二人はどうしようもないと覚悟を決めるが、しかしゆっくりと速度は落ちていき空中でピタリと止まった。

「浮いてる？」

「みたいだね」

　改めて落ち着いて辺りを見渡してみると、同じように浮かんでいる星の形の足場もいくつかあり、それはキラキラと光っていた。

　二人の体も同じように光っており、浮いていられるのはこの光を纏まとっているからだった。

「見て、メイプル。バフが掛かってる。【星の力】だって、二分しか持たないみたいだけど……あの星形の足場に二十秒乗ってれば掛け直せるんだ」






【星の力】




効果時間二分。効果時間中プレイヤーは空中に浮かぶことができるようになる。

九階内の星形の足場に二十秒乗ることで掛け直し可能。








「落ちないように休憩しないと駄目ってことだね！」

「スキルも発動できるようになってるし、ここからようやく戦闘フィールドかな」

「よかったー。シロップも今度こそよろしくね」

　メイプルはシロップを巨大化させ自由に移動できるアドバンテージを得る。

　サリーなら、シロップを寄せれば糸を伸ばして緊急避難することもできるだろう。

　そうして、二人が準備するのを待っていたかのように空の様子が変わる。空から白く光る星がゆっくりと落ちてきて、二人の少し前で停止する。警戒しつつ見守る二人の前でそれは弾けて白い光が空に溢あふれ、小さな星でできた道を作っていく。上に向かっていたり、下っていたり、飛び石のようになっていたりと、途中に【星の力】を掛け直せる星形の足場を経由しながら、様々なルートが二人の前に延びていく。

「おっ、この上なら歩けるみたい」

「浮いてなくても大丈夫？」

「今の所はね。【星の力】の効果が切れた時に落ちたら困るし、近くにシロップを浮かべておいて」

「分かった！」

　二人はまず【星の力】が切れた際にこの足場から落ちてしまわないかを確かめる。

　しばらくして効果が切れると、足元の光る道をすり抜けて二人は落下し始めた。

「よっ、と！」

　サリーはシロップに糸を繫つなげてリカバーする。どうやら、【星の力】が切れている状態ではこの道の上は進めないようだった。

　二人は近くの星形の足場まで戻り【星の力】を掛け直すと改めて目の前の道を見る。

「上手うまく足場を経由できる所を通っていかないといけないって感じなんだろうけど……」

「道の上を行かなくても【星の力】があれば浮けるよね？」

「んー、もうちょっと待ってみてもいい？」

「いいよー。この足場の上なら落ちないしね！」

　二人がスタート地点でしばらく待っていると、奥の方から輝く星の奔流が押し寄せてきて、光の道を飲み込んで目の前で消えていった。

　そして、少しすると再び空から星が降ってきて道が作り出される。

「時間制限？」

「だね。【星の力】で飛んでる時のスピードは遅いし……多分それだと間に合わないんじゃないかな」

　シロップの飛行でも間に合わないだろうとサリーは予想する。ただ、二人にはより速く空を行くことができる手段があった。

「飛んでいく？」

「えへへ、バレた？」

「いいんじゃないかな。【星の力】のお陰で空中制御もできるし」

　道など関係ないと空を行くことにした二人は念のために次の周期を待ち、爆煙を残して空へと舞い上がった。

「……！　結構遠くまで道延びてるね」

「うっ……爆発させる分もつかなあ」

【機械神】で生み出した兵器は有限である。破壊し続ければなくなってしまうのだ。

　メイプルは空中で再度兵器を爆発させると、もう一度加速して飛んでいく。

　その途中、警戒を担当していたサリーが何かに気づく。

「メイプル！　上から星が降ってきてる！」

「【身捧ささぐ慈愛】があるし大丈夫！」

　そう言ってメイプルは【ピアースガード】を発動し、炎と煙の尾を引いて星降る空を抜けようとするが、星の一つが直撃し、メイプルをノックバックで光る道へと叩たたきつける。

「うっ……」

「近くの星の足場に乗って！　制御用に【星の力】を掛け直しときたい」

　今度当たりそうになった時は私がブレーキを効かせて上手く避けるとメイプルに提案し、二人は【星の力】のバフを掛け直して再び空へ飛び上がる。

　下の輝く道には妨害用と思われるトラップがいくつか見えるがそんなものは関係ない。

　上からの星はサリーがタイミングを計ってメイプルを急停止させて回避することで、二人は制限時間をかなり余らせてゴールにたどり着くことができた。

　ゴール地点には星や月の意匠が凝らされた輝く扉があった。扉は星空の中にポツンと存在しており、裏側を見ることもできた。二人はこの扉を開けた先が何か別の場所に繫がるのだと直感する。

「行こう行こう！　この扉も消えちゃうかもしれないし！」

「うん、戻されたら面倒だからね」




　二人はうっかり時間切れになってしまわないうちに扉を開けて先へと進む。

　扉をくぐると、背後の扉は消えていき、目の前にはいくつもの星形の足場が、円形に配置されている空が広がっていた。

「何か来るよ」

「うん、大丈夫」

　星の煌きらめく夜空から、二人でも手を回せないほどの太さの黒い円柱が降りてきて、そこから鉤かぎ爪づめのついた十メートルはある長い腕が二本伸びてくる。

　ぷつりと空との接続が切れ、顔と思える部分に二つ目のように光がともり、その下が裂けて大きく咆ほう哮こうを響かせた。

　それは明らかに雑魚ざこモンスターとは思えない見た目で、二人に緊張が走る。

「ボス？」

「恐らく！」

　八階のようにボス自体に特殊なギミックがあるわけではないようで、頭の上にＨＰバーが表示される。本格的な戦闘の予感に二人は武器を構えた。

「先手必勝！」

「真まっ直すぐボスのところまでっ！」

　八階とは違って目の前を遮るものはない。【星の力】など不要とばかりに自爆して、サリーを連れてボスの目の前まで吹き飛んで行こうとする。

　しかし、ボスがそれを見過ごすはずもなく、メイプルに向けて横よこ薙なぎに腕が振るわれる。

「よいしょっ、とぉ！」

　メイプルは体を捻ひねって【悪食】付きの大盾でもってその腕を受け止めダメージを与えるが、そのまま横へと吹き飛ばされる。

「ノックバック付いてるよ！」

「防御貫通じゃないなら大丈夫！」

　距離はそれほど詰まらなかったものの、ダメージがないことに安心し、体勢を立て直す。

「じゃあ【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

「っ、待って！」

「え？」

　メイプルが銃撃を始めたところで二人の体の光がふっと消え、地面に向かって下降し始める。

「任せて！」

　サリーはメイプルと繫がった糸を引くと、ステータスを低下させ足下に透明な足場を作り出す。そして、とんとんとそれを飛び移り、近くの星形の足場に飛び乗った。

「ふぅ……落ちたら即死って設定されてたらメイプルでも耐えられないからね。気をつけて」

「う、うん。そういえば二分だったね」

「次来るよ！」

「えっとえっと、あ！　【ヘビーボディ】！」

【ＳＴＲ】が【ＶＩＴ】以下のため動けなくなるが、代わりに一分間ノックバックを無効化する。

　これさえ使えば強制的に吹き飛ばされずに、【身捧ぐ慈愛】で防御できる。

「ナイス対応！」

「えへへ、せっかくミィに教えてもらったし！　使いこなしていかないと！」

「下手へたに手を出して変な行動されても困るし、様子見かな。シロップをもっと寄せておいて」

「りょーかいっ」

「メイプルが大丈夫そうなら、私は別で攻撃に向かおうかな。これなら避けられるし、私を狙ねらわせた方がいいと思う」

　八階から続けて攻略しているため、景気良く爆破したメイプルの兵器もそこまで残っていない。そのため、落ちた時のケアのために温存して、糸と空中歩行のあるサリーがメインで攻撃することとなった。

「気をつけてね！」

「うん、そっちこそ落ちないでよ？」

「が、頑張る！」

　サリーはメイプルに繫いでいた糸を外すと、すっと空中に舞い上がって、移動の感覚を確かめる。空中移動の速度はそれほど速くないため、きっちりと攻撃を読み切る必要がある。

「私が引き付ければ、メイプルの【毒竜ヒドラ】も通せるはず……朧おぼろ！　【覚かく醒せい】」

　サリーは朧を呼び出して肩に乗せるとそのままボスへと向かっていく。

「これだけ的が大きければ……【ウインドカッター】！」

　メイプルに向いている注意を自分に向けさせようと、手始めに魔法を放つ。それは確かにボスに命中し、わずかにＨＰを削る。

　それと同時、ボスの体が動き、サリーの方に黒い刃が飛んでくる。

「っと……同種のカウンターか」

　もちろんその程度の攻撃がサリーに当たるはずもなく、悠々と回避する。サリーは数回魔法を放ち、カウンターだということを確信する。

　それと同時にメイプルに安易に攻撃させられなくなったと感じた。

「攻撃をそのまま真似まねしてくる！　ノックバックも付いてるかもしれないし、撃つタイミングは考えて！」

「分かった！」

　サリーの【剣ノ舞】も八階で回避するようなことがほとんどなかったためまだ効果が薄い。ボスのＨＰも多く、ＨＰの減りから防御力もなかなかのものだということが見て取れる。

　メイプルも攻撃に入る必要があることは本人が一番よく分かっていた。

「足場がないのは困るし……うーん、そうだ！」

　次の攻撃までに名案が浮かばないものかと考えるメイプルは、思いついたとばかりにポンと手を打った。




　メイプルが何かを考えている間にも、サリーはボスのＨＰをじりじりと減らしていく。

　近距離で攻撃すると、それに対応して黒い体から棘とげのようなものが伸びてきて、カウンターをしてくるが、サリーにとっては【剣ノ舞】のバフを強化してくれるものでしかない。

「にしてもＨＰ多い……突っ込みすぎると流石に避けられないし……っと！」

　横薙ぎに振るわれた腕をふわっと浮き上がって躱かわすと、近くにある足場に着地する。

「ふぅ……ん？」

　さて次はどこから攻撃しようかと考えていると、ボスを挟んで向かい側にシロップの姿が見えた。

「うっわ、何あれ」

　シロップは地面に向かって白い柱を伸ばしており、その上ではメイプルが玉座に座っていた。両サイドには、メイプルにぴったりひっつくようにして大盾が浮かんでおり、中央には正面に向けて『闇やみ夜よノ写』が構えられている。

　そして、その隙すき間まからは大きな砲塔が伸びており、緑の洋服を着て冠を被ったメイプルが自信ありげにボスを見据えていた。

「【攻撃開始】【ポルターガイスト】！　シロップ【精霊砲】！」

　大盾の隙間から伸びた四本の砲塔とシロップの口からレーザーが放たれ、ボスの体を焼いていく。メイプルはそのままレーザーをぐんと振って逃げようとしたボスに追撃をかける。当然誘発したカウンターは、ゆっくりと空を動くメイプルには避けられない。

　メイプルに五本の黒いレーザーが襲いかかり、砲塔をきっちり砕いていく。

　ダメージはないものの、少ない武装をまた壊されてしまった。

「むぅ……【ポルターガイスト】はあんまり意味ないかあ……元が壊されちゃうとなあ」

　メイプルは【ポルターガイスト】でレーザーを操れば、的を外して兵器を無駄遣いしてしまうことも減ると考えたが、そう上手うまくはいかないようだった。メイプルは再び攻撃対象がサリーに移ったところで、これならノックバックも気にしなくていいとばかりに近づいていって、玉座から立ち上がると『闇夜ノ写』を叩きつけた。

　赤いダメージエフェクトが散り、カウンターが飛んでくるものの、また使えるようになった【ヘビーボディ】で受け止める。

　そして、そのままシロップに動いてもらって離れていく。

「これなら動けなくても大丈夫！」

「大胆な攻撃するねー！」

　下の方でピョンピョンと足場を移り、振り抜かれる手を躱しながら動くサリーから声がかかる。メイプルは少し考えてからすいっとシロップを移動させて、サリーの真上に陣取った。

「【身捧ぐ慈愛】なら上下も守れるからー！　上から守っておくねー！」

「いいね！　ありがとー！」

　これで万が一サリーが攻撃を受けてもメイプルがかばうだけだ。

　しかも、メイプルは追撃を受けないよう三枚の盾と玉座に四方を囲まれており、ダメージカットと回復まで発動している。後はイズ特製のポーションを出して、足の上に置いておけば完かん璧ぺきな防御態勢の完成である。

「ピアースガードだけ覚えておかないと……後は瞑めい想そう！」

　メイプルも使えるスキルが多くなってきて、考えることも増えてきた。なかなか慣れないと思いつつ、下で色々なスキルを使いこなして戦っているサリーの戦闘音を聞く。

「うーん、座ってる間はほとんど攻撃スキル使えないし……えいっ！」

　メイプルは盾の隙間からイズにもらった麻ま痺ひ付与アイテムを放り投げる。

　殴り飛ばされてもどうということはないという姿勢でギリギリまで近づいているため、外れるはずもなく、バリバリと音を立てて黄色いエフェクトが散る。

「効きそう！　なら……とぅっ！」

　メイプルはインベントリからゴロゴロといくつも同じものを取り出すと、横から上から巨大な腕に叩たたかれながらも投げつけていく。

　一つ一つはボスには効果が薄いとはいえ、牽けん制せいも攻撃も無視して投げつけられ続ければ話は別である。

「よーし！　麻痺になった！」

「ありがとう、これなら一気に攻められる！」

　サリーは攻撃チャンスを逃さずにドーピングシードを使用し【ＳＴＲ】を上げると、麻痺でカウンターが飛んでこないうちに一気にＨＰを削っていく。

　こうしてＨＰがようやく七割まで来たところで麻痺が解け、のっそりと動いていたボスが大きく咆哮する。

「ちょっと下がる！」

「分かった。ついてくね！」

　空中のメイプルと軸を合わせるようにして浮かんでいき、離れた場所の足場に着地する。

　ボスの咆ほう哮こうは止やまず、そして空に変化が訪れる。

　炎の尾を引いて、天からいくつかの流れ星が落ちてくる。それらは星形の足場に直撃し、あちこちの足場を砕いていった。

「うげ……嫌なことを……」

「どうするサリー？　乗る？」

　メイプルがすっと高度を下げてシロップを隣に止める。

「向こうの方が足場少し多いし、そっちまで連れて行って。メイプルの側そばなら安全だしね」

「りょーかい！　じゃあ攻撃されないうちに早く早く！」

「うん、にしてもかなりタフだなあ……結構削ったと思ったのに」

「だねー」

　二人は咆哮が終わる前にと、急いで逆側へ回る。

「また上にいるねー」

「うん、お願い」

　メイプルはサリーを足場に下ろすと、そのままゆっくりと高度を上げていく。

　咆哮を終え、鉤かぎ爪づめを伸ばしてくるボスの攻撃をすっと躱してすれ違いざまに腕を斬り裂く。

「カウンターの数が増えた……っ！」

　サリーは背後から気配を感じてとっさにぐんと前方に加速する。

　直後サリーの背後から、空間を切り裂いて黒い棘が伸びてきた。

「見える分だけ優しい……かな。ま、これなら避けられる！」

　サリーはそのままボスの近くまで行きダガーで攻撃し始める。

　それに対応して、ボスの周りにいくつもの大きな魔法陣が展開される。うち一つはサリーの真下に位置していた。

「範囲広っ……！」

「大丈夫！　そのまま攻撃して！」

　なんとか発動までに逃げようとするサリーに上空から声がかかる。

【ピアースガード】をいつでも使えるように準備しつつ前に出たサリーを【身捧ささぐ慈愛】の範囲内に入れ直す。

「ナイス！　これなら……」

　それぞれの魔法陣から黒い奔流が空に向かって噴き上がる。強力な攻撃だということは間違いないものの、【ピアースガード】で貫通攻撃を無効化したメイプルを傷つけられる攻撃など無いに等しい。

　サリーは防御をメイプルに任せて黒い奔流から飛び出ると、そのまま体を捻ひねるようにしてダガーを振り抜く。

「よし！」

　カウンターをするりと躱して【剣ノ舞】のバフを強化しダメージを加速させる。

　積極的に前に出て攻撃を繰り返すことで、カウンターを仕掛けさせ、それを全すべて自分の力に変えていく。

　上手く凌しのぐことができる二人にとって、突き上げる奔流は嬉うれしい行動である。

　大きい隙をきっちりとついて、連撃を叩き込み【星の力】の効果が切れないうちに足場へと撤退する。

「こっちも……【攻撃開始】！　シロップ【精霊砲】！」

　メイプルも上空から再びレーザーを放ち、シロップにも攻撃させダメージを稼ぐ。当然カウンターが飛んでくるものの、今度は壊されないように、大盾を動かし兵器を守る。メイプル本人に攻撃が直撃する方が遥はるかに良いのである。

「よしっ、どんどんいくよっ！」

　メイプルは玉座から立ち上がって、座っている間自分にかかっているスキル封印を解除する。

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【毒竜ヒドラ】！」

　ダメージカットと回復の恩恵を受ける代わりに下がっていた攻撃能力を元に戻す。毒塊と化物の口がボスに襲いかかり、ＨＰゲージを減少させる。

「うん、結構効いた！　って、うわわわっ!?」

　メイプルが大質量の攻撃をすれば当然それも同じように返ってくる。

　体に染み付いていないことというのはとっさに出ないもので、【ヘビーボディ】を使う前に黒い塊によって上空へ吹き飛ばされる。

　ずっとシロップの上にいたため【星の力】のバフなどかかっていない。

「っ……！」

「よっ、と！　危なっかしいんだから」

「サリー！」

【身捧ぐ慈愛】の光が離れていったのを見て取ったサリーは【超加速】も使っていち早くメイプルの元まで行くと、落下するメイプルをきっちりと受け止め、近くの足場に下ろす。

「ありがとう。助かったよー」

「とりあえずシロップの上に戻らないとね。ちょっとこっちで引きつけるから、兵器は使わずに戻っておいて」

「分かった！」

「よし、朧おぼろ【影分身】！」

　引きつけるという言葉通り、朧の力も借りて攻撃をより激しくする。

　サリーの姿が五つに分かれ、それぞれがボスに向かっていく。

　振り抜かれる腕や、飛んでくるようになった黒いレーザー、背後からの突然の攻撃もきっちりと回避していく。

　そうしてサリーが再びダメージを稼ぎ、メイプルから注意がそれたところで、メイプルは【星の力】で浮き上がってシロップの元へと戻っていった。

「【ヘビーボディ】と【ピアースガード】と、【結晶化】と……うー、後でサリーにスキルを上手うまく使うコツ聞かないと……まず今は【全武装展開】【攻撃開始】っ！」

　まだまだ細かいスキルには慣れていないメイプルは、自分にはこれが分かりやすいとばかりにボスに大技を叩きつけるのだった。

　ボスが大量のＨＰを持っているといえど、カウンター攻撃や範囲攻撃が全て対処されてしまえば劣勢になっていくのは当たり前だった。

　サリーの【剣ノ舞】の効果も最大まで高まり、後はガンガン攻めて撃破するだけである。

「あと……三割ちょっと！」

「【毒竜ヒドラ】！」

　繰り返されるメイプルの攻撃とサリーの状態異常付与攻撃によって、ついに毒状態になりダメージがじわじわと与えられていく。

　それもあって、ようやくＨＰバーが三割を下回った。

「また何か変わりそう。気をつけて！」

「うん！」

　二人が身構える中、二本の腕の下からどろりともう一組の腕が伸びてくる。

　そして、空からは黒い炎を纏まとった流星が次々に降り注いできた。

　それらは的確にメイプル達に向かって落ちてくる。

「今度は私達を狙ねらってるっぽい！」

「防御は任せてー！」

　メイプルは大盾二枚を頭の上に移動させると、大きな星を受け止める。

「うぇっ!?」

　しかし、確かに受け止め砕けた流星から黒い炎が伝ってきて、メイプルの体を覆っていく。ダメージ自体はないものの、それはメイプルのスキル再使用までの時間を延ばしているようだった。スキルでの攻撃がメインのメイプルにとって当たっていられない攻撃である。

「ご、ごめんサリー！　これ当たっちゃダメなやつみたいっ！」

「おっけー！　っ、こっちも、返事してる余裕ない！」

　サリーはサリーで四本の腕と攻撃した際のカウンター全てを捌さばけるタイミングでしか接近できず、火力の下がる魔法で攻撃するしかなかった。

「ふっ！　やっぱ、大きいってのは強い、なっ！」

　それでも隙を見て回避に移行可能なタイミングでダガーを振るっていく。

　攻撃を受けるわけにはいかない。

　流星はサリーがダメージを与えていても関係なくメイプルに飛んでいっているようで、回避で精一杯のメイプルはサリーの頭上の位置を維持できないのだ。

「これは、下から！」

　真下に現れた魔法陣から素早く脱出すると、体を斬りつけて背後に抜けていく。

　そうして【星の力】のバフを掛け直そうとした所で咆哮が響き渡り、星形の足場を黒い炎が包み込む。

「っ！　まずっ……」

「シロップ【大自然】！」

　遠くから声が響き、サリーの方に向けて巨大な蔓つるが伸びてくる。

　サリーは即座に意図を汲くみ取って、後ろから襲ってくる腕を躱かわしつつその蔓を駆け上っていき、メイプルの元までやってきた。

「ありがとう助かった！」

「えへへ、どういたしまして！」

　サリーのＨＰ事情ではダメージを受けながら【星の力】のバフを掛け直すことはできない。

「今みたいな感じで【ヘビーボディ】とかも上手く使うんだよ？」

「今のはサリーを見てたからたまたま上手くいっただけだよー」

「足場が元に戻るまでは頼むね」

「もちろん！　じゃあ、サリーは【ヒール】してくれると嬉しい」

「分かった。こんな時くらいしか使わないしねー」

【身捧ぐ慈愛】の範囲内に入ってしまえばメイプルが健在である限りサリーに危険はない。

　そうしてしばらくシロップの上で耐えていると、足場が元に戻った。

「また叫んだら何とか助けるから、攻撃はお願い！　【機械神】も【毒竜ヒドラ】ももう撃てないし」

「任せて。本当はそれだけ防御力があって攻撃もできる方がおかしいくらいなんだからさ」

　サリーは足場に降りると光を纏まとってボスの方に向き直る。

「まだ十階も残ってる。コイツは一回で倒したい！」

　再戦したい相手ではないと、サリーは力を込めて足場を蹴けり、空中に飛び出す。

　メイプルが真上にいてくれるため、敵の攻撃を気にせずにダメージを稼ぐことができる。

　動きを途中で止められず反撃が躱せなくなる連続攻撃のスキルも、ガンガン使っていける。

「こっちの方が威力は出るしねっ！」

　両手のダガーでの連撃を動きの鈍いボスの巨体では避けられない。

　足場が壊れても対処できる二人にとって、行動変化は致命的なものにはならなかった。

「【トリプルスラッシュ】！」

「【滲み出る混沌】！」

　最後に二人の攻撃が突き刺さり、ボスのＨＰがゼロになる。すると、ボスの体は真っ白に染まって光を放ち弾けるように消えていった。

　メイプルはすいっと降りてきてサリーをシロップの上に乗せる。

「これで後は十階だけ！」

「お疲れ。今日はここまでにする？」

「うん、すっごい強いらしいし……スキルを回復させたいなあ」

「だね、じゃあ目指せ一発突破ってことで！」

「うん！　頑張ろー！」

　二人は万全の準備を整えて最終決戦に向かうのだった。








８２１名前：名無しの大剣使い

そろそろクリアしたやつが出てるな

【集う聖剣】がクリアしたってのは聞いた




８２２名前：名無しの槍使い

俺のとこは今九階の攻略中だな

ギミックのために前衛の【ＡＧＩ】を上げる装備を確保する必要があって一いつ旦たん止まってる




８２３名前：名無しの魔法使い

皆攻略速いなー……まだ六階のボスだわ

あいつの物量攻めがキツイ

もうちょっとで勝てそうなんだがなー




８２４名前：名無しの大盾使い

【集う聖剣】はもうクリアしたのか

四人でやってるって聞いてたけど流石さすがだな

俺は十階ボスに詰まってる

うちのメイン火力の攻撃が避けられる相手はやっぱキツイ




８２５名前：名無しの弓使い

メイプルちゃん達はどこまでいった感じ？




８２６名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんも十階まで来たみたいだぞ

しかもここまでモンスターからのダメージゼロらしい




８２７名前：名無しの大剣使い

相変わらずおかしなことやってんなあ




８２８名前：名無しの槍使い

貫通攻撃も結構あっただろうに

立ち回りも上手うまくなってんのかな




８２９名前：名無しの弓使い

メイプルちゃんの弱点がまた一つ消えるのか




８３０名前：名無しの大盾使い

地形ダメージは受けたらしいけどな

三階の溶岩に見み惚とれてるうちに足がじゅって




８３１名前：名無しの魔法使い

そういうところは変わってなくて安心した




８３２名前：名無しの大剣使い

確かに景け色しきころころ変わって面白い塔だったな

メイプルちゃんみたいにゆっくり見てられる防御力があればもっとじっくり楽しめるんだろう




８３３名前：名無しの槍使い

地形が塔のＭＶＰか……




８３４名前：名無しの弓使い

ボス全員に防御貫通大量搭載するわけにもいかないし

それでも勝てはしなそうだけど




８３５名前：名無しの魔法使い

メイプルちゃんを倒すには目の前に綺き麗れいな景色を用意して足元か背後から貫通攻撃を決めるしかないな




８３６名前：名無しの槍使い

隣にサリーちゃんがいたら無理そう




８３７名前：名無しの大盾使い

二人であの塔を進めてること自体かなりすごいことだと思う

普通一階でボロボロにされて終わり




８３８名前：名無しの弓使い

二人が足りない部分を補い合ってるんだろうな

状況判断とかはメイプルちゃんはまだまだこれからっぽいし

サリーちゃんの避けられない攻撃はメイプルちゃんが範囲カバー




８３９名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃん一人だと六階とか勝てなそうだしなあ

そう考えるとまだまだメイプルちゃんにもできないことってあるんだな




８４０名前：名無しの魔法使い

何でもできそうに思えるけどスキルも癖あるし実は皆ができることができなかったりする




８４１名前：名無しの大盾使い

ただし次見た時にどうなってるかは分からない




８４２名前：名無しの槍やり使い

それなあ




８４３名前：名無しの弓使い

フィールドで何かよく分からないもの見た時にメイプルちゃんかと思ってしまう




８４４名前：名無しの大剣使い

分かる

んでボスだったりする




８４５名前：名無しの大盾使い

人の姿とは限らないもんなあ




８４６名前：名無しの魔法使い

二人が十階を攻略するのを応援しとくか

新しいスキルとか手に入れられるといいな




８４７名前：名無しの大剣使い

十階は強いからなー









　知らないところで応援されるメイプルとサリーはいよいよ十階の攻略へと向かうのだった。








九章　防御特化と塔十階。









　日を改めて、サリーの【空蟬】やメイプルの【機械神】などのスキルが再使用可能になった所で二人は塔の前に立つ。

「今日で攻略しちゃおうね！」

「もちろん。それにイベントの期間もあと少しだしね。一日に何回も戦えないから」

　メイプルのスキルは一日に使える回数に制限があるものがほとんどである。

　強力なモンスターと何度も戦うのは不向きなのだ。

「じゃあ九階へ、ごー！」

　二人は九階に戻り、上に続く魔法陣の前で最終確認をする。サリーの火力を担保する【剣ノ舞】のバフも最高まで高まっている。ドーピングシードもイズからもらってあり、回数制限があるスキルも全すべて使える状態である。どんな敵が待っているかわからないため、今回もメイプルの【身捧ささぐ慈愛】は相手の出方を見てということになった。




　二人はいよいよ十階へと足を踏み入れる。

　目の前の光が薄れていき、景け色しきが鮮明になる。




　そこには今までのようなダンジョンなどはなく、二人の前に広がったのは光差し込む石造りの広間だった。ドーム状の天井を持つ円形のフィールド以外に、どこかへ続く道はなく、中央には光を受けて輝く銀の重鎧を身につけた者がいた。無骨な鎧にはほとんど装飾はなく、持っている剣も特別な見た目をしているわけでもない。

「何か、普通そう……？」

「どうかな。でもあの六人が勝てなかったって」

　フルフェイスのヘルムにより表情は読み取れないものの、それは明確な敵意を持って、使いこまれた鉄の剣を抜き放ち二人に向けてくる。

「来るよ」

「うん！」

　メイプルが盾を構えた所でボスがグンと加速し一気に距離を詰める。

　メイプルは慌てて大盾を合わせるものの、ボスはそれを避けて側面からメイプルを叩たたき斬る。

「わ、っ！」

「メイプル！」

　メイプルは派手な音を立てて飛んでいき、壁に激突し土煙をあげる。
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　サリーがＨＰを確認する間もなく、ボスはサリーに斬りかかってくる。

「っ……ふっ！」

　斬撃を紙一重の所で躱し、斬り返す。

　しかしボスも剣で弾き落とすために、ダメージがほとんど入らない。

「くっ……！」

　サリーは負けじと剣を弾くと、一いつ旦たん距離を取ろうとする。

　しかし、常に距離を詰めてくるボスはサリーのバックステップに合わせて更に剣を振るってくる。

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　それに合わせてメイプルが割り込む。【悪食】が剣を飲み込み、そのまま体を抉えぐる。

「ナイスっ！」

　サリーはその一瞬の隙にメイプルの背後から飛び出し脇わき腹ばらをダガーで斬り裂いてボスの背後へ抜けていく。

　しかし、ボスは構わないという風にメイプルの側面に回り大盾のない方向から高速の連撃を繰り出す。

「【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

　メイプルも即座に兵器を展開し、襲いくるボスに反撃する。

　ボスのＨＰはガリガリと削れるが、それでは足は止まらない。

　なんとか止めようと射撃を続けるメイプルの目の前で、ほんの一瞬ボスの鎧から炎が噴き出しその姿がかき消える。

「えっ！」

「メイプル！　後ろ！」

　サリーの声に急いで振り返ったメイプルに大上段から振り下ろされた剣が迫り、咄とつ嗟さに突き出した『闇やみ夜よノ写』を衝撃波と共に真っ二つに叩き斬る。

　それでも攻撃は止やまず、続く斬り上げ、斬り下ろし、突きの三連撃がメイプルの兵器を破壊し、ついにメイプルにまで届いてＨＰをガクンと減少させる。

　その減少量から、すべて直撃したならば生きてはいられないことがわかった。

「うぅっ……！」

「メイプル、こっちに……っ！」

　サリーが咄嗟に糸を伸ばし、メイプルを無理矢理引き寄せる。続く攻撃は空を切り、ボスは一度剣を構えて二人の様子を窺うかがう。

「【ヒール】！」

「うう、ありがとう……でも、ダメージ受けちゃった」

「ダメージは仕方ないよ。でも、一発突破はしよう！」

「うん！　頑張るよ！」

「私が一旦ボスの速度を落とさせるから、メイプルは攻撃を受けないようにしてて！」

　隙のない攻撃とガードを持つこのボスに対し、サリーは反撃を入れるタイミングがほとんどない。一対一で戦っていてはじりじりと不利になっていってしまう。上手うまくメイプルがダメージを稼がなければならない。

　サリーは自分からボスに突撃し距離を詰めると振り下ろされる剣を二本のダガーで受けて逸そらす。

「朧おぼろ、【覚かく醒せい】【幽炎】！　【大海】！　【古代ノ海】！」

　朧からは青白い炎が放たれ、サリーからは水が溢あふれボスを侵食する。どのスキルも受けた相手の【ＡＧＩ】を低下させる効果を持っている。【古代ノ海】によって生まれた魚達も【ＡＧＩ】を下げる水を辺りに撒まく効果がある。

　動きは鈍ったものの、これでも何とか対等に戦えるかどうかというところだとサリーは分析した。

「くっ！」

　横へのなぎ払いをしゃがみこんで躱し体勢が崩れた所で三連撃が繰り出される。

　サリーは目を見開き、回避しようとするがそのまま三連撃が体を斬り裂いていく。

　しかし、その姿はかき消えて、ボスの背後からサリーが現れる。

「【ダブルスラッシュ】！」

　作った隙を見逃さず、威力があるスキルでの攻撃を通して、サリーはメイプルの元まで退いていく。

「【蜃しん気き楼ろう】使ってないと……斬られてた」

「……えっと、【身捧ぐ慈愛】で守るよ！」

「でもそれだと」

「いいよ！　本当はダメージ受けたくないけど……こういう時はサリーを守らないとっ！　それに、勝ちたいし！」

「やばそうなら解除していいからね？」

「りょーかい！」

　メイプルは【身捧ぐ慈愛】と【天王の玉座】を発動するとサリーに【鼓舞】を使いステータスを上げる。

「行動パターンが変わるまではメイプルのスキルは残さないと」

「頑張ってサリー！」

「うん、任せて！」

　サリーは再びボスと向き合うとボスの突進に合わせてダガーを突き出す。避けようとしなければ攻撃はガードされずにボスへと届く。

　サリーは回避を捨てて、少しでも多くボスにダメージを与えにいったのである。

「うっ……うぅぅ！　【瞑めい想そう】！」

　ダメージはメイプルがそのまま肩代わりするが【天王の玉座】のダメージカットがあってもメイプルのＨＰの三割程度を削り取っていった。

　メイプルはさらに回復スキルとポーションを使ってＨＰを保つ。

「負担をかけてる分、ＨＰは削らせてもらうよ！」

　一歩引いていたところを一歩踏み込んで攻撃する。メイプルが直接攻撃されているわけではないため、ポーションや回復が間に合っている。

　普通に無策で正面から斬り合っては勝てない相手だが、これならばダメージを与えられる。

「【トリプルスラッシュ】！」

　ボスの三連撃がサリーの体を斬り裂き、サリーの連撃がボスから激しくダメージエフェクトを散らせる。

「こっちは無理してるのに、ようやく二割!?」

「私は大丈夫！　イズさんのポーションがまだまだあるから！」

「くっ……動きは単純なのに！」

　シンプルな連撃と素早い追撃、回り込み。ギミックの様なものはなく、シンプルな強さで押しつぶしに来る。

　まだここから行動パターンが増えることを考えるとサリーにも余裕はない。

「今回は私の火力も最大なのに、なっ！」

　最大まで高まった【剣ノ舞】の青いオーラを纏まとうダガーと長剣がぶつかり合い火花が散る。

　サリーは牽けん制せいで魔法を撃つものの、ボスはいつもサリーがしているようにきっちりと回避してくる。

「……メイプルの【毒竜ヒドラ】も駄目かな」

　サリーは思考を巡らせて、行動パターンが変わらないうちにどうやってダメージを稼ぐか考える。メイプルの攻撃はほとんどが単発火力であり、それが回避されるとなると二人が出せるダメージは激減する。

　さらに、ボスの火力が上昇すれば今の戦略は使えなくなるだろう。

「ふー……朧【影分身】！」

　サリーが分身を使ってそれぞれに攻撃を仕掛けるものの、それに反応するように剣が煌き、回転斬りがすべての分身を叩き斬る。サリー自身は何とか回避するものの、その表情は険しい。頭の中で一つ一つ有効なスキルとそうでないスキルを仕分けていき、メイプルのスキルと組み合わせた戦術を考える。

「よし。メイプル！　ダメージを与えるための作戦を考えたから聞いて！　話し終わったらパターン変わるまで削る！」

「分かった！」

　サリーはボスに対処しながら、メイプルに口頭で作戦を伝える。メイプルはそれを聞いて使うスキルやタイミングを頭に入れる。

「おっけー！　大丈夫！」

「なら、【トリプルスラッシュ】！」

　サリーのダガーがＨＰを削り、残り七割となったところで行動パターンが変化した。

　大きく剣を振りサリーから距離を取ると、刀身に手をかざす。すると、刀身から炎が噴き上がり煌こう々こうと燃え始める。

「メイプル、観察するからしばらくはもしもの時の回復に専念してて！」

「うん、そうする！」

　ボスは剣を振って炎の刃を正面に放つと、そのままサリーに突進する。

　サリーは飛んできた炎を避け、剣をダガーで受け止める。するとメイプルの鎧に炎が散りメイプルのＨＰを減らしていく。

「う……っ！」

「これも燃えるか……！」

　サリーは攻撃を受け止めずに、何とか躱かわしてメイプルにダメージを受けさせないように動く。ボスの攻撃には全すべて炎が追加されており、ギリギリで躱そうとすると少し遅れて迫ってくる炎に焼かれてしまう。距離を取らなければ、ノーダメージは難しい。

「本当、隙がどんどんなくなってくね……」

　距離を取ると今度は炎の刃が連続で飛んでくる。そのため、メイプルはシロップを出せないでいた。動き自体の変化は少ないと見たサリーはメイプルに指示を飛ばす。

「よし、メイプル！　攻撃するよ！」

「分かった！」

　サリーが攻撃し、ボスの注意を引いているうちにメイプルは武装を展開し、爆発して一気に距離を詰める。

「【凍いてつく大地】！」

　音を立ててメイプルを中心に地面が凍結する。それはそのまま地面に接触していたボスにも伝わり、ボスの動きが三秒間止まる。

「【パワーアタック】！」

「【毒竜ヒドラ】！　【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【捕食者】！」

　その三秒のうちに隙の大きい攻撃、躱されやすい攻撃を叩たたき込こむ。【捕食者】の攻撃によって、さらにボスのステータスが低下するが、三秒というのは短いものですぐにボスが動き出す。

　二人が離れようとした瞬間、ボスは地面に剣を突き立てた。

　それと同時、ボスを中心に巨大な赤い魔法陣が展開される。

「まず……っ！」

「【暴虐】！」

　メイプルが叫んだのと、地面から巨大な火柱が上がったのは同時だった。

　燃え盛る炎が収まった時、サリーは無傷でいたものの、その目の前で【暴虐】がボロボロと崩れ落ち、メイプルがサリーの方に転がり出てきた。サリーはメイプルを抱えて、ボスから距離を取る。ボスには大技の硬直時間があったようだが、二人としてもそれどころではない。

「あ、危なかった……」

「ごめん、まだこんな隠し技があったなんて」

「一気に攻撃するのは危ないのかも？　【暴虐】なくなっちゃった……」

「ここからは【身捧ささぐ慈愛】は解除しておいて。範囲攻撃がくるとメイプルを回復する前にやられるし」

「うん、頑張って避けて！」

「任せて、それが取り柄だしね」

　メイプルは改めて兵器を展開し、大盾を構える。サリーもダガーを構えて再度集中力を高める。

「行くよメイプル【幻影世界フアントムワールド】！」

「【攻撃開始】！」

　銃撃を開始するメイプルの姿が三人になり凄すさまじい量の銃弾がボスに対してあびせられる。ボスと距離を取っているため、分身作成に対応した攻撃は届かないが、ボスは目の前に炎の壁を作りメイプルの攻撃を防御する。

「うぅ、壊れて！」

　メイプルの願いが届いたのか炎の壁は消えていくが、銃弾を避けるように斜め上に飛び上がったボスがそのままメイプルに飛びかかってくる。

「【ピアースガード】！」

　メイプルは少しでもダメージを稼ぐために上に銃口を向け、【悪食】を直撃させる準備をする。炎の勢いが増し巨大な火柱のようになった剣が分身もろともメイプルを斬り裂く。

　炎のダメージはスリップダメージであり【ピアースガード】では防げないが、剣のダメージは無効化し、なんとか持ちこたえる。

　分身が消えたことは気にせずに、メイプルは大盾を振り抜いて肩から胴体にかけてを大きく抉えぐり取り、鎧よろいから派手にダメージエフェクトが散る。

「もうっ一回！」

　メイプルが再度振り抜いた大盾は炎の刃で撥ね除けられ、そのままの勢いでボスが突っ込んでくる。メイプルにそれを完かん璧ぺきに対処するすべはない。

　それでもメイプルは作戦通りというように笑った。

「サリー！」

「【クインタプルスラッシュ】！」

　メイプルの射撃に乗じてすっと離れ、朧おぼろの【瞬影】で姿を消して完全に狙ねらいから外れたサリーはボスの背後から攻撃のチャンスを待っていた。

　ドーピングシードを限界まで使用したサリーの最大連続攻撃。スキル【追刃】の追加効果も合わさって片手ごと十回の計二十連撃が無防備なボスの背中に突き刺さりメイプルを攻撃しようとしていた剣が止まる。凄まじいダメージを受けたことにより、優先する行動が変化しボスは地面に剣を突き立てる。

　先程二人を焼き尽くした業火を生む魔法陣が再び展開される。

「【クイックチェンジ】！」

「【ヒール】！」

「【イージス】！」

　サリーが足りないＨＰを回復で補い、即座に装備を変更したメイプルが、全てのダメージを無効化する光のドームを展開する。

　大技には大技で、即死級攻撃には絶対の防御を押し付ける。その外側で炎が轟ごう音おんとともに吹き荒れる。

「チャンス！」

「うん！」

　今度はその硬直を見逃さず、メイプルが銃撃を、サリーが連撃を繰り出し、残りＨＰを三割程度まで減らした。

　すると衝撃波が発生し、ダメージはないものの二人を遠ざける。

　サリーはすぐにメイプルの元まで来ると、ＨＰを回復して、ボスの様子を窺うかがう。

　メイプルは装備を元に戻し、シロップも呼び出して攻撃力を確保する。

「上手くいったね！」

「最後まで油断しちゃダメだよ」

　二人の眼前で、ボスは地面に突き立てた剣から炎を迸ほとばしらせる。すると地面が砕け、炎の柱が何本も立ち上がり、フィールドを一変させる。燃え盛る炎が壁や天井を照らし、ボスの鎧の隙すき間まからも炎が溢あふれ出す。

　背後には炎の剣が五本浮かんでおり、纏わせた炎もより勢いを増している。

「……ここから本番って感じ」

「負けないよっ！」

　形態変化も済んだようで、ボスも攻撃態勢を取る。背後に浮かぶ五本の剣が切っ先を二人に向け、高速で飛来する。【炎帝ノ国】にいるシンに比べると飛来する剣の動きは単純で、軌道を予測したサリーは余裕を持ってそれを回避し、メイプルも見たことのある攻撃だと何とか回避する。

　ただ、一つ違っていたのは、飛んできた軌道上に燃え盛る炎が糸のように続いているということだった。軌道は単純でも次の行動は制限される。

「【カバームーブ】は駄目。ダメージ二倍は今は痛い！」

「うん、分かった！」

　二人がそうして炎の剣を避け切ると、それらは空中に留まり、再び切っ先を向けてくる。まだ、空中で燃えている炎のラインも消えていないままである。その上、フィールド中央に立つボスの背後にさらに五本の剣が浮かんでいることに気づき二人は目を見開く。

「増えるの!?」

「メイプル！　短期決戦！」

「う、うん！」

　このままでは状況は悪くなる一方だと、二人はボスとの距離を詰める。

「【挑発】！　……何とかして止めるから！　サリーは攻撃してっ！」

「分かった。頼んだからね！」

　飛んでくる十本の剣がメイプルを狙ねらう中、サリーは一人ボスに向かっていく。

「シロップ【城壁】！」

　いくつもの壁がメイプルを囲むように立ち上がり、砕けながらも何とか数本を受け止める。【悪食】の消費も仕方ないと大盾でもガードするが、うち三本がメイプルの体を貫き、直撃したシロップのＨＰはゼロに、メイプルのＨＰも半分を切る。

「うぅ……頑張ってサリー！」

「朧【影分身】！　【ウィンドカッター】！」

　魔法で相手のガードを引き出し、【影分身】でなぎ払いを誘発する。

「行動さえ分かっていれば……！」

　一撃で倒される分身を囮おとりに接近したサリーを、さらに鋭くなった一いつ閃せんが両断する。

　直後、その姿は消失し、ボスからダメージエフェクトが弾ける。

【蜃しん気き楼ろう】をも使い二重に囮を設置していた背後からさらにサリーが斬りつける。

　これ以上囮となるものは無く、サリーに対してボスが炎の剣を振るってくる。

「【超加速】！　まにあ、ったっ！」

　サリーは加速し、スレスレでその剣を躱すと、地面を転がり何とか離れる。

「【滲み出る混沌】！」

　サリーへの追撃を止めるために大技を使用し、メイプルはまた射撃を開始する。

　いくつかがボスに直撃し、ＨＰを減らすがそれでもまだ撃破には至らない。

　そうこうしているうちにさらに五本の剣が空に追加される。

「きっつい！」

「うぅ、もうちょっとなのに！」

　あと少し、それが遠く、メイプルがダメージを受けてしまうこともあり状況は悪い。

「っ、これは……」

　飛来する炎の剣とボスそのものがサリーに向かってきて、サリーは冷静に現状を把握する。

　どう避けても二本は直撃する。

「少しでもダメージを……！」

　そう思うサリーの目の前を遮るものが爆音の直後横から割り込んでくる。

　それは何本かの炎の剣を受けたのだろう、ダメージエフェクトを散らせながら、それでも三枚の大盾を構えるメイプルだった。

「サリー！　回復して！」

「【ヒール】っ！」

　三枚の大盾で受け止めるものの炎が次々にメイプルを焼く。しかし、サリーの回復のおかげでほんの僅わずかＨＰは残った。

「【凍いてつく大地】！」

　メイプルを斬りつける直前でボスの動きがもう一度止まる。

　メイプルはボスの残りＨＰを確認し、二割まで減っていることを見て切り札のスキルを発動した。

「【ブレイク・コア】！」

　メイプルから赤い球体が飛び出しバチバチと音を立てる。

　超強力な自爆攻撃、発動までは五秒。

　サリーはそれを見てボスが逃げられないようにボスの周囲に【氷柱】と【サンドウォール】を設置する。普段ならば避けられうる攻撃も、今この場なら必中となる。

「これなら……当たる！」

　ボスの回避より先にメイプルのスキルが発動し、轟音と共に天井まで届く光の柱が発生する。ボスのＨＰがガクンと減少し、メイプルのＨＰが【不屈の守護者】の効果で一だけ残る。

　白い光が消えた時。

　ボスはほんの僅かＨＰを残して健在だった。

「っ!?」

　メイプルが驚きよう愕がくする中、地面に先ほど見たものよりもさらに大きい魔法陣が展開される。

「ど、どう……わっ!?」

　思考が止まったメイプルを、空中に駆け上がったサリーの糸が引っ張り上げる。

　サリーは素早くメイプルを空中に投げ上げて【衝撃拳】でさらに高く跳ね飛ばす。

　直後、業火が足元から噴き上がる。

　サリーは空中に足場を作り、それを蹴けり飛ばすと業火の中に突っ込んでいった。

「……！」

【空蟬】が発動し、受けるダメージを無効化し、サリーをさらに加速させる。

　メイプルに業火が届くよりも速く、サリーは炎を貫いて、二本のダガーで首元を斬り裂いた。その瞬間炎は止まり、残り火が燃える中ばたりとボスは地面に倒れた。

「守ってくれたおかげで……間に合った」

　サリーはすっとダガーをしまって落ちてきたメイプルを両手で受け止める。

「……ふぅ」

「……えへへ」

「「勝った!!」」

　二人は疲れ果てたように地面に座り込むと顔を見合わせ笑ってハイタッチをするのだった。







　魔法陣に乗り塔から出ると、運営からメッセージが届き、そこには塔攻略の祝福と報酬についてが綴つづられていた。二人は塔を攻略しきり、銀のメダルを五枚手に入れたのである。

「これでギルド戦の時と合わせて十枚か」

「早速選ぼうかなあ」

「そうだね。スキルとかも変わってるかも」

「じゃあ、選び終わったらギルドホームにいるから」

「おっけー……六層じゃなくて、五層のほうでいいよね？」

「……うん」

　二人は十枚のメダルを使用すると、スキルとアイテムを選択する空間に転移した。





◆□◆□◆□◆□◆






　しばらくして、サリーがギルドホームにやってくるとメイプルはすでに選び終わってソファーに座っていた。

「ん、メイプルもう終わってたんだ」

「どれにしようかなーって思ったけど分かりやすいのにしたよ」

「まー、私も方針は決まってるし」

「えへへ、私はこれ！」

　そう言ってメイプルは自分のスキルをサリーに見せる。






【不壊の盾】




三十秒間ダメージ半減。

三分後再使用可能。








「なるほど、最後結構ダメージ受けてたしね」

「本当は無効があれば良かったんだけど……」

「それはあったら教えるよ。私は【水操術】っていう水を操るスキルにした」

「水魔法……とは違うんだよね？」






【水操術】




水を操るスキル。Ⅰ～Ⅹレベル。レベルごとにスキルをひとつ取得。








「スキルレベルも上げていけるタイプだから、面白いスキルになるかもなって。あと凍らせて足場にするのにちょうどいいし。今はまだ地面から前に向かって水が噴き出るスキルしか使えないけどね」

「どんな感じになるか楽しみだね」

　そんなことを言っていると、メイプル達がいることを確認したのか、ギルドホームに残りの六人のメンバーもやってきた。

　疲れてはいるものの嬉うれしそうなその表情を見て二人は何となくその理由を理解する。

「お！　メイプルにサリー！　十階勝ってきたぞ！」

　クロムが嬉しそうにそんなことを言う。

「ふふっ、私達もです」

「何とか一発突破しました！」

「おぉ！　それはすごいな。かなり強かったろ？」

「すっごい燃やされましたよ！」

「先を越されてしまったか、惜しかったのだけれどな」

「どんなスキルにしたのかしら？」

　その言葉に二人は取得したスキルを教えることで返す。六人はもうすぐ七層が開放されるため、それをクリアしてから決めるとの事だった。

「じゃあ次は皆で六層のボス戦攻略して七層ですね！」

「……め、メイプル。私は塔の時と同じ感じで……」

　すべてがホラーゾーンである六層のボスがどんなものなのかなど、考えなくてもわかるというものである。まずサリーが戦える相手ではないだろう。つまりまた【暴虐】状態のメイプルの口の中に入るしかないということだった。

「うん、いいよ！　七層行ったらまた一緒に探検しようね？」

「全員での戦闘かー、これならちょっとは楽できそうかな」

「私達頑張りますね！」

「……頑張りますっ！」

　全員が目標を達成して、次に目指すは七層ということになった。








エピローグ









　そしてしばらく経たって、メンテナンスが入り七層が実装された日。

　メイプル達は少しでも早く集まってダンジョン攻略を始める約束をしていた。六層のギルドホームに集合した八人はボスの能力を確認し、いよいよダンジョンに向かうこととなった。

「……その、サリーは大丈夫なのだろうか？」

　カスミの目線の先にはソファーに倒れ込み頭にマフラーを巻きつけて、隙すき間まから死にそうな顔を覗のぞかせるサリーがいた。

「いつもはあんなに強いのにね」

「早く攻略してやるしかないな」

　八人はフィールドへ出る。するとすぐにメイプルが【暴虐】を発動させた。

「じゃあサリー？」

「うん、お願い……」

　メイプルががぱっと開けた口の中に入っていくサリーを見て、流石に残りのメンバーが微妙な表情を浮かべる。しかし、サリーの意思は固かった。

「役に立たずに震えてるより、ここの方がまだいいので……」

　そうしてサリーは口の中に収まった。

　尚の事早く倒した方がいいと、六人はメイプルの背に乗って、アンデッドだらけのフィールド、そしてダンジョンを駆け抜けていく。

【楓かえでの木】のフルメンバーの戦力があれば、苦戦の二文字などない。

　そうしてサックリとボス前についてしまえば後はさらに簡単である。

「属性なしの攻撃は効かないから、まずこれを使ってね」

「今日はいいバフスキル引いてるんだよね」

「いつも通り私が麻ま痺ひを入れよう」

　いつも通り戦闘前にマイとユイに全力でバフを盛り、メイプルの【身捧ささぐ慈愛】下で敵に麻痺を入れるだけである。

「いつでもいけます！」

「うん……倒すよ」

「サリーのためにもすぐ終わらせないと！」

　ボス部屋の扉を開けるとそこには巨大なゴーストがいた。真っ暗な眼がん窩かから黒い涙を流し、透き通った長い腕をだらりと垂らし、真下に黒い闇やみを広げ、メイプルたちに向けて魔法攻撃の準備をしている。おどろおどろしい見た目をしているそれは通常フィールドにおいては確かに強力なボスだった。しかし、塔を突破してきた八人もとい七人にとってこの程度は敵ではない。

　むしろ本当に恐ろしいのはメイプルたちである。

「麻痺入ったぞ！」

　カスミの斬撃で麻痺が入ると、メイプルが背中にマイとユイを乗せて走ってきて、そのまま二人を下ろす。

「「いきます！」」

　動けなくなったところに強力な一撃が次々に叩たたき込こまれていく。

　それに耐えられる程のボスがこんな場所にいるはずもなく、ボス部屋突入から一分と少しで巨大ゴーストは爆散した。

「ドロップ素材は回収したわ」

「なら上に上がろう……本当、サリー大丈夫か？」

　全員が心配そうにする中、次の層が見える手前でメイプルはサリーを口から出し【暴虐】を解除する。

「大丈夫？」

「二度と六層行かない……」

　サリーは立ち上がると目の前に迫った次の七層に不安そうな顔をする。

「きっと違う感じだと思うよ？」

「そうだね……よし！　行くぞ行くぞ……っ！」

　サリーが覚悟を決めたところで全員で七層の景け色しきを確認する。

　そこに広がっていたのは広大な大地と自然、そして駆け回る多様なモンスター達だった。

　ここはモンスター達が住まう層。中には友好的なものもいる。

　すなわち七層はモンスターを仲間にできる、そんな階層なのだった。

「サリーこれって……シロップみたいに仲間にできるってことだよね！」

「うんうん、皆はどんな子を仲間にするんだろう」

「まずは何がいるか調べるところからだな！　楽しくなりそうだ！」

　それぞれが期待に胸を弾ませて七層へと足を踏み入れるのだった。








あとがき









　気になって七巻を手に取ってくれたという方には初めまして。続けて応援してくれているという方には、やはりこれ以上ないくらいの感謝を。どうも夕ゆう蜜み柑かんです。

　早いもので、もう七巻となりました。コミカライズに、アニメ化企画といろいろなことがあり、その度に驚くばかりです。

　そんななか、私が思うようになったのは、周りの人に恵まれたなあということでした。周りにいるのは理解を示してくれる人や、コミック、書籍を素晴らしいものに仕上げてくれる人ばかりで、本当に助かりますしありがたいことです。

　ですので、一つ宣伝を。八月には七巻の他にコミックの二巻が発売予定です。書籍では見られないような細かい表情や、探索中のふたりの雰囲気などが表現されているので、一コマ一コマ見ていて楽しいものになっているんじゃないかなあと。七巻に合わせて、ぜひ手に取っていただければと思います！




　色々な形でこの作品を届けられるならこれほど嬉うれしいことはありません。

　そして、それには皆様の応援も勿もち論ろん不可欠ですから。期待に応こたえたいものです。

　では、いつかの八巻でお会いできることを楽しみにしています！


夕蜜柑


















　元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～　電子特別お試し版　（著：沢村　治太郎　イラスト：まろ）















　たかがネトゲに人生賭けちゃった男、佐藤七郎。世界ランキング一位に君臨し続けていた彼は、ひょんなことからゲームそっくりの世界へ転生してしまう。しかも、なんの育成もしていない倉庫用サブキャラクター「セカンド」の姿で!?

　世界一位の知識で超効率的に経験値稼ぎ＆スキルを習得しまくるセカンド。更に、ぽんこつ女騎士や天真爛漫な猫獣人を仲間にして、ガンガン育成しまくり最強パーティを結成!!

　仲間たちと共に、目指すはただ一つ──世界一位のみ!!








プロローグ　ちっぽけな絶望と最高の世界









　人生を賭かける。それはとても難儀なことだと知った。

　仕事、スポーツ、趣味、ギャンブル。なんでもいいが、全すべてをなげうって何かを成さんとすることは、２０３４年の日本では難しい。

　生活が、資金が、社会が、他人が、身体からだが邪魔をする。一意専心とは、ごく少数の特定の人間にのみ許された特権的恩恵。

　俺は学校などろくに通わず、成人してもろくに働かなかった。

　ただひたすらに頂いただきを目指した。

　文字通り、全てを賭けて。食事・睡眠・排せつといった最低限のこと以外の全てをそれに捧ささげた。

『世界一位』

　結果がこれだ。何百万という人間の頂点。最も優れた者の証明。

　実に爽そう快かい！　なんたる愉悦！

　世界中の誰だれもが認める完全無欠の一位。全ての者に畏い敬けいされる、まさに神の如ごとき存在。ただ一度の敗北も許されることのない史上最強の頂点。それが俺だったのだ。間違いなく、俺だった。

　俺の人生の結果。俺の人生の全て。

　フルイマージョンＶＲＭＭＯＲＰＧ『メヴィウス・オンライン』世界ランキングぶっちぎり第一位。

　それもこれも、今日までの話。




「…………」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとはまさにこのことだろう。

　先日、俺のメインキャラ『ｓｅｖｅｎ』は破壊クラツクされた。個人データだけでなくバックアップから何から全てだ。

　被害は俺だけではない。その数およそ三千人に及ぶと聞いている。それも〝上位キャラ三千人〟だ。

　犯人は既に捕まっている。奴やつも上位プレイヤーのうちの一人で、なんでも「嫉しつ妬と心から軽はずみに犯行へと及んだ」らしい。キャラクターデータ三千人分を狙ねらいすましてクラックするなど、軽はずみで行えるワケがない常軌を逸した執念による所業のはずなのだが、メディアおよび一般人はそのあたりがよくわかっていないようだった。

　さて、その後のメヴィウス・オンライン略してメヴィオンの運営からの発表はこうだ。

　曰いわく、全ての被害キャラクターの復旧は不可能。補ほ塡てんは新規キャラクター作製時における課金免除等の優遇のみ。

　何度問い合わせても、本社に突撃しても応答は変わらなかった。

「……………………」

　俺は憤ふん怒ぬと虚無感に震え憎悪とともに胃液を何度も何度も吐き出したが、俺以外のプレイヤーはどうだっただろうか。

　世論は「メヴィオン運営も被害者」といった風向きで、匿名掲示板16ｃｈでも「まあ妥当な対応だろう」とのレスがほとんど。ツベッターというＳＮＳ上ではキャラクターを消された有名配信者がプッツンして暴れまわり運営本社の爆破予告にまで発展し警察沙ざ汰たに。

　しかし、その騒ぎが収まる頃ころには、もうメヴィオンのクラック事件は完全に鎮火していた。ふざけんな。

「……はー……」

　何もやる気が起きない。何も考えられない。溜ため息いきしか出ない。もう三日も水しか口にしていない。

　俺の世界一位は、もう二度と戻ってこない。

「…………よし！」

　こんなんじゃあ、いつまで経たっても駄目だ。

　俺はパァンと膝ひざを叩たたき、気合を入れて立ち上がった。

「死のう！」





◇◇◇






「──あれ？」

　気が付けば、俺はメヴィウス・オンラインの中にいた。

　そこはキャスタル王国王都ヴィンストンの大通り、俺がよく利用する食料品店『アイシクル』の前。

　久々に見た中世ヨーロッパ風の街並み。親の顔より見ただろうこの剣と魔法のファンタジー世界に広がる風景を、もう二度と見ることはないと思っていた。だが、やはり何度見ても良いものは良い。帰ってきたなぁと感じる。

　しかし……いつの間にログインしたんだっけ？

「ちょっと、邪魔！　店の目の前でぼーっと突っ立ってんじゃないわよ！」

　背後からアイシクルの看板娘アイスちゃんの声がかかる。聞き慣れた声優さんの声だが……あれ、このセリフは聞いたことがない。知らないうちにアップデートがあったのか？

「……っ！　あ、の……ごめん。うちの店になんか用？」

　俺が振り向くと、アイスちゃんは目を見開いて驚き、何な故ぜか急にしおらしくなった。よく見ると、頰ほおを薄く朱に染めている。

「おおー、可愛かわいい！」

　俺は思わず声に出した。これは良い。とても良い。神アップデートと言っても過言ではない。

「な、なっ、なぁに言ってんのよ、もうっ！」

　すると、アイスちゃんは顔を真まっ赤かにしてそっぽを向き、そのまま恥ずかしそうに店の中へと去っていった。

　素晴らしい挙動！　もの凄すごいリアリティだ。俺がしばらくログインしていなかったうちに好感度システムか何かが導入されたのかもしれない。こっち路線も良いじゃないかクソ運営。これ目当てに相当数のプレイヤーが増えて市場が潤いそうだが……。

　…………ん？　あれ、なんか今……。

「──っ！」

　俺は食料品店のショーウィンドウに映った俺の姿を目にした。

　ああ、やっぱり。違う。『ｓｅｖｅｎ』ではない。これは──

「……セカンドか」

　頰を触り、顔を確かめながら、そいつの名前を呟つぶやいた。

　メインキャラ『ｓｅｖｅｎ』と時期を同じくして作成したサブキャラ『セカンド』。まだなんの育成もしていない、経験値ゼロの〝倉庫キャラクター〟。青黒い髪と銀色の目に透き通るような白い肌、長身細身で超絶美形の期間限定課金アバターが、ショーウィンドウのガラスの中で驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「そうか、そういえば」

　随分前に食料品店の前でログアウトしたのを思い出した。正月のイベントで使う予定だったもち米を大量に買い込み、メインキャラに渡し終えたところで放置していたのだ。

「…………はぁあああああ」

　大きな溜め息が漏れる。ｓｅｖｅｎが復活したのかと無意識に一瞬でも期待した俺がバカだった。

　俺のｓｅｖｅｎは、世界一位は、もう何ど処こにも存在しないんだ。何度も何度も嚙かみしめたはずのことなのに思い出すだけで泣きそうになる。

　駄目だ。今さらもう一度メヴィオンをやり直す気にはなれない。とっととログアウトしよう。

　……………………。

「ん？」

　ログアウトがない。というか、管理画面が開けない。バグッたか？　とりあえず緊急停止ボタンを押して現実に──？

　……あ。いや、待てよ。

「────ああ、そうか」

　そうだ。現実なんてねーよ。どうして忘れていたんだ。そうだよ。そう。俺はもう──

「死んだんだった」





◇◇◇






「え、じゃあなんでメヴィオンの中いんの？　俺」

　おかしいでしょ、これ。どういうことだよ。死後の世界がメヴィウス・オンラインってことなんですかねぇ？

　確かに、心底願ったよ。「メヴィオンの世界に生まれていたら良かったのに」と、意識のなくなるその瞬間まで呪じゆ詛そのように唱え続けた。「できることならゲームの世界に生まれたかった」なんてさ、我ながらクソみたいな辞世の句だ。

　…………もしかして、叶かなった？

　アイスちゃんのＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターらしくない人間的なセリフも、ログアウトできない理由も、そうであったとすれば頷うなずける。

「ま、待て。え、あ、痛っ！」

　……痛い。頰をつねると、痛い……ゲームなのに、痛い……!?

　………………!!

「ふぉ、Ｆｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！」

　生まれ変わった！　ゲームの世界に!!

　さ、最高だ！　最高だッ！　最っ高だッッッ!!　ありがとう!!　ありがとう！！！

「Ｆｏｏｏｏｏｏｏ！！！！」

　俺は我を忘れた。人目など微み塵じんも気にすることなく、奇声をあげながら小一時間踊りまくった。俺にとっちゃそれほどのことだった。人生で一番嬉うれしかった。それこそ、世界一位を獲とった時よりも。何十倍も、何百倍も。

「Ｆｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！」

　何千倍も嬉しかった。




「はぁ……はぁ……はぁ……」

　流石さすがに疲れた。ステータスを見ると、ＳＰスタミナポイントがゼロになっている。

　どんだけ動き回ったんだと思ったが、そういえばこのキャラはまだ何も育成していないからステータスが初期値のままだった。当然の結果である。

「はぁ……ふぅ……」

　しかし、メヴィオンの中で息があがって疲れるなんて経験はこれが初めてだ。

　実に新感覚。実に面白い。実にテンションが上がるッ！　俺は、俺はついにネトゲの世界に来たんだ!!

「Ｆｏｏｏｏｏ「取り押さえろ！」痛ぇ!?」

「暴れるな！」

　再び舞い踊ろうとした俺を、鎧よろいを着た人たちが押さえ込む。なんだなんだ!?

「こいつで間違いないな？」

「え、ええ……店先で騒いで迷惑なので連れていって」

　食料品店の方を見ると、軽けい蔑べつの目でこっちを見やる看板娘のアイスちゃんがいた。

「何者だ貴様！」

　恐らく騎士だろうＮＰＣがそう問いかけてくる。いや、今はＮＰＣではなく〝人〟なのか？

　ともかくそう聞かれたらこう答えるしかない。

「なんだチミはってか？　そうです、私わたすが」

「連行しろ！」

「イテテテテ！　痛い！」

　痛い！　ああでも痛いって新鮮！




　……とかなんとかどうでもいいことに興奮しているうちに、俺は第三騎士団によって逮捕された。『キャスタル王国第三騎士団』というのは、まあ平たく言えば警察だな。

「どうしてあんなことをした？」

　その騎士団の詰所で、俺は取り調べを受けていた。

「ちょっと、その……テンション上がっちゃって」

　平静を取り戻した俺は、恥じ入りながら答える。

　対面に座るのは、後ろで纏まとめたプラチナブロンドの髪が素敵な凛りんとした騎士の女性だった。可愛かわいいというよりか美人だ。でもこんなＮＰＣは見たことがない。つまりこの世界特有の人物ということだろうか？

「ふむ……貴様、見たところ貴族か？　何家の者だ。何な故ぜ一人でいる。供はどうした？」

「いや、貴族というわけでは」

「我々第三騎士団に特権など通用せんぞ。誰だれであろうと法を犯せばそれは罪となる。罪は悪である。悪を裁き善良な市民を守るのが我らの責務だ」

「いや、だから貴族じゃ」

「吐け、悪徳貴族め！　もう調べはついている！」

「えぇ……」

　駄目だこいつ話になんねえ。

「そうか、だんまりか……仕方ないな」

　シャランという金属の擦こすれる音とともに、目の前の女騎士は腰のショートソードを抜いた。噓うそだろ？

「ちょっ、待てっ。話す話す、話すから！」

「ふん、最初からそうすればよいものを」

　うわあ、腹立つ。というか脅迫だろう、これは。そうか、さてはこいつアホだな？　参ったぞ、アホの相手はしたくない。

「名前と職業を言え」

「名前はセカンドです。冒険者です」

「噓をつけ！」

「どうすりゃいいんだよ……」

　出で鼻ばなを挫くじかれた。

「貴様のその服、冒険者のものとは思えんほどの仕立てだ。相当に高価なものだろう」

　ああ、なるほど。原因は装備か。確かにメインキャラほどではないが見栄えが良くなるように相応のレア服をこいつに着せていた。そのせいで今、俺は貴族と間違われているというわけか。

　…………非常にマズい。

　第三騎士団の下層部と貴族たちとの軋あつ轢れきは、ゲーム内でも有名な話だった。今取り調べをしている彼女の立場は、貴族とズブズブに癒ゆ着ちやくした上層部の下で鬱うつ憤ぷんを溜ためている正義感溢あふれる騎士といったところだろう。目の前に蔓延はびこる貴族どもの悪行、正義の名のもとに何度も追い詰めては、その度に上層部から圧力がかかり事実を握にぎり潰つぶされ……いずれこう思い始める。「自分はなんの為ために騎士になったのだ」と。

　みたいなね？　まあつまるところ、彼女は貴族がもの凄く大嫌いなのだろう。その様子から、それが人一倍のものだともわかる。そして俺は貴族っぽい装いをしている。

　……ヤッベェぞ、これ。身分を証明する物が何もない。どうしよう。

「さあ、吐け！　一体何を企たくらんで──」

　その時だった。バァーンという大きな音と同時に取調室の扉が勢い良く開き、体格の良い騎士のオッサンが入ってきた。

「シルビア！　このド阿あ呆ほうが！」

　「[image: ]ぃっ!?」

　そしてゴチーンという鈍い音とともに女騎士の頭をぶっ叩たたき、俺に頭を下げさせる。

「うちのバカが失礼した。代わって私が取り調べさせていただく」

「は、はぁ」

　シルビアと呼ばれた女騎士は、目じりに涙を浮かべて頭を押さえ「うぐぐ」と唸うなりながら退室した。かなり痛そう。

「さて、すまんな。貴殿には威力業務妨害の疑いがある。まず身分と目的を簡潔に説明願う」

　オッサンは何ごともなかったかのように口を開く。よかった、この人は話が通じそうだ。

「名前はセカンド。にじゅ、じゃなかった、えーと十七歳。冒険者」

　本当は「佐さ藤とう七しち郎ろう　二十八歳　無職　独身」だが、このキャラのステータスには十七歳と出ていたので、そっちの方を答えておいた。

　冒険者というのも偽りないだろう。メヴィオンでは、プレイヤーは冒険者として世界を旅させられる設定だったはずだ。

「なるほど。食料品店の前で奇声をあげて踊っていたところを現認されているが、何故そのようなことを？」

「つい、我を忘れて……すみません」

「認めるのだな。目的については？」

「店に迷惑かけるつもりはなくて……これといって目的はないです……」

　……なんか、うん、すげぇ情けない。ここはもうきちんとした社会の中なんだなと痛感する。いつまでもゲーム感覚でいたら駄目だ。

「なるほど。故意に営業を妨害したわけではないとの主張でよいか？」

「はい」

「わかった。では相手側にその旨を伝えてくる。その間に薬物検査を行うが構わないか？」

「は、はいぃ……」

　…………恥ずかしっ。




　その後、薬物中毒の疑いも晴れ、食料品店アイシクルの店主から示談を持ちかけてもらい、お金を支払って晴れて釈放となった。

　すみません、すみませんと何度も頭を下げる俺に「今度うちの店で何か買ってね」と言ってくれた店主のおばちゃんの優しさを絶対に忘れまいと誓う。

「……しっかし、世の中こんなんでいいのかねぇ？」

　俺はインベントリの中にある金貨の山を見て呟つぶやいた。現在の所持金は、二十億ＣＬと少し。俺の感覚で言えば大した金額ではない。

　そして示談金は、たったの十五万ＣＬぽっち。十五万ＣＬ……記憶が正しければ「これ装備して脱初級者」といったレベル帯の防具すら満足に買えない程度の金額だ。

　ああ、ちなみに貴族と勘違いされた格好良いレア服は詰所を出てからすぐに着替えた。今は街の商店で適当に買った焦げ茶色と黒のレザー装備を着ている。胴・脚・手・靴の四つ、おまけに耳ピアスを加えて合計二百三十万ＣＬだった。これが高いのか安いのか、いまいち謎だ。

　うーん、こりゃ早急にこの世界の貨幣価値を調べる必要が出てきたぞ。

「おっ」

　そんなことを考えていると「ぐぅ～」と腹の虫が鳴った。よし、丁度良いのでメシにしよう。金銭感覚を摑つかむのも、一食いくらとか一泊いくらとかそういうのが一番身近でわかりやすいんじゃないだろうか。

　俺は折角だからと大通りまで歩いて、そこそこ活気のある木造の風情ある宿屋に入った。見たところ高級宿ではないが、かといってボロ宿でもない。例えるならビジネスホテルのような丁度良い具合の宿屋だろう。

「一泊いくらですか？」

「　　」

　受付の女の子にそう聞いたのだが、彼女はぽかーんと口を開けたままこちらを見つめて何も喋しやべらない。

「あのー、もしもし？　一泊いくら？」

「へっ、あっ、ご、ごめんなさい！　えっと一泊でしたっけ!?　えーと、えーと！」

　改めて声をかけると、何故か知らないが頰ほおを染めてテンパりだした。アイスちゃんと初めて会った時もこんな感じの反応だった気がする。俺が悪いのかこれ？

「ええとですね、朝晩食事付きで一泊七千ＣＬになります。素泊まりなら四千ＣＬです」

　しばらくすると値段を教えてくれた。安ぅ!?

　え、じゃあ俺の買った全身装備二百三十万ＣＬって、実はメチャクチャ高級品だったんじゃ？　……まあいいやもう買っちまったんだ。気にしたら負け負け。

「じゃあ素泊まりで五泊」

「はい、かしこまりました！」

　受付の子は嬉き々きとした表情で頷うなずくと、部屋の鍵かぎを渡してきた。その際ちょこっと手が触れてしまったのだが、童貞の俺が童貞らしく意識して赤面するよりも先に彼女がゆでダコのように真っ赤っかになった。ここで疑念が大きくなる。

　俺は首を傾かしげながらも、今日から泊まる部屋を確認した。一人部屋にしてはそこそこ広い。明かりはランタン、ベッドはまあまあ、トイレは共同だが驚くべきことに水洗であった。風ふ呂ろは一階に浴場があるのを知っているので心配はしていない。

　俺は再び一階に降りて、ガヤガヤと賑にぎわう酒場で早めの夕食をとることにした。カウンター席に座り、この店の名物であるハンバーガーを注文する。

　待機している最中、ふと違和感を覚えた。前後左右から、ちらちら、ちらちら、と。

　……あー、なるほどわかった。めっっっっっっちゃ見られてるんだこれ。

　大勢の客で賑わう酒場のあちこちから視線を感じる。それも、特に女性からの熱のこもった眼まな差ざしを。

　ここで俺の疑念は確信へと変わった。

　原因は〝アバター〟だ。期間限定の課金アバターで超絶美形に整えた結果がこれなのだ。

　ただのネトゲキャラが美形であっても誰だれも見向きもしないが、それが現実世界であったら話は全くの別。

　凄すさまじく気分が良い。ここがもう単なるネトゲの中ではないという事実を体中にひしひしと感じ、背中をゾクゾクと快感が駆け抜け、ついつい笑みがこぼれる。

　メヴィウス・オンラインの世界。ここでの努力は、決して無駄にはならない。俺にとってこれ以上ない、たった一つの最高の条件。

「ネトゲなんか頑張ってもなんの意味もない」「ネトゲで世界一位になっても仕方がない」「早く現実に戻らないと」「ちゃんと学校に行きましょう」「真ま面じ目めに働こう」「この先どうするつもり？」

　今まで言われ続けた正論、心の奥底にあった不満。その全すべてが覆る世界。

「はは、ははは！」

　笑いがこみ上げる。

　決めた。俺、また世界一位になろう──。







　この続きは現在配信中の『元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～』にてお楽しみください


 (C)Harutaro Sawamura, Maro 2019
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